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東大阪市は、大阪府の東部、奈良県に隣接し、生駒山の懐に抱かれ、自然に

恵まれた50万都市です。

生駒山地のふもとには、先人の残した貴重な文化遺産、遺跡が数多く眠って

います。本市ではこれら遺跡・埋蔵文化財を保護、顕彰する立場から昭和47年

に文化財課を設置、郷土博物館を開館するなど、広く市民の方々に文化財の活

用と普及に努めてまいりました。平成14年 11月 にオープンした市立埋蔵文化財

センターでは、児童や生徒、多くの市民に広く利用されています。

本書では、平成22年度国庫補助事業による発掘調査の成果を報告します。今

回の報告では、馬場川遺跡・植附遺跡・瓜生堂遺跡 。上六万寺遺跡の調査、整

理概要を掲載しています。いずれも遺存状態の良好な遺構 。遺物に恵まれ、既

往の調査成果に新たな知見を加えることができました。限られた調査範囲では

ありますが、各々の地域史の解明に大きく寄与できたものといえます。また、

史跡整備に向けた調査として、史跡河内寺廃寺跡の調査概要を掲載しました。

これらは次世代に引き継ぐべき貴重な考古資料であり、本書が埋蔵文化財保護

の報告書としてだけでなく、文化財の普及啓発冊子として市民の方々に広く読

まれることを期待します。

最後になりましたが、調査の実施や報告書の刊行にあたり、個人・関係諸機

関から多大なご協力を賜りましたことに深く感謝し、今後とも文化財保護にご

理解とご支援をいただきますようお願い申し上げます。

平成23年 3月

きしは

東大阪市教育委員会
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本書は、国庫補助50%・ 市負担50%で実施した、個人及び零細事業主施行による開発工事に伴う

発掘調査ほかの概要報告書である。

上記のほか、史跡整備に向けての内容確認に伴う河内寺廃寺跡の調査概要を掲載した。

本発掘調査は、調査原因に係る個人および法人の依頼を受けて、東大阪市教育委員会文化財課が

実施した。

現地の上色および土器の色調は農林水産省農林水産技術事務局監修・財団法人日本色彩研究所色

票監修『新版 標準土色帖』に準拠し、記号表示も同書に従った。
本書の執筆は次のとおりである。

第 1章の出土遣物、第 2章 1)～ 6)・ 8)、 第 3章 5)・ 6)②、第 4章 4)、 第 5章 3)、 第 6章

3)は奈農拓弥、第 4章 1)～ 3)。 5)は若松博恵、第 2章 7)は安部みき子 (大阪市立大学大学院

医学研究科器官構築形態学講座)、 その他の章項は菅原章太が行った。編集は菅原が担当し、奈

良が補助した。

安部みき子氏から、馬場川遺跡の人骨について玉稿を賜わった。厚くおネし申し上げます。

考古学用語については、佐原真 。田中琢『日本考古学事典』(2002年 )の表記に従った。

現地調査の実施及び報告書作成にあたり、ご協力いただいた地権者の方々や関係諸機関に対し厚

くお礼申し上げます。
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第 1章 平成21年度埋蔵文化財発掘調査・確認調査の概要

平成 22年度の文化財保護法第 98条 。94条に基づく埋蔵文化財包蔵地での届出 (通知)件数は、平

成 23年 2月 28日 現在で届出 400件、通知 45件で合計 445件である。届出 (通知 )イこかかる工事内容

の内訳は次のとおりとなる(0件の工事名は省 く)。

個人住宅 94件  分譲住宅  177件   共同住宅 6件

店舗   9件   その他建物 24件   道路 3件

兼用住宅 2件  工場 2件

学校 4件   宅地造成 15件

水道 14件   下水道 41件公園造成 3件  ガス 45件  電気 1件

電話通信 l件  その他の開発 4件
445件の届出(通知)の指導内容は、発掘調査 57件、工事立会 119作、慎重工事 269件であった。

平成 18年度では届出(通知)が 585件、19年度が 583件、20年度が 427作、21年度が 441件であっ

たことと比較すると、昨年度とほぼ同様の件数で、工事内容別の件数も多少の増減があるものの、大

きな傾向をうかがうことはできない。ただ、店舗のうち大規模小売店舗および大型遊技場建設に伴う

調査を本年度 4件実施したことが特筆される。大型の店舗や遊技場については、その建設面積は広大

であるが、基礎の形状や規模は大阪府の基準に合致するものであった。いずれも確認調査の結果、杭

基礎の工事掘削深度までについては、遺物包含層や遺構は認められなかった。

東大阪市教育委員会では、個人専用住宅建設に伴う確認調査と発掘調査、個人による福祉施設建設

に伴う確認調査、小規模事業主による分譲住宅建設に伴う確認調査、国史跡内容確認の発掘調査につ

いて平成 22年度国庫補助事業として実施した。昨年度の報告書の補遺とともに次ページ以下に掲げ

た。その内容は個人専用住宅建設に伴う確認調査が 10件、個人による福祉施設建設に伴う確認調査

が 1件、小規模事業主による分譲住宅建設に伴う確認調査が 1件、個人専用住宅建設に伴う発掘調査

が 3件、国史跡の内容確認に伴う発掘調査が 1作、埋蔵文化財有無確認に伴う発掘調査が 1作、NP

O法人事務所建設に伴う発掘調査が 1件で合計 18件である(平成 23年 2月 28日 現在)。 これも昨年

度が 30件であったことと比べると、大幅に減少した。調査件数減少の原因のひとつは、昨年度と比

較して、賃貸共同住宅建設に伴う確認調査や発掘調査の件数が 0件であったことに拠る。景気の動向

が反映されていることが考えられる。

平成 22年度の国庫補助事業では、例年と同じく、個人専用住宅建設に伴って実施する確認調査の

件数が優位を占める。これらは基礎工事に地盤改良や柱状改良、杭打設を伴うことによるもので、国

庫補助事業として確認調査を行い、埋蔵文化財保護行政等に必要なデータを得ているところである。

史跡河内寺廃寺跡の発掘調査については、平成 21年度に河内寺廃寺跡整備委員会を組織し、その

助言と指導をもとに第 19・ 20次調査を実施した。史跡整備に向けて必要なデータを得る目的で調査

を行ったものである。本書ではその調査成果の概要を掲載した。発掘調査の状況や出土遺物の詳細に

ついては、別途作成の報告書に記載する予定である。

次に、平成 23年度で調査成果を得つつ発掘調査に至らなかった確認調査事例を報告しておきたい。

別表No 14で個人専用住宅建設に伴い確認調査を実施した。その結果、GL-0.6mで 2層にわた

り奈良～平安時代の遺物包含層を検出した。上下の包含層のうち、上層の方が遺物の出上が顕著であっ

た。包含層下面のベースとなる砂礫層の上面で遺構は確認できなかった。調査地は、次に述べる瓜生

堂遺跡の調査地の近隣であり、従前より同期の包含層や遺構がしばしば見つかっている一帯にあたる。

その後、届出者側では基礎の杭工事の設計を変更され、大阪府基準に合致したため、立会調査を経

て工事実施となったが、瓜生堂遺跡の奈良～平安期集落の広がりに新たな知見を得たところである。
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平成21年度国庫補助緊急発掘調査事業実施状況 (補遺)

調査事業名及び用途 実 施 場 所 担 当 調 査 期 間
査
積
調
面 調 査 結 果

1
岩滝山遺跡確認調査
(個人専用住宅)

六万寺町1丁目7954
番地

菅原 平成22年3月 17日 ２ｍ
つ
々

GL l.lmま で確認。埋蔵文化財検
出せず。工事実施。

2
国史跡河内寺廃寺跡第
19次発掘調査 (史跡内

容確認)

河内町坐1番地 菅原
平成22年3月 11日
～ 3月 23日

42.9ゴ
本書第3章。
平成22年度国庫補助緊急発掘調査

事業実施状況

平成22年度国庫補助緊急発掘調査事業実施状況

調査事業名及び用途 実 施 場 所 担当 調 査 期 間
査
積
調
面

調 査 結 果

1
鬼塚遺跡確認調査

(個人専用住宅)

角自月比H丁 514-5、  515-5、
5165香地の各一部

若松 平成22年5月 14日 40∬
GL l.35mま で確認。埋蔵文化財
検出せず。工事実施。

皿池遺跡確認調査

(個人その他建物 )

河内町368番地の一

部
菅原 平成22年 6月 21日 4.0ど

GL-1.5mま で確認。埋蔵文化財
検出せず。工事実施。

河内寺廃寺跡第20次発
掘調査

(史跡内容確認、史跡整備)

河内町441、 442、
4431番地 菅原

平成22年5月 10日
～ 6月 18日

をｍ 本書第3章。

瓜生堂遺跡確認調査

(個人専用住宅)

下/1ヽ阪 4丁 目33-5の
一部、339番地 菅原 平成22年7月 9日 ２ｍ

GL l.6mま で確認。埋蔵文化財
検出せず。工事実施。

5
植附遺跡第20次発掘調査
(NPO法人事務所) 西石切町3丁 目79番地 若松

平成22年7月 27日
～ 8月■日

80至ざ 本書第4章。

瓜生堂遺跡第56次発掘
調査

(個人専用住宅)

瓜生堂1丁目166-1の
一部、170、 168甲 の
一部 番地

菅原
平成22年9月 2日・

9月 3日
73∬ 本書第5章。

7
鬼塚遺跡確認調査

(個人専用住宅)
豊浦町7282番地 菅原 平成22年9月 6日 2.4∬

GL-1.5mま で確認。埋蔵文化財
検出せず。工事実施。

8
岩田遺跡確認調査

(個人専用住宅)

岩田町5丁 目8861番
地の一部

菅原 平成22年9月 15日 1.4琶
GL-1.5mま で確認。埋蔵文化財
検出せず。工事実施。
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調査事業名及び用途 実 施 場 所 担 当 調 査 期 間
査
積
調
面

調 査 結 果

半堂遺跡確認調査
(個人専用住宅)

六万寺町1丁 目
3443、 344-4番地

菅原 平成22年 10月 4日 1.4笛
GL-1.3mま で確認。埋蔵文化財
検出せず。工事実施。

市尻遺跡確認調査
(個人専用住宅)

四条町556-8番 地の

一部
菅原 平成22年 10月 19日 2.31ゞ

GL-1.lmま で確認。埋蔵文化財
検出せず。工事実施。

西堤遺跡確認調査
(個人専用住宅)

西堤学園町2丁 目
18-4番地

菅原 平成22年■月5日 2.3∬
GL-15mま で確認。埋蔵文化野
検出せず。工事実施。

上六万寺遺跡第11次発

掘調査
(個人専用住宅 )

六万寺町3丁目
1387-8瑠辟〕巨

菅原
平成22年■月8日・

11月 10日

7.1∬ 本書第6章。

花草山古墳群第3次発掘調査

(埋蔵文化財有無確認)
〔零細事業主〕

上四条町1422番地 菅原
平成22年 10月 25日

～■月16日
をｍ

約

９２
古墳を確認。詳細は来年度報告予
定。

瓜生堂遺跡確認調査
(個人専用住宅 )

下小阪4丁 目251番地 菅原 平成22年■月26日 23だ

GL―mmま で確認。奈良～平安
時代の遺物包含層を検出したが、
大阪府の基準により、立会調査を
経て工事実施。

皿池遺跡確認調査

(分譲住宅建設)
〔零細事業主〕

河内町33611番地 菅原 平成22年 12月 14日 2.31置
GL-1.3mま で確認。埋蔵文化財
検出せず。工事実施。

植附遺跡確認調査
(個人専用住宅)

西石切町2丁目
604-1、  604-4瑠ξ引巨

菅原 平成22年 12月 24日 2.3笛
GL-1.2mま で確認。埋蔵文化財
検出せず。工事実施。

ワ
ｒ
河内寺跡確認調査
(個人専用住宅)

河内町44930番地 菅原 平成23年 1月 21日 ■4∬
GL O.47mま で確認。土師器を含
む二次堆積層を検出。立会調査実

施について協議中。

18

新上小阪遺跡第2次発掘

調査
(個人専用住宅 )

新上小阪185-18番地 菅原
平成23年 1月 24日

～ 1月 27日
17.5r這
奈良～平安時代の遺物包含層を検
出。詳細は次年度報告予定。
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さて、平成21年度後半期に注目される調査があった。ここでその成果について紹介しておきたい。

平成21年 10月 、東大阪市下小阪 4丁 目28415番地において、分譲住宅建設に伴う「埋蔵文化財発掘

の届出」が提出された。建設の基礎工事には柱状改良工事を含むものであったため、埋蔵文化財への

影響が懸念された。このため、確認調査が必要である旨、届出者に通知した。平成21年 10月 22日 に5

箇所の試掘坑を設けて確認調査を実施したところ、 5箇所とも奈良～平安時代の追物包含層が確認さ

れたほか、 1箇所で遺物包含層の下面に平安時代のピットを検出した。この調査結果に基づき届出者

と協議を行い、基礎工事の設計については大阪府の基準に従い、銅管杭の施工となり、立会調査を経

て工事が実施された。

ところが、確認調査の実施時点で、宅地側へ進入する開発道路の施工は完了していたことが判明し

た。開発道路下の排水管埋設工事により、確認調査時に検出した遺物包含層等についての取扱いが問

題となった。確認調査で検出された遺物包含層上面のレベルは、工事予定地内で入戸ノ里東小学校に

近い試掘坑が最も高く、北側及び東側に行くに従い低 くなる。このため、とくに小学校に近い側での

影響が考えられた。この結果を受けて、開発道路に近接した箇所に調査 トレンチ 2本を設定して確認

調査を行うことになった。南側を第 1ト レンチ (5。2m× 1.4m)、 北側を第 2ト レンチ (4.2m× 1.4m)

と呼称して調査を進めた。調査は平成21年 11月 12日 、11月 13日 の 2日 間実施した。調査面積は13.2�

である。調査に必要な重機、作業員等は届出者側で用意負担した。今回の調査で、遺構・遺物の検出

があったため、八生堂遺跡第55次調査としている。

曰騒

一叶一欺か∵‐蝉

i呉竹遺跡

第 2図 瓜生堂遺跡第55次調査地点と周辺の調査箇所

回¬同||11
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第 3図  第 1・ 2ト レンチ配置図

・調査の概要 (第 2～ 8図 )

第 1ト レンチ

表上下約50cmを 機械掘削によ

り除去し、その後手掘 りにより掘

り下げを行った。層序は以下のと

おりである(第 4図 )。

盛土 (真土)。 厚さ30～ 50cm。

第 1層 旧表土 (耕作土)厚 さ
約10cm。

第 2層  明黄褐色 (2.5Y7/6)シ
ルト質細砂、厚さ約10cm。

第 3層 褐色 (7.5YR4/1)シ ル

ト質中砂炭混じり、厚さ20～ 30cm。

古墳時代から平安時代の土器を含

む。

第 4層  灰掲色 (7.5YR6/2)。
平安時代の遺構ベース面・厚さ30cm

以上。

第 3層 か らは、形象埴輪 (蓋形埴

輪 )、 円筒埴輪とともに須恵器奏、土

師器奏・杯など、奈良時代から平安時

代の上器が多量に出上している (バス

ケット2杯分 )。 包含層は、かなり強

く固められており、厚さも地点により

20～ 30cmの 幅があることか ら、平

安時代頃の整地層と考えられる。第 4

層上面で精査を行った結果、上面での

凹凸は認められるものの、明確な遺構

は検出できなかった。ただ トレンチ南

端で土坑 1(30× 40cm)を確認したが、

性格は不明である(第 6図 )。

打

赳

Ｉ

Ｔ

開発道路

第 2トレンチ

第 1トレンチ

「

―
―

―
―

圏

巖

20m
[               I

◇
勧
1  

↓

lm

第3層

4層

第 4図 第 1ト レンチ平面図・断面図

第 2ト レンチ

層序は、第 1ト レンチと同様である。第 3層

の遺物包含層の厚 さが20cmか ら10cmと 北端

に行くにしたがって薄くなり、出土量も第 1ト

レンチより少なくなる (バスケット1杯分 )。

第 4層上面で精査を行った結果、第 1ト レンチ

と同様、上面で凹凸は認められるものの、明確

な遺構は検出できなかった。 トレンチ北端で土

坑 2(南北30cm)を検出したが、性格は不明第 5図 瓜生堂遺跡第 55次調査風景
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である(第 8図 )。

・出土遺物 (第 9～ ■図)

今回の調査で出上した遺物は、コンテナ 1箱分で

あった。既往の調査において、埴輪が大量に出土し

た地点に近く、今回は埴輪を中心に報告する。出土

箇所は、第 1ト レンチ第 3層である。

出土したのは、普通円筒埴輪、家形埴輪、蓋形埴

輪である。

1～ 3は普通円筒埴輪である。 1・ 2は、いずれ

も破片で、 2は円形透孔が残る。 1は、一次調整タ

テハケの後、二次調整 B種ヨコハケを施す。また、

縦線のヘラ記号が認められる。 8本/cmと ゃや細

いハケメである。 2。 3に比べ軟質の焼成で、色調

も浅黄橙色を呈する。 2は、一次調整タテハケのみ

で、突帯は台形を呈 し、突出度が少ない。 6条/

cmと やや粗いハケメである。 3は、底部から第 1

段突帯までの破片で、円形透孔の下辺が残る。一次

調整はタテハケで、 9～ 12条 /cmと 細かいハケメ

である。突帯は、断面 M字 形を呈する。内面は、

下から上へとナデが施される。底部高は10.3cmで

ある。底面には、作業台の痕跡が残り、平行する凹

凸が数条刻まれた台を想定できる。いずれの普通円

筒埴輪も無黒斑であることから、害窯焼成と考えら

れる。

4は家形埴輪で、屋根と壁に取り付く庇部分であ

る。部分的にハケメが残る。

5～ 7は蓋形埴輸で、立ち飾 り (5・ 6)と 軸受

部 (7)が出上した。 5は、ハケメを施し線刻と思

われる沈線が認められる。 6は、ハケメが施され、

第 6図 第 1ト レンチ土坑 1検出状況 (北から)

飾り板受け部の内面には、飾 り板と接合するためのヘラによる無数の線刻が認められた。この線刻は、

飾 り板接合部分だけではなく、内側全面に施されている。 7は、日縁部に突帯が巡り、タテハケを施

す。12条/cmと 細かいハケメである。普通円筒埴輪の特徴から、これらの埴輪は川西編年Ⅳ期と考

えられる。

・確認調査のまとめ

今回の調査の結果、遺物包含層 (第 3層 )は、第 1・ 2ト レンチとも現在の表土から50～ 80cm

下から検出された。遺物包含層からは、古墳時代から平安時代頃までの遺物が多量に検出されており、

平安時代頃に集落が形成されたことがわかる。古墳時代の埴輪が検出されたことから、周辺に古墳が

あったものと考えられ、平安時代に集落を造成する際の整地により削平されたものと思われる。平安

時代の明確な遺構は、検出されなかったが、包含層が北から南へ厚 くなることから、集落の中心は人

戸ノ里東小学校付近であると考えられる。

第 7図 第 1ト レンチ蓋形埴輪出土状況

鰯
第 8図 第 2ト レンチ土坑 1検出状況 (西から)
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第 9図 出土遺物実測図

八戸ノ里東小学校新設工事に伴う調査が第24

次調査地である(第 2図、東大阪市教育委員会

1979)。 第24次調査では奈良時代末～平安時代初

期の整地層上面で、平安時代前期と推定される掘

立柱建物 5棟や井戸 2基が検出された。これらの

遺構から構成される集落は、同地に存在した古墳

を破壊 して形成されたようで、多量の円筒埴輪、

4 朝顔形埴輪、形象埴輪が出土した。形象埴輪には、
家形・盾形・収形・短甲形などがみられた。

今回の調査で出土した円筒埴輪は、第24次調査

と同じく川西編年のⅣ期に属することから、破壊

された古墳ないし古墳群の区域が北に広がること

が確実となった。また、さまざまな部材がみられ

る蓋形埴輪は、横小路町所在の大賀世古墳群に次

ぐ出土例であり、今後、周辺地域の調査進展が望

まれるところである。

〔参考文献】

川西宏幸1979「円筒埴輪総論」 (『考古学雑誌』64-2)

東大阪市教育委員会1979『瓜生堂上層遺跡 。皿池遺跡』
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第 10図  出土遺物写真 (1)

第 H図 出土遺物写真 (2)



第 2章 馬場川遺跡第20次発掘調査 (遺物・総括編)
1)は じめに

東大阪市横小路 3丁 目から4丁 目に所在する馬場川遺跡は、縄文時代晩期前葉の集落遺1跡、そして

大阪府下で最も土偶・土製品が出土する遺跡として常に注目を浴びている。これまでに土偶・土製品・

石刀・石棒などの遺物は、精力的な研究によって公表されているが、出土状況や共伴遺物などの具体

的な様相が判明しておらず、これらの遺物をいかに把握すればよいのか評価しにくい状況が長く続い

ている。

このような現状にあって平成21年 9月 17日 ～ 10月 31日 までの間、過去に最も濃密に遺構 。遺物が

出土した第1,2次調査地の南東側に位置する地点で第20次発掘調査を行った。この調査の内容に関
しては、 (東大阪市教育委員会2010:以下、本章では東大教と略称)、 (菅原・奈良2010)においてそ

の一部を報告した。今年度は第20次調査で出土した包含層出土遺物を報告するとともに、第20次調査

の総括を述べる。 (菅原 ,奈良2010)の内容を訂正するとともに、本書を最終見解とする。

また、土偶や石製品といった縄文時代の精神文化を探るための「第二の道具」が今回の調査でも出

上した。これまでの調査で出土した土製品・石製品に関してすでに (藤城ほか1999)。 (松田1986)に

おいて報告されている。しかし、これ以外にも土偶・土製品・石製品が出土しており、第20次調査出

土遺物を評価するために過去の調査分についても報告する。

六万寺蒜与T幕 7

第 1図 調査地位置図
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調査地 次数  調査期間

第 1表 既掘の調査概要

調査面積 (帯 ) 概要

CoD・ E・ F・ G・
H・ I・ J・ K・ L

S.44,7.10

-9.18 1,000

竪穴建物 (滋賀里Ⅲa～篠原式 )・ 埋設土器 (滋賀里Ⅲa式 )。
土坑・炉跡 (滋賀里Ⅲa式 )。 ピント・溝・流路 。縄文土器・土
偶・土製品・石鏃・石棒・石刀・石斧・敲石・石皿

N・ O・ P・ Q・ R
OS

S457.18
～ 8.28

1,000

竪穴建物 (滋賀里 I～ Ⅱ式 )・ 土墳墓 (滋賀里Ⅲa～篠原式 )・
土坑・ピット・縄文土器・土偶・土製品・石鏃・管玉・臼玉・

敲石・石皿

Dl・ U
S498.5
～ 8.27

縄文土器 (宮滝式・滋賀里 I式・篠原式・滋賀里Ⅳ式 )・ 土偶・
土製品・石鏃 。石斧・石錘・スクレイパー

Uの拡張
S50.2.14

～ 2 17
土製品

Oの拡張・T
S50.8.2

-S51.3.31 縄文土器 (北白川C式 。中津式 )・ 土製品・石鏃・石錘

G・ H・ I・ 」・K
S5510.23
～ ■ 5

竪穴建物・土坑・ピット・縄文土器 (滋賀里 I～篠原式 )。 土偶・

土製品・石鏃・石斧・石棒・石刀・敲石・石皿・スクレイパー

7A・ B
H5.2.22

-2.26
土坑・縄文土器 (滋賀里 I～篠原式 )。 石鏃・石棒・石刀・磨石・
石皿

H5.1018
-1129

縄文土器 (滋賀里 I～篠原式 )・ 土偶・土製品・石鏃 。石刀・

磨石 。石皿

H5.5,9

～ 513
15,73   縄文土器

H7.12.4

-127 縄文土器 (晩期中葉 )

11-A・ B
Hl1 8.23
-I112222

縄文土器 (北 白川C式 。中津式。宮滝式・滋賀里Ⅱ式 )。 石刀・
石錘・スクレイパー

12-A・ B・ C
H13.5.1

～ 10.12
縄文土器 (後期・滋賀里 I～Ⅳ式 )・ 石斧・敲石

H14.11 6

～ 1127
土墳墓 (篠原式 )。 溝 (篠原式 )・ 縄文土器 (滋賀里Ⅱ式・篠
原式 )・ 石鏃・石錐・石刀・臼玉・磨石

14-A・ B
H14.522
～ 11 14

縄文土器 (篠原式 )

H15326 縄文土器 (滋賀里Ⅱa式・篠原式 )。 石斧

16A・ BoC =116.5,6
～ 726 縄文土器

17-1 ・ 2 17 土製品・石鏃・磨石
H179.12
～ 922

18-A・ B
H17.5.9

-8.31 縄文土器 (篠原式 )

H18.613 縄文土器 (滋賀里Ⅱ～Ⅳ式 )・ 石鏃・石棒・磨石

20北 。南
H21,9,17

-1031 184.7

土壌墓 (篠原式 )・ 土坑 (篠原式 )・ 埋設土器 (篠原式 )。 炉跡・

溝・流路・ピット・縄文土器 (穂谷式・北白川下層Ⅲ式・元住吉
山 I～滋賀里Ⅳ式 )・ 土偶・土製品。石鏃・石錐・石棒・石刀・

石剣。石斧・台石・磨石 。敲石・スクレイパー

表採
縄文土器 (官滝～篠原式 )・ 石鏃・石錐 。石棒・石斧・磨石・

石皿・スクレイパー

S43.5 縄文土器 (宮滝～滋賀里Ⅳ式 )・ 土製品

S52.5 縄文土器 (北 白川C式・宮滝式・滋賀里 I式 )

7-h101-10
H411.18'26
H4 12.8⌒V14

縄文土器・土偶・石鏃

H12-37 =112.6.4
～ 7.25

なし

H14-27
卜11569
～ 10.2

なし

H2112.18
～ 226 なしH20-1-5
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第 2図 遺跡周辺の地形図

2)発掘調査の経緯と経過 (第 1図・第 1表 )
これまで馬場川遺跡では大小合わせて27回分の調査が報告されている。第20次調査発掘調査の経緯

と経過に関しては、 (東大教2010)において述べた。また、各調査の詳細な経緯に関しては、章末に

記した参考文献で述べておりここでは省く。かわりに既掘調査の地点と縄文時代に関する概要を第 1

表として表しておく。

3)地理的環境

遺跡の範囲は、東西約400m、 南北約300mに広がると推測されている。馬場川遺跡は、生駒山地を

水源とする箕後川の堆積によってできた沖積扇状地中位面に立地する (財回法人東大阪市文化財協会

2001)。 第20次調査における基盤層はいずれも砂礫を多 く含み、河川運搬によって形成された基盤で

ある。基盤を構成する砂礫には、石英 。角閑石・雲母を含みいずれも生駒山地の岩石に起源を持つも

のである。

今回、広範囲にわたる調査区の関連を把握するため微地形の復元を行った。第 2図は、大阪府1961

『1:3,000地形図』に基づいて制作したものである。

この図を基に考察すると、現行の河川に沿って東西に伸びる微高地を南北に認めることができ、遺

跡の範囲はこの微高地に挟まれた窪地または緩い斜面地に立地していることがわかる。微高地はいず

れも自然堤防であり、箕後川の分流路によって形成されたと推測される。ただし、第 1次調査
。第12

次調査 。第20次調査の最下層において自然流路を検出していることから、窪地や斜面地の中でも河川

が埋没してできた微高地上に居住域が営まれていた可能性がある。

-11-



4)出土遺物 (第 3～ 14図 図版 1～ 17)

第20次調査において出土した遺物を上器・土製品・石器に分類して報告する。

土器

北 トレンチ土― (第 9層上面 )

1は、深鉢である。日縁部と体部の境を「く」の字に屈曲し、内面に稜が認められる。頸部に強い

1条のナデがめぐる。外面はケズリ調整、内面はナデ調整である。 2は、緩やかに外反する口縁部を

持つ深鉢である。外面は二枚貝条痕、内面はナデ調整である。 3は、深鉢の口縁部である。日縁部は

短く、緩やかな外反をもつ。頚部には 1条のナデがめぐり、二枚貝条痕が施される。 4は、深鉢であ

る。口縁部と体部の境を「く」の字に屈曲し、内面に稜が認められる。外面には二枚貝条痕が一部に

認められるが、ナデによって消されており判然としない。ヤヽずれも滋賀里Ⅲ a式である。

北 トレンチ土五 (第 9層上面 )

5は、三角形になる突起をもつ浅鉢である。口縁部は、大きく外反させた後、端部を折 り曲げ玉縁

状に肥厚させる。篠原式。

北 トレンチ土八 (第 9層上面)

6は、深鉢である。口縁部を「く」の字に屈曲させ、内面に稜を持つ。タト面に二枚貝条痕が認めら

れ、頸部はケズリ調整が施される。滋賀里Ⅲ a式。 7は、緩やかな波】犬の口縁を持つ深鉢である。口

縁部と体部の境は内屈し、口縁部は外反させる。顎部内面には指頭圧痕が残る。篠原式。 8は、無文

鶏
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第 3図 北 。南 トレンチ遺構出土土器実測図

-12-



深鉢である。頸部内面を強くナデ、顕部全体ではやや内湾気味となる。口縁部は緩やかな外反を呈し、

日縁部外面に条痕が残るが、ナデによって消されているため巻貝か二枚貝か判断できない。滋賀里 I

式か。

北 トレンチ土Ⅱ (第 10層上面)

9は、黒色磨研浅鉢である。口縁端部に刻み目を持ち、内面に凸帯がめぐる。篠原式。10は、深鉢

である。外面には二枚貝による条痕と頸部に強いナデが 1条めぐる。滋賀里Ⅲa式。11は、深鉢の口

縁部である。口縁部は緩やかな外反で、沈線が 2条めぐり縄文を充填する。上段沈線には、斜線の線

刻が施されるが非常に粗雑である。横線化した文様帯と判断し、大洞Cl式 と考える。12は、深鉢の

底部である。浅い凹底面はナデ調整を施し、体部外面はケズリ調整である。蕨賀里Ⅲ a式か篠原式で

あろう。

北 トレンチ土A(第 11層上面)

13は、無文深鉢である。外反する口縁部を持ち、内外面ともにナデ調整を行う。宮滝式か。

北 トレンチ土D(第 11層上面)
14は、深鉢である。外反する口縁部を持ち、上半は二枚貝条痕を施し、頚部はケズリを施す。滋賀

里Ⅲ att。

北 トレンチ炉 1(第■層上面)

15は、浅鉢である。外面に2条の凹線、内面に 1条の凹線がめぐる。外面の凹線は幅が広 く、浅い。

口縁部直下に粘土貼 り付けによる扇状圧痕文を配する。宮滝 2式。16は、浅鉢である。口縁部と体部

の屈曲は強く稜を持つ。口縁部はやや内湾気味である。日縁部外面に 3条の幅の広い凹線がめぐる。

外面はナデ調整である。宮滝式。

南 トレンチ± 1

17は、広口深鉢の口縁部である。外面は二枚貝条痕を施す。滋賀里 I式か。18は、内湾気味の口縁

部である。口縁端部を折り返すことによって内面に段差を形成する。外面はケズリ調整である。篠原

式か。

南 トレンチ土Ⅱ

19は、深鉢である。直線的に外方へとのびる口縁部で、内外面ともにナデ調整である。篠原式新段階。

20は、深鉢の底部である。底面はほぼ平坦で、ナデ調整を行う。体部外面はケズリ調整である。篠原式。

南 トレンチ土A
21は、深鉢である。口縁部と体部の屈曲は緩やかで、外面に二枚貝条痕を施す。内面はナデ調整で

ある。篠原式。

南 トレンチ土 G

22は、体部の破片である。部位は不明であるが、ミガキ調整ののち、線刻が施される。線刻は細 く、

鋭い工具で描かれている。滋賀里Ⅳ式か。

北 トレンチ第 3層

23は、肥前磁器染付端反碗である。内面には草花文が施される。19世紀半ば。

北 トレンチ第 3～ 4層

24は、須恵器の皿である。 9世紀であろう。25は、須恵器の杯蓋である。端部が欠損しているため、

時期を決しがたいが第Ⅲ型式第 1段階または、第 2段階と考える。26は、高杯の脚部である。タト面調

整は縦方向のミガキである。一部に透孔が残る。27は、有稜高杯である。杯体部は直線的で、日縁部

は大きく外反する。体部高よりもやや口縁高が大きい。内タト面ともにミガキ調整である。28は、壺の
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口縁部である。口縁部は外反し、端部をやや鋭くおさめる。内外面ともにナデ調整である。26～ 28は、

いずれも弥生時代後期後葉。

北 トレンチ第 4層

29は、土師皿である。内外面ともにナデ調整が施され、口縁端部にススが付着する。30,31は、奏
の底部である。底部の中央がわずかに窪む。内面はハケ調整である。31の外面は、タタキ調整が認め

られる。弥生時代後期後葉。32は、高杯の脚部である。脚部は緩やかに外反し、外面にミガキ調整を

施す。弥生時代後期後葉。33は、浅鉢である。口縁部の体部の境にある稜は鈍 く、日縁部は緩やかに

外反する。体部外面はケズリ調整を行い、その他はナデ調整である。篠原式。34は、深鉢顕部の破片

である。外面はケズリを施した後、顎部に強い 1条のナデを施す。滋賀里Ⅲ a式。

北 トレンチ第 6層

35は、深鉢の破片である。口縁部と体部の境は明瞭で、口縁部は外反する。口縁部はナデ調整であ

るが、体部タト面はケズリ調整である。篠原式。36は、深鉢の破片である。口縁部と体部の境を屈曲さ

せる。体部外面はケズリ調整の後、ナデを施す。篠原式。37は、注口土器の注目部である。磨滅が激

しく調整は不明である。篠原式か。

北 トレンチ第 7層

38は、内湾気味に立ち上がり、直線的に外方へと広がる口縁部を持つ鉢である。断面が三角形を呈

する刻みのない凸帯を有する。外面はケズリ調整の後、ナデを施す。内面はナデ調整である。滋賀里

Ⅳ式。39は、深鉢である。口縁部端部と口縁部直下の外面に刻み目凸帯を持つ。滋賀里Ⅳ式。40は、

深鉢である。外反する口縁部に、刻日のない凸帯を貼 り付ける。口縁端部、凸帯の断面形がともに丸

い。内外面ともに丁寧なナデ調整である。滋賀里Ⅳ式。41は、深鉢である。緩やかに外反する口縁部

に、刻みのない凸帯がめぐる。内面には 1条の沈線を配する。減賀里Ⅳ式。421よ、砲弾形の深鉢である。

日縁端部に刻みを施し、外面に刻み目凸帯を貼 り付ける。外面はケズリ調整である。滋賀里Ⅳ式。43

は、浅鉢である。直線的にのびる口縁部は、端部で外方へと肥厚し厚みを持つ。内外面に刻みのない

凸帯がめぐる。調整は内タト面ともにナデである。滋賀里Ⅳ式。44は、浅鉢である。タト屈する口縁部は

短く、内面に 1条の沈線がめぐる。滋賀里Ⅳ式。45は、深鉢である。頸部に屈曲を持ち、口縁部は外

反させる。体部外面はケズリ調整の後、 ミガキを施す。篠原式。46は、浅鉢である。日縁部と体部の
境を屈曲させ、鍵形を呈する。外面はミガキ調整、内面はナデ調整である。篠原式。47は、深鉢の底

部である。底面は若子の窪みを有する。外面はケズリ調整で、内面はナデ調整である。篠原式か。48

は、深鉢の底部である。外面はケズリ調整で、凹底の底部は中央部分を除いた部分で平滑な面が認め
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られる。底面と側面の境に明確な稜を持たない。篠原式。

北 トレンチ第 8層

49は、深鉢である。直線的な口縁部で、日縁端部に面を持つ。口縁部の直下に刻みの無い凸帯を貼

り付ける。また、凸帯上部に赤色顔料が施されている。滋賀里Ⅳ式。501よ、深鉢である。口縁端部に

刻みを持ち、刻み目凸帯を貼 り付ける。滋賀里Ⅳ式。51は、深鉢の口縁部である。口縁部の直下に刻

み目の無い凸帯を貼 り付ける。内面に 1条の沈線がめぐる。滋賀里Ⅳ式。52は、深鉢の肩部から口縁

部にかけての破片と考えられる。口縁部外面には、ヘラ状工具によって鋸歯状の沈線が施される。体

部外面はケズリ調整である。滋賀里Ⅳ式。53は、黒色磨研の浅鉢である。日縁部と体部の境を「 く」

字に屈曲させ、口縁部は外反する。刻みの無い凸帯を貼 り付ける。内外面ともにミガキ調整を行う。

滋賀里Ⅳ式。54は、浅鉢である。大きく外反させた体部に、内傾させて短く立ち上がる口縁部を持つ。

滋賀里Ⅳ式。55は、広口深鉢である。直線的な口縁部を持ち、端部を外方へとやや肥厚させ刻み目を

施す。内外面ともにナデ調整である。滋賀里Ⅳ式。56は、深鉢の口縁部である。緩やかに外反する口

縁部を持ち、端部に刻み目を配する。内外面ともにナデ調整である。篠原式か。57は、深鉢である。

口縁部と体部の境が明瞭で、日縁部は外反する。体部外面はケズリを施した後、ナデ調整を行う。篠

原式か滋賀里Ⅳ式であろう。58は、深鉢である。日縁部と体部の境は明瞭で、口縁部は緩やかに外反

する。内外面ともにナデ調整である。篠原式。59は、深鉢である。口縁部と顎部の境は明瞭で、稜を

形成する。口縁部は緩やかに外反させる。体部外面はケズリ調整で、その他は、ナデ調整を施す。篠

原式。601よ、深鉢である。口縁部と体部の境に三角形の突起を持ち、明瞭な稜を形成する。体部はケ

ズリの後、ミガキ調整を行う。篠原式新段階。61は、浅鉢である。鍵形の屈曲を持ち、口縁部は外反

させる。端部は突起を貼りつける。篠原式。62は、注目土器の注口部である。摩滅が激しく調整は不明。

滋賀里 I～篠原式のいずれかと考えられる。63は、深鉢である。内外面ともにケズリを施した後、 ミ
ガキ調整を行う。頸部外面に1条のナデを施すが、あまり明瞭ではない。滋賀里Ⅲa式。641よ、深鉢
である。端部に面を持つ。外面は二枚貝による条痕が施され、頸部に 1条のナデを施す。滋賀里Ⅲ att。

65は、深鉢の口縁部である。直線的に外方へと伸びる口縁部に、外面には2条の沈線を配する。滋賀
里 I tt。 66は、深鉢である。口縁部と体部の境に屈曲を持ち明瞭な稜を形成する。体部は巻只条痕を

施し、日縁部はナデ調整を行う。口縁部に下半に2条の沈線がめぐる。滋賀里 I tt。 67は、深鉢であ
る。頚部で屈曲を持ち、口縁部は直線的に立ち上がる。内外面ともに巻貝条痕を施す。滋賀里 Iか Ⅱ

式であろう。68は、深鉢の口縁部である。口縁部と体部の境に「く」の字状の屈曲を持ち、口縁部を

外反させる。外面に3条の凹線を配する。宮滝式。69は、広口深鉢である。緩やかに外反する口縁部
で、外面に3条の凹線と扇状圧痕文が配される。内面は、口縁端部に斜めの刻みと1条の凹線が施され、

凹線上に巻貝頂部による刺突が認められる。宮滝 2式。70は、深鉢である。外面には、 2条の沈線と
LR縄文が施される。元住吉山 I tt。 71は、深鉢の体部と考えられる。下半はやや内湾気味で、上半
は外方へと直線的に伸びる。外面は3条の沈線と擬縄文による文様帯が横走する。元住吉山 I tt。 72
は、頸部と思われる。凸帯がめぐり、風化が激しく明瞭ではないが凸帯に縄文が施される。突帯を挟

んで上下に刺突がめぐり、下半にも刺突がめぐる。刺突はいずれも器壁に対して右斜め上から施され

る。内面には指頭圧痕が残る。北白川下層Ⅲ式。73は、深鉢の体部である。 2条の沈線と、 2条の刻
み目文様帯を配する。大洞 C ltt。 741よ、浅鉢である。外面は、平行線の間に刻みを施した文様帯を

配し、口縁端部に2つの突起を持つ。内面は、口縁部付近に 1条の沈線が施される。大洞Cl式。75
は、深鉢の底部である。外面はミガキを施す。篠原式。76は、深鉢の底部である。外面はケズリ調整で、

浅い凹底の底面もケズリ調整である。篠原式。77は、深鉢の底部である。外面はケズリ調整で、平底
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第6図 北トレンチ第9層 出土土器実測図

の底面にはナデ調整が行われる。底面と側面の境に明確な稜を持たない。篠原式。78は、深鉢の底部

である。尖底で外面調整はケズリ、内面はナデ調整である。篠原式新段階。79は、深鉢の底部である。

外面はケズリ調整で、凹底の底部は中央部分を除いた部分で平滑な面が認められる。底面と側面の境

は明瞭である。篠原式。

北 トレンチ第 9層

80は、深鉢である。口縁部を内屈させ、端部に向かって外反する。体部外面はケプリ調整を施した

のち、ミガキ調整を行う。篠原式。81は、浅鉢である。直線的に伸びる体部に、垂直気味に短く立ち

上がる口縁部を持つ。口縁端部は鋭 くおさめ、内外面ともにミガキ調整を行う。滋賀里Ⅳ式。82は、

広口深鉢である。頸部にはやや幅広いナデが施される。外面はケズリを行い、内面はナデ調整である。

滋賀里Ⅲ a式。83は、深鉢である。内面に屈曲した稜が認められ、外方へと直線的にのびる口縁部を

持つ。顎部に幅が広く、あまり明瞭でない 1条のナデが施される。滋賀里Ⅲ a式。841よ、波状口縁深

鉢である。口縁端部で外方へと肥厚させ、上端に面を持つ。外面は、巻貝条痕を施した後、ナデ調整

を行う。滋賀里 I式か。85は、波状口縁の深鉢である。外面には浅く不明瞭な凹線または沈線が 2条

配される。宮滝式または滋賀里 I式と考えられる。86は、深鉢である。口縁部と体部の境に屈曲を持

ち明瞭な稜を形成し、口縁部は外反する。内外面ともに巻貝条痕を施した後、ナデ調整を行う。口縁
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部上半に 1条、下半に2条の沈線がめぐる。滋賀里 I tt。 87は、体部片である。外面に、 S字状の沈
線を施し、その両脇に刺突文が配される。縄文時代晩期中業であろう。881よ、深鉢の口縁部と考えら

れるが判然としない。外面には木葉形にヘラ描き沈線文が施され、内部を爪形文によって充填する。

内面には3条のヘラ描き沈線文を配する。縄文時代晩期中葉であろう。891よ、深鉢の口縁部である。

「く」の字に屈曲する頚部を持ち、端部は九くおさめる。口縁端部から内面にかけてはナデ調整を行い、

頚部にはケズリ調整を施す。滋賀里Ⅲ att。 90は、深鉢である。体部に2箇所の屈曲を持ち、口縁部
は緩やかに外反する。口縁部と体部に2条の沈線を配するが、いずれも粗雑である①内面に刺突を施

す。内タト面ともに非常に丁寧なナデ調整である。滋賀里 I式か。91は、深鉢である。直線的に伸びる

口縁部を有し、口縁端部に面を持つ。外面は2条の沈線が施され、内面は巻貝条痕を施す。滋賀里正式。

92は、深鉢である。日縁部と体部の境に屈曲を持ち、口縁部は緩やかに外反する。口縁部の下半に3

条の凹線と、上半に粗雑な 1条の凹線を配する。また、頸部に扇状圧痕文を配する。内外面とも摩滅

が激しく、調整は不明である。宮滝 2式。93は、口縁部と体部の屈曲が強く、口縁部外面の上半に 1

条、下半に2条の凹線が配される。凹線内にはスジ状の圧痕が残る。上下の凹線上にそれぞれ粘土を

貼り付け、扇状圧痕文を施す。体部外面は巻貝条痕が残る。内面はナデ調整である。宮滝 2式。94は、

浅鉢である。直線的に外方へと伸びる口縁部を有し、口縁端部に面を持つ。外面は、 3条の凹線が施
されるが、いずれも幅が広く、断面が「U」 字を呈する。宮滝式であろう。95は、深鉢の体部である。

2箇所の屈曲を持ち、粘土貼り付けによる扇状圧痕支を配する。中央部の文様構成から、 3条を1つ

の単位とした凹線がめぐっていたと考えられる。外面は巻貝条痕を施した後、ナデ調整を行い、内面

はナデ調整のみである。宮滝 2式。96イよ、鉢である。内湾する口縁部を持ち、底は凹底となる。タト面
は丁寧なナデ調整のため前段階の調整が不明である。内面は、巻貝条痕を施す。宮滝式か。97は、深

鉢である。口縁部の外反も顕著ではない。口縁部の上下と体部に各々 1条の浅い凹線を配し、それぞ

れの凹線上に直接押圧した扇状圧痕文を配する。風化が激しく、調整は不明である。宮滝 1式。

北トレンチ第10層

98は、深鉢である。口縁部と体部の屈曲はあまり明瞭でなく、口縁部は緩やかな外反を呈する。口

縁部の上半に1条、下半に2条の沈線がめぐる。外面は巻貝条痕を施す。滋賀里 I tt。 99は、無文深

鉢である。口縁部は内屈し、端部に面を持つ。内外面ともに巻貝条痕である。宮滝式か滋賀里 I式で

ある。1001よ、無文の深鉢である。口縁部の外反、頸部の屈曲はともに緩い。内外面ともに巻貝条痕

を施した後、ミガキを施す。宮滝式か滋賀里 I式である。101は、深鉢である。体部と口縁部の境は「く」

の字に屈曲し、日縁部はやや外反する。日縁端部に1条、下半に3条の凹線がめぐり、粘土貼り付け
による扇状圧痕文を配する。内外面とも巻貝条痕の後、ナデ調整を施す。宮滝 2式。102は、深鉢である。
口縁部は緩やかに外反する。日縁部上半に 1条、下半に2条の凹線がめぐり、粘土貼り付けによる扇

状圧痕文を配する。外面調整は、巻貝条痕を施した後、ナデ調整を行う。宮滝 2式。103は、深鉢である。

緩やかに外反する口縁部を持つ。口縁部には2条、体部には3条を単位とした凹線がめぐる。凹線は

浅く断面が「V」 字を呈し、粗雑である。凹線上に直接扇状圧痕文を施す。風化のため調整は不明で

ある。宮滝 l tt。 104は、波状口縁の広口深鉢である。体部から口縁部にかけて直線的にのびる形状

である。外面は巻貝条痕を施した後、ナデ調整を行う。口縁部と体部に3条を単位とした凹線がめぐ
る。凹線は、幅が広く断面形は「U」 字を呈する。下段の凹線上に扇状圧痕文が残る。宮滝式。105は、

深鉢である。緩やかに外反する口縁部に4条の凹線がめぐる。頚部の凹線上に粘土貼り付けによる扇

状圧痕文が配される。内外面ともに巻貝条痕の後、ナデ調整を行う。宮滝 2式。106イよ、深鉢である。
口縁部と体部の境は明瞭で、「く」の字に内屈する。口縁部は緩やかに外反する。口縁部に配される
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8条の凹線は、幅が広く、断面は「 U」 字を呈する。外面は巻貝条痕を施し、内面はナデ調整である。

宮滝 1式。107は、波状口縁深鉢である。口縁部は外反気味で、上半に 1条、下半に 2条の凹線がめ

ぐる。波状部の頂部直下にあたる屈曲部分で巻貝頂部による縦方向の圧痕文を施す。体部は2条の凹

線がめぐり、粘土貼 り付けによる扇状圧痕文を配する。内外面ともに、巻貝条痕を施した後、ナデを

行う。宮滝 2式。108は、浅鉢である。日縁部と体部の境は明瞭で、口縁部は垂直気味に立ち上がり

外反する。日縁部上半に 1条、下半に 2条の凹線を配する。凹線内部にはスジ条の圧痕が認められる。

内面にも 1条の凹線がめぐる。巻貝条痕の後、ナデ調整を行う。宮滝 2式。109は、波状口縁の深鉢

である。大きく屈曲させた口縁部は短 く直線的で、端部に面を持つ。下端に屈曲が認められることから、

2箇所の屈曲を持つ深鉢である。内タト面ともに巻貝条痕を施し、口縁部外面と内面はさらにナデ調整

を行い、条痕を消す。元住吉山 I式か。110は、注口土器の注口部である。内外面ともにナデ調整で

ある。宮滝式か。1111よ、深鉢である。体部は直線的で、口縁端部に向かって外方へと広がる。口縁

端部付近では 1条の凹線がめぐり、体部では 2条を 1つの単位とした凹線が 2段めぐる。いずれの凹

線も浅 く、粗雑である。中央の凹線上に、粘土貼 り付けによる扇状圧痕文を配する。口縁端部内面に

も 1条の凹線がめぐり、巻貝頂部による刺突を施す。宮滝式。112は、広口深鉢である。内面は 1条

の凹線がめぐり、凹線と端部の間を斜行する刻みが充填する。外面は幅が広 く浅い 2条の凹線がめぐ

る。内外面ともにミガキ調整である。宮滝 1式。1131よ、鉢である。外面は粗雑なナデ調整で、内面

は丁寧なナデ調整である。内面には、赤色顔料が付着する。宮滝 2式。■4は、広口深鉢である。T4H

部から口縁部にかけて直線的に外方へとのび、九くおさめる。体部上半に穿孔を施す。外面はケズリ

調整、内面はナデ調整である。宮滝式か。115は、広口深鉢である。外方へと開きながら口縁部へと

達し、端部にわずかな面を持つ。内外面ともに巻貝条痕である。宮滝式か。1161よ、広口深鉢である。

外方へと開きながら口縁部へと達し、端部にわずかな面を持つ。外面は巻貝条痕を施した後、ナデ調

整を行う。宮滝式か。117は、無文深鉢である。砲弾形の器形で、外面に巻貝条痕を施す。内面はナ

デ調整である。宮滝式。118は、注口土器の体部である。下半に認められる屈曲から、算盤玉状の器

形になると考えられる。外面には下弦の連弧文が配され、内部を擬縄文で充填する。元住吉山 I tt。

119は、器形ははっきりとしないが、注口土器の肩部と考えられる。外面は沈線によって区画された

箇所に擬縄文を充填する。元住吉山 I tt。

北 トレンチ第11層

120は、深鉢である。体部中央と口縁部との境に屈曲を持ち、口縁部は緩やかに外反する。口縁部

に 3条、体部に 2条の沈線がめぐる。内外面ともに巻貝条痕を施し、内面の一部ではミガキを行う。

滋賀里 I式。121は、浅鉢である。□縁部は短 く、緩やかに外反し開く。口縁部と体部の境の稜は明

瞭で、口縁部外面に 3条の沈線がめぐる。いずれの沈線も浅く不明瞭である。内外面ともにナデ調整

である。滋賀里 I式。122は、深鉢である。体部と口縁部の屈曲は明瞭ではなく、緩やかに外反する

口縁部を持つ。内外面とも巻貝条痕を施す。滋賀里 I tt。 123は、浅鉢である。外面に 3条の沈線を

配するが、あまり明瞭ではない。風化のため内外面ともに調整は不明である。宮滝式か滋賀里 正式で

ある。124は、深鉢であろう①短く外反する口縁部で、外面に2条の凹線と、粘土貼 り付けによる扇

状圧痕文を2段配する。宮滝 2式。125は、深鉢である。外反する口縁部を有し、端部は断面三角形

を呈する。外面の上部に3条、下半に 1条の凹線がめぐる。口縁端部に粘土貼 り付けによる扇状圧痕

文を 2段配す。内面は巻貝条痕を施す。宮滝式。126は、波状口縁の浅鉢である。内湾気味の口縁部

で、外面には 2条の凹線がめぐり、巻貝の側面圧痕を配する。滋賀里 I式①127は、深鉢の体部であ

る。 2段の屈曲があり、口縁部直下の個体と判断できる。外面には3条の凹線と扇状圧痕文の端が認

-21-
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第10図 北トレンチ第8～ H層出土土器実測図

められる。宮滝 2式。128は、広口深鉢である。体部から口縁部にかけて直線的に外方へと開く器形で、

外面は巻貝条痕を施す。宮滝式。129は、鉢である。底面は平坦で、体部から口縁部にかけて直線的

に外方へと開く器形である。外面の底部付近で 2条、内外面の口縁部付近でそれぞれ 1条の凹線がめ

ぐる。口縁部付近の凹線は、いずれもスジ状の圧痕が認められる。また、内面の凹線上に2つの巻貝

頂部による刺突を配する。タト面調整は巻貝条痕の後、ナデを行い、内面は丁寧なナデ調整である。宮

滝式か。1301ま、広口深鉢である。体部から口縁部にかけて直線的に外方へと開き、端部に面を持つ。

外面はケズリを施した後、ナデを行う。宮滝式か。131は、広口深鉢である。直線的に外方
へと開く

口縁部を有し、端部に面を持つ。内外面ともに巻貝条痕を施す。宮滝式か。132は、広口深外である。

体部から口縁部にかけて直線的に外方へと開き、端部に面を持つ。内外面ともに巻貝条痕である。宮

滝式か。133は、広口深鉢である。砲弾形の器形で口縁部に向かって直線的に開く。内外面ともに巻

貝条痕を施す。宮滝式。134は、深鉢の口縁部である。口縁部と体部の屈曲は強く、逆「 L」 字状を

呈する。外面には 5条の沈線がめぐる。外面の下半には、巻貝条痕が施される。縄文後期末であろう。

135は、浅鉢である。体部と口縁部の境に屈曲を持ち、外方へと開く口縁部を有する。外面に平行す

る沈線とその間に縄文が施される。口縁端部の内面に粗雑な沈線が 1条めぐる。元住吉山正式。136は、

器種は不明である。外面に連弧文と平行する沈線を配する。元住吉山 I tt。 137は、深鉢の体部である。

平行する沈線と下弦の連弧文がめぐり、その間を擬縄文で充填する。内面は、巻貝条痕である。元住

吉山 I式。1381よ、深鉢の体部であろう。外面には下弦の連弧文と擬縄文が施される。元住吉山 I tt。

139は、深外の口縁部～体都である。体部はやや内湾気味で、口縁部は外反する。タト面には、RL?

域鬼
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縄文を施す。元住吉山 I式であろうか。1401よ、深鉢の底部である。凹底の底面に丁寧なナデを行 う。

体部外面はケズリ調整である。底部と体部の境はあまり明瞭ではない。内面はナデ調整である。宮滝

式または滋賀里 I tt。 141は、浅鉢の底部である。浅い凹底の底面を丁寧にナデ調整する。体部外面

の下半にだけケズリが施される。上半は条痕と考えられるが風化のため判然としない。宮滝式または

滋賀里 I tto 1421ま、算盤玉形となる注目土器の体部である。左半分では、屈曲部直上に 1条の沈線

をめぐらせ、沈線と連弧文を組み合わせたクランク状の文様帯を構成する。クランク状の文様帯内に

擬縄文を配する。右半分では、摩滅のため下弦の連弧文と擬縄文がわずかに認められるのみである。

屈曲よりも下半に巻貝条痕が認められる。また、内面に赤色顔料の付着がある。元住吉山 I tt。

北 トレンチ第 8～ 10層

143は、浅鉢の体部である。外面には横に 7条の沈線が配され、縦位に短い沈線が配される。内面
はナデ調整である。橿原式文様橿原段階。144は、深鉢の口縁部である。頸部に強い l条のナデを施 し、

外面調整は二枚貝条痕である。滋賀里Ⅲ att。 145は、深鉢である。短 く外反する口縁部を有し、頸

部に強い 1条のナデを施す。外面は、ミガキ調整である。滋賀里Ⅲ att。 146は、深鉢である。体部
と口縁部の境が内屈気味で、緩やかに外反する口縁部を持つ。外面上半に 1条、下半に3条の沈線が

めぐる。外面は、巻貝条痕を施す。滋賀里 I式。147は、深鉢の口縁部である。緩やかに外反し、端

部には面を持つ。外面上半に 1条の沈線、下半に2条の沈線を配し、刺突文が施される。滋賀里 正式。

148は、鉢である。日縁部を内屈させ、端部を丸くおさめる。外面には直径 2mm程度の刺突が施される。
内外面ともにナデ調整である。時期不明。1491よ、黒色磨研浅鉢の口縁部である。口縁部と体部の屈

曲は鍵形を呈し、口縁部は内湾気味である。口縁端部は内側へと肥厚する。滋賀里Ⅳ式。

北 トレンチ第 8～ 11層

150は、浅鉢である。体部と口縁部の境が明瞭で、日縁部は緩やかに外反する。外面上半に 1条、

下半に 3条の沈線がめぐる。滋賀里 I tt。 151は、浅鉢である。体部と口縁部の境は明瞭で、口縁部

は大きく外方へと広がる。口縁部外面の上半に 1条、下半に 3条、内面に 1条の凹線がめぐる。外面

調整は、巻貝条痕である。宮滝式。

北 トレンチ第 9～ 11層

152は、深鉢の口縁部である。口縁部の屈曲は明瞭で、大きく外反させる。外面の上半に 1条、下

半に 2条の沈線を施す。また、内面にも1条の沈線を施す。いすれの沈線も粗雑である。滋賀里 I

式。153は、浅鉢である。口縁部と体部の境は、「く」の字を呈し、日縁部を外反させる。外面には 2

条の凹線がめぐる。宮滝式。154は、広口深鉢の口縁部である。日縁部と体部の境に屈曲をもたせ、

直線的な口縁部を有する。口縁部外面には、粗雑な凹線が 3条めぐる。宮滝 2式。155は、注口土器
の口縁部であろうか。体部から口縁部にかけては内屈し、日縁部では緩やかに外反する。体部と口縁

部の境は明瞭である。外面はミガキを施す。宮滝式か。156は、浅鉢か。外方へと直線的に広がる口

縁部である。外面に 2条、内面に 1条の凹線がめぐる。内面の凹線上に巻貝頂部による刺突が 2つ配

する。宮滝 1式。157は、注口土器の口縁部である。口縁端部は、上部へとやや拡張させ、面を持つ。

外面には擬縄文を施し、円弧を描 く沈線が配される。元住吉山 I tt。 158は、注口土器の注口部であ

る。接合部分においては直線的にのび、端部は緩やかに屈曲させる。注口部の下面に4条の凹線を配

し、体部には扇状圧痕文と凹線を施す。宮滝式。159は、注目土器である。体部と口縁部の境は明瞭で、

大きく外反する口縁部を持つ。口縁端部に 1条、中央部と下半に2条を単位とした凹線がめぐる。注

口部との接合部分では縦方向の凹線を配し、注口部下面にも2条の凹線を配する。口縁部内面の凹線

上には 2つの巻貝頂部による刺突を施す。内外面ともにナデ調整である。宮滝式。
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北 トレンチ第 9・ 10層

160は、注口土器の肩部である。上半に円弧となる沈線が配され、下半は沈線に区画され内部を擬

縄文によって充填する。元住吉山 I tt。

南 トレンチ第 7層

161は、深鉢の口縁部である。直線的に外方へと広がる口縁部を持ち、端部は外方に拡張させる。

外面は、刻み目の無い凸帯を貼 りつけ、内面は 1条の沈線がめぐる。滋賀里Ⅳ式。162は、深鉢であ

る。口縁端部直下に刻み目凸帯を貼 り付け、端部にも刻み目を施す。滋賀里Ⅳ式。163は、深鉢であ

る。頚部の屈曲は緩く、口縁部は緩やかに外反する。内外面ともにナデ調整である。篠原式。164は、

深鉢である。口縁部と体部の境は明瞭で、口縁部は外反する。篠原式。165は、深鉢の口縁部である。

緩やかに外反する口縁部には、 4条の凹線が配される。凹線は、幅が広 くあまり明瞭ではない。内面
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は巻貝条痕を施した後、ナデ調整である。宮滝式か。166は、広口深鉢である。内面に 1条の凹線と、

端部には斜行する刻みを施す。外面調整は巻貝条痕である。宮滝式。167は、深鉢である。顕部にあ

まり明瞭ではないが、 1条のナデを施す。内面は、二枚貝条痕を施したのち、ナデ調整を行う。滋賀
里Ⅲ att。 168は、深鉢の口縁部である。日縁部と体部の屈曲に明瞭は稜を持つ。外面は巻貝条痕を

施す。宮滝式か滅賀里 I式である。1691ま、深鉢の底部である。凹底の底面はケズリ調整を行い、体

部外面はナデ調整を施す。篠原式。1701よ、深鉢の底部である。凹底で中央部をさらに 1段窪めている。

体部外面はケズリ調整である。篠原式。

南 トレンチ第 7'8層
171は、深鉢の底部である。底面をナデ調整した凹底である。体部外面は二枚貝条痕を施す。縄文

時代後期末か晩期中葉のいずれかであろう。172は、器形は不明である。直線的な口縁部で、外面に

は交差する条線文を配する。北白川上層 2期 または 3期。1731ま、深外の口縁部である。口縁部と体

部の境はあまり明瞭ではなく、緩やかに外反する口縁部を持つ。外面上半に 1条、下半に2条の粗雑

な沈線がめぐる。滋賀里 正式。174は、広口深鉢である。直線的に外方へとのびる口縁部に、 2条の

凹線を配す。外面調整は巻貝条痕である。宮滝 1式。1751よ、体部である。緩やかに外反する長い体

部に 1条の凹線がめぐる。外面は、二枚貝条痕を施した後、ナデ調整を行う。内面はナデ調整である。

宮滝式。

南 トレンチ第 9層

176は、深鉢の口縁部である。顎部で「く」の字に屈曲し、口縁部は直線的に外方へとのびる。口

縁端部は、 Oの字形の刻みを施す。外面は二枚貝条痕と思われる痕跡を留めるが、磨滅が激しく判然

としない。篠原式か。

南 トレンチ第10層

177は、浅鉢か。体部は内湾気味に形成し、口縁部はやや直線的にのびる。口縁端部に面を持つ。

外面には 3条の凹線と刻み目を持つ。縄文時代中期後葉と考えられる。178は、浅鉢の口縁部である。

外面には 2条の凹線を配し、直接扇状圧痕文を施す。宮滝 1式。1791よ、口縁部である。口縁部と体

部の境は、大きく「く」の字に屈曲する。外面に3条の凹線を配し、粘土貝占り付けによる扇状圧痕文

を施す。破片であるため器形は不明である。宮滝 2式。

南 トレンチ第 9。 10層

180は、広口深鉢である。口縁部は緩やかに外反し、口縁端部には刻み目が施される。外面調整は、

二枚貝条痕を施した後、ナデ調整を行う。滋賀里Ⅲ aか篠原式である。1811よ、黒色磨研浅鉢である。

直線的に外方へと広がる口縁部を持ち、口縁端部は内側へと肥厚させ面を持つ。外面に赤色顔料の付

着が認められる。篠原式。182は、深鉢である。口縁部と体部の境は明瞭で稜をなす。口縁部は内屈

させた後、やや外反気味に立ち上がる。体部外面に二枚貝条痕を施す。滋賀里 I式か。

南 トレンチ第11層

183は、波状口縁深鉢である。内湾気味の回縁部を持ち、内外面ともに二枚貝条痕を施した後、ナ

デ調整を行う。元住吉山 I式。1841よ、広口深鉢の口縁部である。端部に 2つの突起を持ち、外面は
二枚貝条痕を密に施す。篠原式。185は、浅鉢の口縁部である。顎部で外方へと屈曲させ、緩やかに

外反する口縁部を持つ。頸部に 1条の沈線と弧状沈線、LR縄文を配する。元住吉山正式。1861よ、
体部の破片である。外面には「コ」の字状に沈線を配し、内部に縄文を配する。下半には、 2つの刺

突が認められる。元住吉山 I tt。 187は、深鉢の体部片である。外面に山形文を施文する。山形文は

横位となるように復元したが、縦位となる可能性もある。穂谷式。
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南 トレンチ第12層

188は、小型の深鉢である。凹底を持ち、砲弾形を呈する。外面は巻貝条痕を施し、内面はナデ調

整である。縄文時代後期末であろう。

土製品

土偶

189は、胸部である。中央部には乳房が認められる。胸と脇の境に明瞭な稜線を形成し、それぞれ

平滑に仕上げる。クビレのない板状胴部になると思われる。1901よ、直線的に広がる腕部である。端

部に向かって細く、断面は方形を呈する。前面の先端部に若干の粘土の隆帯が認められる、手を表現

したものか。191は、腕部である。肩部から端部にかけて大きく円弧を描く器形で、断面は楕円形で

ある。手の平に相当する部分で欠損が認められることから、胴部と連接していた可能性がある。1921よ、

脚部である。断面形状は円形で脚の長さは短い。底面は平坦である。脚の付け根にあたる破断面では、

凹面が形成されており、胴部を差し込むように接合したと考えられる。

球状土製品

198は、外面はあまり丁寧に仕上げられておらず、凸凹が目立つ。中央には、断面「ハ」の字状を

呈する円形の刺突が認められる。

棒状土製品

194は、棒状土製品である。上部、下部ともに欠損している。中央部から下部にかけては円柱状を

呈するが、上部では屈曲を持ち平面形も扇形に開き、断面形も扁平となる。上部正面に2条の沈線が

認められる。

土錘

195は、土器を転用した土錘である。対となる部分を大きく打ち欠くことにより、快 りを持つ。

土製円盤

196は、土製円盤である。内外面ともにナデ調整を行う。

ミニチュア土製品

197は、ミニチュア土製品である。器壁は厚 く、深鉢を模 したものであろうか。口縁部付近の対角

になる2箇所に穿孔が施される。穿孔は矩形を呈する。

いずれも包含層または遺構の混入として出土しており、時期を狭 く限定することができない。ただ

第12図 土製品実測図

珍

の
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第14図 石器実測図2

し、出土層位の時期からいずれの土製品も縄文時代晩期前～中葉の所産であると考えられる。

石器

石器は、形態的特徴から分類して報告する。また、石材については肉眼観察における二上山北麓産

サヌカイト以外について適主記述する。

石鏃 (AH)

側縁が直線的で、平面形態がほぼ正三角形を呈するもの。基部の袂 りは全長の約1/4と 比較的深

いもの (198～ 201)、 僅かな調整によって lmm程 度の凹むもの (202～ 209)、 平基のもの (210・
211)がある。

側縁が凸状に膨らみ、基部の決 り込みが全長の約1/4程度で、脚部が九 く仕上げられているもの (212・

253
北9層

254
北土七

２５５艤

記哲生9層 ∞%
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213)。

側縁が細かな鋸歯状に作 り出され、凸状に膨らむもの (214)。

側縁が直線的で、平面形態が二等辺三角形を呈するもの (215)。 基部の決 りが 2mm程 度凹み、脚
部が翼状に張り出す。

側縁が直線的で、平面形態がほぼ三角形を呈するもの。基部の袂 りが全長の約1/3で、脚部が九く

仕上げられているもの (216)。 217は、半裁されており正確な形態は不明である。

208。 212・ 216は金山産サヌカイトである。

石鏃未成品

平面形態が三角形を呈 し、各側面に二次加工のある剥片を石鏃未完製品として抽出した (218～

224)。 223は、石鏃を志向したものと考えるがあまり明確ではない。これらの石器は、第 2・ 3表に
は石鏃として分類している。

石錐 (Dr)

いずれの石錐も刃部以外にも両面調整を施すものである (225)。 全面に調整が施され元の形状を残

さない。図化していないが、剥片を素材として任意の二側縁の交点に刃部調整を施されるものも存在

する。第 2。 3表に記した石錐にもこの製品を含めている。

楔形石器 (PS)

226は、楔形石器である。密集する階段状の剥離痕や敲打痕が認められ両極打法による痕跡と思わ

れる資料をすべて楔形石器とした。

チヤー ト製剥片

227と 228は、歩ャー ト製の剥片である。2271ま、二次加工が認められる。チャー ト製の製品が未発

見のため、何を志向したものであるのか判断できない。

スクレイアヾ― (Sc)

いずれも自然面を持った剥片の両面に二次加工が施され、両面調整の刃部を持つものである (229

～ 238)。 236イよ、流紋岩。

微細剥離痕のある剥片 (MF)

剥片の縁辺部に、細かな剥離痕が連続で認められるものである (239。 240)。 剥片の素材として鋭

い縁辺を持つことから、そのまま使用され、刃こぼれをおこしたものと考えられる。

石刀

241は、断面形状を楕円形に復元できることから石刀と判断した。242は、刃部と背部の一部が残る

破片である。背部に擦痕が残る。243は、半裁された破片である。二次利用するためか裏面を丁寧に

磨き平滑にしている。いずれも粘板岩製である。

石棒

244は、断面形状が円形になることから石棒と判断した。風イとが激しく、調整などは判然としない。

粘板岩製。245は、大型石棒と考えられる。結晶片岩製で平坦面に敲打痕が残る。上下両端が欠損し

ており全形は不明である。

246は、砂岩製の石棒である。頂部に敲打痕が 1箇所認められるが、その他は自然面である。左側

面に4箇所、右側面に2箇所の狭 りを持つ。最上段にある加工は全周せず、表面で途切れる。

石剣

247は、両側縁に刃部を持つことから石剣とした。側縁には剥離痕と擦痕を認めるが、前後関係は

不明である。紅簾石片岩製。
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層位 /遺構

北トレンチ第4層

第2表 遺構・包含層出土石器組成
AH Dr Sc RF MF PS Co 日・ Ch 原石  熱破砕片  石刀  石棒  石剣  石斧  敲石  台石  敲 +台  磨石

3   2   1   4   2   14   3   55           1

3   1   2   10       26   2   75            8

10  3  4   6   2   29   7   146    3     6       1

4   2   3   7       19  12  149    2     10           1

1   4   9   23  5   16  29  247    1      4       1    1

1       1   1   1    8   2   48            1

1    1        1         5

3   1        2        20

1312911

2   2        4   4   21     2

4   1   5        37           1

2   1   3

1   152

第5層

第6層

第7層

第8層

第 10層

第 11層

第 3・ 4層

第4・ 5層

第 6・ 7層

第6～ 9層

第7～ 9層

第 7～ 10層

第8～ 10層

第8～ n層

第 9・ 10層

第9～ 11層

第 10。 11層

第5層上面  上 1

第9層上面  土一

第 10層上面 上Ⅱ

Pb'

第 11層上面 土A

溝 1

土 皿

土 V

土Ⅵ

土 B

土 H

炉 1
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第 3表 遺構・
AH Dr Sc RF MF PS Co FI・ Ch

包含層出土石器組成

原石  熱破砕片  石刀 石斧  敲石  台石  敲十台  磨石
ヨヒトレンチ PB

南トレンテ第7層

第 10層

第 2～ 6層

第5,6層

第5～ 7層

第7・ 8層

5   5   41

2  2

1  5

1  1

12

3   4    49

2    1

第9層 上面  土ユ

第 10層 上面 上 I

第 11層上面 P三

P五

P六

第 12層 上面 PA

試掘・撹乱・表採・不明 1 1  2 6   5    27

石斧

248。 249は、基部から刃部にかけてほぼ同じ幅を有する、いわゆる短冊形の磨製石斧である。いず

れも、断面は長精円形を呈する。いずれも粘板岩製。250・ 251は、基部から刃部にかけて「ハ」の字

状に大きく開く、いわゆる撥形の磨製石斧である。250は基部と側面に無数の敲打痕が残る。安山岩製。

251は、蛇紋岩製。

台石・磨石・敲石

252は、台石と磨石である。両面は研磨によって非常に平滑になっており、さらに両面の対応する

箇所に凹みが残る。閑緑岩製。2531ま、台石である。側面や裏面は欠損によって全形が不明であるが、

表面の中央部に凹みを持つ。表面が被熱している。砂岩製。254は、台石と敲石である。長楕円の円

礫を選択し、上下の端部に敲打痕が残る。また、長側縁の四面に凹みがあり、それぞれ 2箇所以上の

凹みが認められる。砂岩製。255は敲石である。厚みのある自然礫で、下端の平坦面に敲打痕が一部

で認められる。下端の平坦面が被熱している。砂岩製。

今回の調査では図化した以外にも多量の石器が出土した。出土した石器の組成と数量を第 2・ 3表

に示す。表には (東大教2010)で掲載した石器も含めている。また、北 トレンチ± 2・ 土 Vにおいて

Fl・ Chが多いのは、 lmmメ ッシュのフルイによって遺物を採取したためである。

上 コ
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5)既掘調査の概要

前年度の報告において、第20次発掘調査における成果を位置づけるには至らなかった。包含層出土

遺物を把握できなかったことも理由の 1つであるが、最大の理由は、これまでに行われた過去の調査

との関係を明らかにしなければ、第20次調査の成果を正確に把握することができないと考えたからで

ある。そこで、この節では、これまでに行われた調査の概要について確認する。

以下で報告する内容は、既刊の報告書だけでなく調査記録も参照した。B地点 。第 1次調査 。第 2

次調査 。第 6次調査の内容は、調査日誌などの調査時における所見を記した記録が発見できず、平面

図・断面図・記録写真・既刊の概報の記載から報告者が判断したものである。そのため発掘担当者の

見解を示すものではないことを断っておく。

A地点

昭和42年 (1967)、 東大阪市横小路 4丁 目に所在する鉄工所の新築に伴い土器と石器が採集され、(藤

井・都出1967)・ (原田ほか1968)で報告されたことにより、この地に縄文時代晩期の遺跡が存在する

ことが周知のところとなった。報告された遺物は、滋賀里Ⅱ～Ⅲ a式の深鉢・橿原式文様を持つ鉢・

石鏃 。石錐・スクレイパー・石棒・石斧・磨石・石皿で

ある。他に、報告文中に宮滝式の土器が採取されたこと

も記載されている。遺物を表採した鉄工所全体をA地点

とする。

B地点

昭和43年 (1968)、 横小路 3丁 目において個人住宅の

建設に伴い土器片が出土し、包含層の深さ、状態、遺構

の有無を確認するための小規模な調査が行われた。

4箇所の トレンチ (B― A・ B― B・ B―C・ BD)を設定し調

査を行った。

B―Aでは、第 6層上面において溝10条・ピット1基を

検出した。溝 2は、西壁断面観察の結果、第 4層上面か

らの切り込みであることがわかった。深さは約20cmで、

埋土から土師器・須恵器が出上した。溝 1は、断面観察

から切 り込み面を捉える事ができなかったが、溝 2と 同

じく土師器・須恵器が出上したことから同時期の遺構と

考えられる。溝 2は、B―Dにおいてその東側延長部分を

検出した。溝 3は、深さ約50cmを測 り他の溝よりも深

く掘られている。BB・ B―Cに おいて南東側の廷伸部分

を検出した。埋土からの出土遺物は無いが、溝 4～ 10

と同様の砂層によって埋め尽 くされていた。溝 4～ 10

は、いずれも深さ10cm前後で遺物は含まれていなかっ

た。第 4層上面の溝 1や溝 2において、土師器・須恵器

が出土したことから、第 6層上面の遺構は古墳時代以

前と考えられる。B―Aにおいて下層確認のため深掘 りを

行った。下層からは、宮滝～滋賀里Ⅳ式の縄文土器と土

製品など縄文時代の遺物が多量に出上した。

第 15図 BA地 点北半全景 (南から)

第 16図 B―A地点南半全景 (南から)
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第 1次調査

昭和44年 (1969)に遺跡の範囲と現状を

把握し、以降の保存対策を立てる資料を得

るためにC,D・ E地点の発掘調査を行っ
た。また、調査開始後A地点に隣接する区

域において工場が建築されることが判明

し、 F～ L地点として発掘調査を行った。

C地点

4箇所の トレンチ (c El・ C E2・ C E3・

C―Wl)を 設定し調査を行った。今回、北壁

と東壁の堆積層の対応関係を把握するこ

とができなかった。そのため、以下では東

壁を基準として記述する。

遺構は、C E3の上層でピット1基を検出

し、全体では第 8層上面において土坑 9

基・ピット1基 (Pl)・ 溝 l条を検出した。

上層で検出したピットからは、弥生時代

後期の上器が出土している。

Plは、幅60cmで縄文時代晩期の土器
が出土している。

溝に接する土坑は、深さが48cm。 中央

部分で東西に並ぶ土坑は、深さが30cm前

後。最も西側に位置し南北に並ぶ 2つの上

坑は、深さが15cm前後である。

C―Wlで検出した 3基の土坑は、北壁断面

から判断する限り上層からの掘 り込みで

ある。C E3で検出した弥生時代後期のピッ

トと同時期の可能性が高い。

この地点からは、北白川上層式 2期の深

鉢・堀ノ内Ⅱ式系の深鉢・宮滝式の浅鉢・

滋賀里 Iま たはⅡ式の深鉢・滋賀里Ⅳ式の

深鉢などが出上した。

D地点

2.0× 6.Omの トレンチを設定 し調査 を

行った。調査に関する図面が少なく、検出

した遺構 。堆積状況の詳細は不明である。

第 1図 と第23図 でD地点を図示 している

が、正確な位置を示せていない。残された記録としては、出土状況の一部を示した図面と第21図の層

序に関する記述のみである。調査記録によれば、黒色粘土層部分で弥生時代後期の上器が出土し、黒

色砂質土層上面の北半で集中して縄文土器が出土した。また、灰褐色土層を床面とする竪穴建物の一
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第17図  B地点第 6層上面平面 。西壁断面図
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弥生時代ピント
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-5m

翠  C Wl

第お図 c地点黄色粘土層上面平面i断面図
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角が認められた。隣接する01で竪欠建物を検―出しており、この‐部と考えられている.。 D地点|での
出土遺物は、縄文土器・土偶・土製品がある。

E地点

ZO X&Onの トレンチを設定し調査を行った。この地点では71層の堆積層が認められた.。 第4層に
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第 19図 C E3地点 (東から) 第 20図  C―Wl地点 (東から)

滋賀里式の土器を若千包含していたが、それほど遺物は出土しなかった。

第 7層からは、宮滝式の土器が出土した。遺構は、西壁付近で第 6層中

に掘り方を持つ埋設土器 1基を検出した。図面は残されているが、方位・

出土位置は不明である。第22図 より、頸部に強いナデが認められること

から滋賀里Ⅲ a式 と考えられる。

F・ G・ H・ I・ J・ KoL地 点
調査範囲となる北東隅を基準に8.Om四方のグリッドを設定し調査を

行った。ただし、作業の工程から一度に広範囲を調査 したのではなく、

F地点 。G・ H地点・ I・ 」・K・ L地点に分割して行った。

耕  土  層
茶 褐 色 土 層

黒 色 粘 土 層

黒色砂質土層

灰 褐 色 土 層

青灰色粘土層

第21図 D地点土層順序

F地点では各グリッドをさらに南北幅2.Omの 間隔で12分割し、T3～ 10・ T12を調査した。この
調査区では概ね 7層の堆積層を確認している。遺構の大半は第 5層上面での検出である。また、Fl・

F2において下層確認のため東壁際に幅50cmの掘 り下げを行ったところ、断面観察によって自然流
路を確認し下層からは宮滝式の上器が出土した。

Fl―T3・ 4では、第 5層上面において隅丸方形になる竪穴建物 1を検出した。埋土を掘削した結果、

下部においてピット28基 を検出した。しかし、どのピットが竪穴住居 1に伴う柱穴となるのか不明確

である。ピットの数が多いことから下層遺構を検出している可能性がある。23ピ ットでは、 ドング
リが出土したことから貯蔵穴であったと考えられる。また、床面付近から硬玉製勾玉 (東大教 1970,

Pll第 19図)が 1点出土している。前述のようにD地点でもその一部を検出したとされるが、もし同
一の遺構なら一辺の長さが約 8mの建物となる。竪穴建物 1の遺物が不明であるため時期を直接決す
ることができない。しかし、第4層 と第 5層からは、滋賀里Ⅲa式と篠原式の上器が出土しており、

22 5rn 3

1耕±      6上 層より少し黒色が薄れ、青みがかった粘土層

2黄色土層    7青 灰色砂層

3茶褐色砂層   8茶 褐色砂層
4黒色粘土層   9青 灰色砂層         0         2m
5黒黄色粘土層   10濃 茶褐色砂利層      |    |    |

第22図 E地点西壁断面図・埋設土器平面図

層砂
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20 5rn

3黒色粘土層 (第 3層 )弥生土器含む
4黒色粘土層 (第 4層 )縄文土器含む

5第5層
6砂層
7青灰色砂層
8赤黄色砂利層

南壁

9青白色砂利層
10微砂層
H赤 褐色砂層
12青黄色粗砂層

13赤褐色砂層

W

203m 4

6い

一

＼

1耕土
2茶褐色土層

5黒色粘土層 (上層に比べ砂質 )
6黄色粘土層

3茶褐色土層 (上層よりも砂を多く含む ) 7黄 色砂利届
4黒色粘土層

第24図  Fl・ F2地点断面図

0          1m
l     l     l

第 25図  F地点全景 (東から) 第 26図  F―T3。 4地点竪穴建物 1(東から)

第 27図 第 28図 F T10地点埋設土器 (西から)F―T5～ 8地点竪穴建物 2(西から)
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縄文時代晩期前～中葉と考える。

F2-T5～ 8の部分で、円形竪穴建物 (住居 2)

と方形竪穴建物 (住居 3)を検出した。円形と

方形の竪穴建物が接合していたため切 り合い関

係の把握に努めたが明確にできなかった。それ

ぞれの埋土を掘削すると下部において土坑と柱

穴を検出した。ただし、いずれの柱穴が竪穴建

物に関係する遺構であるのか判然としない。(住

居 2)か らは、滋賀里Ⅲ a式 と篠原式の深鉢・

浅鉢と土偶 。土製品が出上した。 (住居 3)か

らは、滋賀里Ⅲ a式 と篠原式の深外 。浅鉢と土

偶 。土製品が出土した。いずれの竪穴建物も時

期は、縄文時代晩期前～中葉と考えられる。

F3T9。 10で は、F2地点において検出した竪

穴建物の平面形の検出に努めたが判然としな

かった。T9の 第 4層上面において半円形に焼

土塊が検出できた。さらに下層へと掘 り進める

と、F2地点の柱穴に続 くと思われるピットを
10基検出することができた。ピットとの関係は

不明であるが、T10西端第 5層上面において東

壁中央部へと延びる溝を検出した。また、この

溝を埋めた砂層中において埋設土器 1基を検出

した。埋設土器は、斜位単構造で滋賀里Ⅲ a式

の深鉢である。T9。 10の 第 4・ 5層から滋賀

里Ⅲ a式と篠原式の深鉢・浅鉢が出土しており、

第 4。 5層の時期的な差を出土遺物からは見出

すことができなかった。他に T9第 4層 から

土偶・棒状土製品 。上製勾玉、第 5層から棒状

土製品、T10第 4層から土偶・半球状土製品が

出土した。

F3-T12で は図面が残されておらず、 トレンチ
の範囲など詳細な内容は不明である。このトレンチから出土した遺物は、縄文土器・土偶・棒状土製

品がある。

GoH地 点ではアゼを残さず全面調査を行った。黒色砂混じり粘土層を掘削した直下において、炉

跡 3基・埋設土器 2基・土坑・ピット・溝 1条を検出した。

溝は、東西幅10。 7m、 南北幅約0.4mにわたって検出した。深さは約20cmで ある。溝の中からは縄

文時代の上偶なども出土したが、弥生時代後期の上器が多量に出土した。弥生時代後期の遺構である。

埋設土器 1は、埋位などは不明であるが頚部に強い 1条のナデを施していることから滋賀里Ⅲ a式

の深鉢である。埋設土器 2(東大教1970a,P8第 7図)は、頭部に強い 1条のナデを施しているこ

とから滋賀里Ⅲ a式の深鉢である。

第 29図  G・ H地点全景 (北から)

第 30図  Gl地点第 3号炉跡 (東から)

第 31図  Hl地点埋設土器 1(東から)
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第 32図 12・ 」2地点全景 (南から) 第 33図 」2地点炉跡 (南から)

第 34図 12・ J2地点竪穴建物 (南から) 第 35図 12地点 No。 1(北から)
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第36図  J2・ 12地点竪穴建物平面・断面図

炉跡は3基検出することができた。いずれも石囲いで河原石を使用している。石は熱を受けており、

埋土も焼上が充填する。時期を特定する手がかりは少ないが、第 2号炉跡 (東大教1970a,P8第 8

図)、 第 3号炉跡から出土したとされる土器は、滋賀里Ⅲa式が主体である。
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第37図  13地点埋設土器平面・断面図・」2地点炉跡断面図

G2地点で性格は不明であるが環状に焼土の塊を検出した。また、調査区の南西端において一部欠

損しているが、かなり使い込まれた石皿が出土している(東大教1970a,P10第 16図 )。 その他にも土坑・

ピットを検出したが、時期を含めてその性格は不明である。出土遺物の特徴としては、 (田中・中西

1999)・ (松田1986)が指摘するように、 F地点では土偶が集中し、G2・ H2地 点では石刀と石棒の

未成品 。破損品が集中して出土する。

I。 」・K・ L地点は全面調査を行った。第 5層上面で炉跡
。埋設土器 2基・土坑・ピット・溝を

検出し、第 7層上面で柱穴 4基とピット1基を検出した。

調査区の北側に位置する溝は、南東から北西へと延び弥生時代後期の上器を包含していた。GoH

地点において検出した東西溝の廷伸部分であろう。

埋設土器 (東大教1970a,P8第 9図 ;P9第 11図 )は並列して 2基あり、いずれも正位である。

1つの土坑に2つの深鉢を埋設していたようで、掘り方の平面形は東西に長軸を持つ楕円形を呈する。

いずれの埋設土器も泳賀里Ⅲ a式である。

炉跡は、直径0.8m、 深さ0.15mを測る。平面形態は円形を呈し、埋上には灰が堆積していた。出土

遺物が不明であるため時期を明らかにすることができない。

13地点において下層の調査を行ったところピット7基を検出した。尚 1・ 3・ 4・ 5ピ ットは、

方形に配することから竪穴建物の柱穴と考えられる。芯々間の距離で約2.2mを 測る。調査記録によ

ると、建物の平面形態は方形と推測されている。尚 1ピ ットには柱が残されており、端部では斧によ

る加工痕を認めることができる。滋賀里式と考えられる破片が出上したと概報に記述があるが、詳細

は不明である。

他にも土坑やピットを検出したが、その性格は不明

である。また、KoL地 点では若子の遺物を包含 1

いたが遺構は認められなかった。

第 2次調査

N地点

3m四方のグリッドを東西に2列 。南北に8列の計    ~   評珍趣線、 第7層

16グ リッドを設定し、その中の N-1。 N4・ N-6。 N

N-12・ N16を 調査した。

Nlで は、 7層 の堆積層を確認することができ

第 4層から弥生時代後期の上器が出土したが、いずれ      第38図 N-16出 土土器実測図

-41-



の層でも遺構は認められなかった。

N4では、 7層 の堆積層を確認するこ

とができ、第 6層下面において土坑 2基

を検出した。西側の土坑は、直径75cm、

深さ約10cmである。東側の上坑は、不

定形で深さは 7cm前後と浅 く、遺構で

はなく落ち込みの可能性がある。

N6では、 7層 の堆積層を確認するこ

とができた。第 7層上面において土坑 1

基・ピット4基を検出した。

N-8で は、第 5層上面において土器が

多量に出土した (東大教1971,Pll第 14

図)。 時期や土器の種類は現在不明であ

る。他に第 6層上面においてピット5基

を検出した。

障12では、遺構は認められなかった。

N-16で は、第 7層上面において土坑 5

基・ピット4基を検出した。N6。 8。 16

において検出したピットは、竪穴建物の

柱穴となる可能性がある。

出土遺物の詳細は捉えきれていない

が、滋賀里Ⅲ a～篠原式の他に N-4・ N6・

N-8。 N-12・ N-16で は、】ヒ白ナII C式・中

津式といった中期末～後期初頭の土器の

割合が増える。 また、N-16第 5層 と第
7層 より北白川 C式の深鉢 (256。 257:

東大教1970a,P18第 4図 -7を再実測)

が出土した。

O地点

長さ2.Om、 幅4.Omの トレンチを 2箇

所設定して調査を行った。調査の結果、

滋賀里式の上器に加えて磨消縄文の上器

が出土し、これまで行われた調査におい

て出土した遺物よりも明らかに古い時期

の土器が集中して出上した。第 2次調査

時における調査内容は判然としないが、

昭和50(1975)年 に行われた第 5次調査

において第 2次調査地を含めた範囲で ト

レンチ調査を行った。そのため詳細な内

容は第 5次調査に譲る。
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P地点

現在では北屋敷遺跡にあたる部分である。幅約2.Om、 長さ

約20.Omの トレンチを設定して調査を行った。第 5層から瓦器

椀 。奈良時代の須恵器・土師器が出土した。第13層において弥

生時代後期の土器片を検出したが、遺構は判然としなかった。

この地点から縄文時代の遺物は出上しなかった。

Q地点

現在では北屋敷遺跡にあたる部分である。東西に4列・南北

に5列の計20箇所のグリットを設定し、Q-2・ Q-4・ 併6・ Q8・

Q10。 Q17・ Q-19を調査した。いずれの地点においても湧水が

激しく断面観察に重点を置いて調査を行った。縄文時代の遺物

は出土せず、古代の須恵器・土師器が出土した。

R地点

2.0× 4,Omの トレンチを設定して調査を行った。上層部分に

おける撹乱が激しいため現地表から1.6mに わたって遺物は含

まれていなかった。

S地点

S-1・ S-2の 2か所の トレンチを設定し調査を行った。

S-1で は、大きく8層の堆積層を確認した。第 3層上面にお

いて南北方向に軸を持つ畦畔を検出した。第 7層上面において

ピットを検出したが、性格と内容は不明である。第 5・ 6層中

に弥生時代後期後葉の土器を包含していた。

S-2で も、Slと 同じく8層の堆積層を確認した。第 3層上面

においては、S-1と 同じく、南北方向に軸を持つ畦畔を検出した。

第 6層からは篠原～滋賀里Ⅳ式、第 7層からは滋賀里 I～Ⅲ a

式、第 8層からは滋賀里 I～ Ⅱ式の土器が出上した。

第 7層上面において竪穴建物・土墳墓 1基 。ピット8基を検

出した。竪穴建物は、掘 り方の一部を平面で検出し、北壁断面

でも切 り込みを確認することができた。平面形は方形と考えら

れ、深さは約15cmであった。床面では直径約60cmの範囲で

焼土が広がり、柱穴と考えられるピットを検出した。ピットの

深さは27cmである。

床面からはヒスイを加工した玉類の細片が散乱しており、いずれもが未成品・破損品の状態であっ

た。また、埋土から管玉状石製品・臼玉・滋賀里Ⅲa～篠原式の土器が出土した。

この竪穴建物を切る形で土娠墓が 1基営まれている。坑内には頭蓋骨と一部の骨が残存していた。

掘り方の大きさは、長さ1.4m、 幅0.83mを測る。いわゆる二段墓坑で、底面は平坦である。平面形状

の特徴として頭部に当たる部分を枕状に掘り残している。埋土内には、外面ケズリ調整を行った体部

片があることから滋賀里Ⅲa～篠原式の土器と考えられる。

その他の7基のピットについては、性格 。時期ともに不明である。

い―

日り０「

劃
響

図
恒
当
劉
潤

・
導
Ｉ
翠
』

図
専
懇

「

―

―

ヨ

「

―

―

ヨ

日
『
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
（抱
領
尽
製
Ｇ
環
頑
ギ
と
劇
照
）
幽
引
Ｍ
架
劇
蝶

留

凹
引
ｄ
暉
≪
曽

留

幽
冨
苺
ｄ
К
祇

ヽ
】

理
引
Ｍ
要
苺
朝
≦
根

ｏ
【

凹
引
契
即
Ⅸ
転

０

四
羽
賦
ё
ｄ
К
雌

お

（０
匡
勾
く
Ｎ
廷
利
幽
ｏ
ぷ
）
理
引
岬
哩
憮
尽

ド

（薄
佃
兼
丘
引

・
兼
授
照
）
凹
引
岬
暉
憮
轡

‘

幽
引
岬
暉
離

ｓ

凹
引
岬
哩
憔

部

幽
引
岬
哩
思

お

羽
Ｋ

ω

引
茶

エ

-43-



1耕土
2床土
3黒色粘質土
4暗茶褐色粘土
5黒褐色粘土
6黒色砂質冶土
7暗灰色粘質土
8暗灰色砂
9黒褐色粘質土
10黒灰色粘質土

＝

件

寸

第41図 S-2地点第 7層上面 。断面図

第 42図 S-1地点第 7層上面 (東から) 第 43図 S2地 点第 7層上面 (西から)
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第 3次調査

Dl地点 (個人住宅建設予定地第 1ト レン

チ)では、11層の堆積層を確認している。各

層の上面において精査を行ったが、上層部分

で弥生時代後期の井戸 1基を検出したのみで

縄文時代の遺構を検出することはできなかっ

た。ただし、第 7層直上ではトレンチ北端の

位置でサヌカイトのフレーク群が検出された。

第 4・ 5層からは弥生時代後期後葉・第 6

層からは滋賀里Ш a～篠原式・第 7層からは

滋賀里 I式 と篠原式・第 8層からは宮滝～篠

原式 。第10層からは宮滝～滋賀里Ш a式の土

器が出土した。

東大教1975,Pll第 8図の出土層位は、 1・

14・ 17(第 5層 )、 6・ 10(第 6層 )、 9。

13・ 15(第 7層 直上 )、 2・ 5。 7・ 8・

12・ 16(第 8層 )、  3・ 4・ 11(第 10層 )。

P13第 10図 5・ 9～ 11。 29・ 33・ 52(表採 )、

24。 41(第 5層 )、 2・ 4。 32。 40・ 50・ 53(第

6層 )、 1・ 3・ 6。 8。 12・ 15～ 17。 19・

21 ・22・ 25 - 28・ 30。 31 ・36。 37・ 39。

42・ 43。 46。 48・ 51・ 54(第 7層直上)、 7・

13・ 14・ 18。 20。 34・ 35・ 38・ 44・ 45。 47(第

7層 フレーク群 )、 23・ 49(第 8層 )。 P14第

11図 7(表採 )、 6(第 4層 )、 1(第 5層 )、 2・

4。 5(第 7層直上)、 3(第 8層)である。
この調査区では、土偶 5点・イノシシ形土

製品・イヌ形土製品 。冠形土製品・半球状土

製品 3点。土製玉類 4点・半輪状土製品といっ

た土製品が多く出上している。

第 4次調査

U地点は、 (東大教1975)に おいて第 2ト

レンチとして報告した箇所を一部含む調査で

ある。この地点では、井戸 2基を検出した。

井戸から出上した遺物は、庄内式期でも古相

の一括性の高い遺物として知られる。土製勾

・・ 下
て
1 1

 `‐    ‐~T~

■■●名

―

―

一―

第 44図  第 8図縄文土器

玉として報告されている土製品があるが、形状から縄文時代の半輪状土製品と考えられる。

第 5次調査

第 5次調査では、第 2次調査において調査したO地点を含む調査区と、遺跡範囲の南端に位置する

T地点を調査した。

喜
~/

割

第 45図 S525Eト レンチ (青灰色粘土層上面 )

第 46図 S525Wト レンチ (弥生時代後期面 )
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O地点では 7層の堆積層を確認することができた。遺構を検出することはできなかったが、第 6層

内より縄文土器が多量に出上した。第 2次調査の際にも指摘しているように、ここからは北白川 C式・

中津式といった縄文時代中期末～後期初頭の土器が集中して出上した。

T地点では、 4箇所の トレンチを設定して調査を行った。遺構は認められなかったが Tl・ T-3の

第 5・ 6層 より布留 1式の上器が出土した。他にもT-3で は、第 7層中より滋賀里式と考えられる縄

文土器・半球状土製品が出上した。

第 6次調査

第 1次調査H・ I・ J・ K・ L地点の南側に位置することから第 1次調査の際に使用した基準を基

に調査地区 (H3・ H4・ 13・ 14・ J3・ J4・ K3・ K4)を設定した。

第 3層上面で弥生時代後期の上坑を 1基検出したが、その他の遺構は第 6層上面での検出である。

第 6層上面では、竪穴建物・ピット・井戸・溝を検出した。井戸と溝からは、弥生時代後期の上器

が出土し、上層からの切込みであることが判明した。このことから第 6層上面は、複数時期の遺構を

同一遺構面として検出していることがわかる。

J3・ K3に位置する竪穴建物は、一辺が4.6mの 隅丸方形を呈する。深さは 5～ 10cmを 測る。床面

で柱穴は検出できなかった。埋土からは、滋賀里Ⅲ a式の深鉢・浅鉢が出土した。

この調査地点では、滋賀里Ⅱ～Ⅲ a式の土器が多く出土したようである。

S52-5

調査範囲内に2箇所の トレンチ (Eト レンチ・Wト レンチ)を設定したが、規模や正確な調査地点

は不明である。 4層の堆積層を認めることができ、第 2層からは弥生時代後期の上器片、第 3層から

は宮滝式の深鉢・注口土器・滋賀里 I式の深鉢・浅鉢が出土した。第 4層からは北白川 C式の深鎌が

出土した。Wト レンチでは、弥生時代後期のピットを検出したが性格は不明である。 Eト レンチでは、

第 3層上面で溝または自然流路を検出した。埋土からは完形品の浅鉢 (芋本隆裕1978;P10-1)が

出土した。

7-No l-10

平成 4年 11月 18日 ～ 12月 14日 にかけて、分譲住宅建設に伴う7-hl～ 10の箇所で試掘調査を行っ
た。試掘調査のため調査範囲は1.0× 2.Omで あり、図示した箇所全面を調査したのではない。いずれ

の地点も掘削深度は、現地表から1.2～ ■4mである。

遺構は血10の断面においてピットを 1基検出したのみである。その他の地点では遺構は認められな

かった。各地点の包含層から弥生土器・縄文土器・石器が多 く出土した。他に7配 5・ 10で は、シ
カの骨が出土した。この調査で出土した石鏃と動物遺体は、 (財団法人東大阪市文化財協会2000)に

おいて報告しているものになる。他にh4・ 7で土偶が出土している。

第 7次調査

第 7次調査は、7-A(=7胤m)。 7B(=7-h12)地 点で調査を行った。 2箇所とも浄化槽部分の
調査のため トレンチは1.0× 2.Omの範囲である。7-Aでは、第 3層で滋賀里Ⅱ～篠原式の土器が出土し、

第 4層 と第 5層で滋賀里 I～篠原式の土器が出土した。遺構は、第 4層上面において土坑 1を検出し

た。土坑 1は、直径約40cm、 深さ約10cmを測る。埋土から遺物は出土しなかったが、第 4層を切 り

込んでいることから縄文時代晩期の遺構と考えられている。

7-Bでは、第 3～ 6層にかけて宮滝～篠原式の上器が出上した。第 7層上面において土坑 2基を検

出した。遺物は出土しなかったが、第 6層に包含されている遺物より縄文時代後期後葉～晩期前半の

所産と考えられる。
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第 8次調査

北半が北屋敷遺跡、南半が馬場

川遺跡にあたる。遺構面は、14層

下面で検出した古墳時代後期と中  乳予om
世が並存する第 1面、24層下面で

検出した縄文時代後期後葉～晩期

前半の第 2面がある。

第 1面では鍬溝。溝を検出した。

溝か らは、古墳時代後期の須恵

器・土師器が出上した。第 2面で

はピット11基を検出したが、いず

れも上層からの切 り込みであると

考えられている。縄文時代と考え

られる遺構は認められなかった。

16～ 18層 中では中期の船元式

も認められたが、滋賀里Ⅱ～Ⅲ a

式の土器が大半を占め篠原式の土

器が出上した。土偶が 2点出上し

ている。

第 9次調査

調査範囲は1.2× 2.Om、 掘削深

度は現地表から1.Omで ある。 4

層に分層することができ、第 3層

で弥生土器、第 4層で縄文土器を

包含していた。遺物の詳細は不明である。

第10次調査

浄化槽部分を対象としたため調査面積は13.5∬である。 7層の堆積層を認めることができ、第 6層

から弥生時代後期後葉の上器がほぼ完形の形で出上した。第 7層の灰色粗粒砂層中には縄文土器が含

まれていた。破片ではあるがケズリ調整と二枚貝条痕を施した深鉢の体部 2点 と、黒色磨研浅鉢 1点

が認められる。滋賀里Ⅲ a～篠原式の上器と考えられる。

第11次調査

下水道工事に伴う立会調査である。調査の方法は、遺物の確認と断面観察のみである。また、立会

は図示した全地点で行ったわけではない。以下で報告する下水道工事に伴う調査に関してはすべて上

記の方法で行っている。

1l Aに おいては、北白川 C式・中津式・宮滝式・滋賀里Ⅱ式・滋賀里Ⅳ式 。弥生時代後期の上器・

石刀・石錘が出土した。報告者によれば、11-Aの 東半で縄文土器が出土しなかったことから西と東

で様相が変わるのではないかと推測している。

1l Bでは、主に弥生時代後期後葉～庄内式期の土器が出土した。西半の一部において縄文時代晩

期の包含層を確認している。最西端部分で人骨片が出上した。隣接する第13次調査において縄文時代

晩期の土媛墓を検出しており、同時期の所産と考えられる。

1暗緑灰色9 5GY3/1)細 粒砂～中粒砂
2灰黄褐色(10YR4/2)細 礫混じリシルト～中粒砂
3オリーブ黒色●Y3/1)細礫混じり雅土～粗粒砂
4暗オリープ色6Y4/3)細礫混じり粘土～細粒砂
5灰色6Y4/1)細礫多量に混じり粘土～中粒砂
6オリーブ褐色95Y4/3)中 粒砂～細礫     0

｀
8

1暗赤褐色 6YR3/2)糸 田粒砂～中粒砂
2掲色 9 5YR4/3)シ ルト混じり細粒砂～中粒砂
3褐色 (10YR4/4)細 礫混じり極細粒砂～中粒砂
4灰黄褐色 (10VR4/2)細 礫混じり極細粒砂～中粒砂
5灰オリーブ(5Y4/り 細礫混じリシルト～中粒砂
6暗緑灰色 (10GY4/1)細 礫多量に混じリシルト～粗粒砂 (下部に土器集中)
7灰オリーブ(75Y5/3)粗粒砂～細礫
8緑灰色 ●5GY6/1)シ ルト (遺物なし)

第47図 7-A・ 7-B地点断面図
(*土色、土色記号は原図記載のままとした)

7-B

OP
+190m

- 47-



第12次調査

12-A-1で、溝または自然流路となる遺構の掘 り込みを検出した。出土遺物はないが隣接する第20次

調査南 トレンチにおいて、大溝または自然流路を検出してお り、ここにつながる遺構と考えられる。

12-B-14において断面観察の結果ではあるが時期不明の自然流路を検出している。この調査では縄文

時代後期・滋賀里Ⅱ～Ⅳ式 。弥生時代後期後葉 。庄内式土器・土師器・須恵器・瓦が出土した。縄文

土器は、12-A-18～ 12-B14の 包含層から出上した。主体は滋賀里Ⅲ a式である。

H12-37

調査区のほとんどが既設管によって撹乱を受けていた。一部で堆積層を確認できる地点も存在した

が、遺物や遺構は認められなかった。

第13次調査

遺構面は、第 3U層を基盤とする古墳時代の遺構面 Iと 第 4層 を基盤とする縄文時代晩期の遺構面
Ⅱである。第 3層から庄内式期の上器・滋賀里 I～篠原式の土器が出土し、第 4層から篠原式の上器

が出土した。

遺構面 Iでは、溝 1条 と小土坑 l基を検出した。溝からは、庄内式奏が出土した。遺構面Ⅱでは、

溝 l条・土坑 1基 。土壊墓 2基・ピット2基・落ち込みを検出した。

SD2は 、幅は32～ 34cm、 深さ9～ 17cmを測る。埋上には、縄文時代晩期の上器細片を含んでいた。
土JFitt Iでは、仰臥屈位で25歳前後の男性と思われる人骨が出土した。埋土から篠原式の土器が出土

した。土娠墓Ⅱでは、横臥屈位で30歳前後の女性と思われる人骨が出土した。埋土から篠原式の上器

が出土した。

第14次調査

14Bは、掘削深度が1.2mと 浅 く縄文時代の包含層まで達 していないと考えられる。14-Cは、撹

乱を受けてお り遺物・遺構を確認することはできなかった。14Bの上層部分において滋賀里Ⅲ a～

篠原式の上器が出土した。

H14-27

H14-27-Aと H14-27-Bの 立会を行ったが、遺構・遺物は発見できなかった。

第15次調査

調査範囲は1.0× 2.Om、 掘削深度は1.5mである。掘削深度が浅いため、隣接して調査 した第13次調

査の遺構面まで達していないと考えられる。第 5層から布留式の上器・滋賀里Ⅲa式と篠原式の土器。

石斧が出上した。

第16次調査

16-Bで は、第 1次調査地点と重なる部分を一部調査したが、いずれも掘削深度が浅 く遺構面まで

達していないと考えられる。縄文時代晩期と考えられる土器が B-3・ B-5か ら出土している。

第17次調査

17-1と 17-2で調査を行った。遺構面は、近世前半の第 1遺構面 。中世の第 2遺構面・平安時代整地

層の第 3遣構面・平安時代後期整地層の第 4遺構面を検出した。出土遺物は、平安～江戸時代の遺物

が主体であった。縄文時代と考えられる土製品・石鏃・磨石が出土したが、整地をする際の客土中に

混入していたものと考えられる。

第18次調査

18B9を中心とした区域で少量ではあるが縄文土器が出上した。型式が判明するものはあまりない

が、黒色磨研土器と深鉢が出上している。時期は縄文時代晩期中葉であろう。
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第19次調査

1.2× 1.2mの範囲で立会調査を行った。掘削深度は1.5mである。 8層の堆積層を確認し、第 6層か

らは弥生時代後期の上器が出土した。また、第 7層からは橿原式文様を持つ鉢・滋賀里Ⅲ a～Ⅳ式の

縄文土器 。石棒・石鏃・磨石が出土した。

H20-1-5

第18次調査の際に遺跡外地区として立会調査を行った部分と一部重複する地点である。第18次調査

時には1.6mよ り下層で土器片が採取されたが、この調査は掘削深度が浅く遺物は出上しなかった。

第20次調査

北 トレンチと南 トレンチの 2箇所を設定して調査を行った。

第 1～ 5面の遺構面を検出した。第 l遺構面では、弥生時代後期後葉の竪穴建物 1棟・土坑・溝を

検出した。第 2遺構面では、篠原式の埋設土器 3基・土坑・ピットを検出した。北 トレンチ土二では、

焼けた人骨が埋土中に含まれており火葬と考えられている。性別は男性である。第 3遺構面では、篠

原式の埋設土器 3基・土坑・ピット・溝を検出した。また、第 3遺構面を形成する第10層中の南 トレ

ンチ西端において人骨が数点出上した。下層である第 4遺構面で土媛墓が営まれていることから、第

3遺構面を形成する際に付近の土媛墓を掘削した結果、混入したと考えられる。第 4遺構面では、土

崚墓 4基・土坑・ピット・炉跡を検出した。土媛墓はいずれも人骨が残存していたが、残 りは悪く性

別や体格を推定することはできなかった。第 5遺構面では、炉跡 。自然流路を検出した。

6)既掘調査で出土した土製品・石製品 (第 48図  図版18)

土偶

258は、頭部である。左目部分を欠損しているが、平面形態は逆三角形を呈する。眉と鼻を一連の

隆起によって表現しYの字状になる。目は、ナデによって浅い窪みを持たせることにより表現してい

る。目頭から頬、顎の下に線刻が施される。裏面には、耳を表現したと思われる窪みが認められる。

頚は顔より垂直に伸びることから、顔を前方へと突き出した形で胴部と接合すると考えられる。2591よ、

肩から手にかけて緩やかに屈曲する腕部である。断面は矩形を呈する。2601ま 、腕部である。断面は

蒲鉾形を呈し、手と思われる部分を平坦に仕上げる。端部では、下方へと粘土を拡張させる。脚部の

可能性もある。261は、胸部である。丸みを持った乳房で、先端部分に刺突が施される。262は、左半

身の背部である。腕と腰の幅が長く直線的である。臀部は一部のみではあるが残存しており、円形に

くぼむ。破断面から二本の粘土棒を接合して製作 したものと推測できる。263は、腰部である。左半

身の部分で、腹を三日月状の隆帯によって表現し、臀都は円形に窪みを持たせる。2641よ 、脚部である。

底面は平坦である。脚にめぐる沈線は、ヘラ状工具を回転させながら何度も押し当てて施文しており、

沈線の深い部分や浅い部分がある。股の部分に線刻が施される。側面にも施文のような沈線が認めら

れるが、意図的なものであるかは不明である。265は、脚の付け根にあたる。ヘラ状工具による圧痕

が残るが、線刻といった意図的なものであるのかは判然としない。266も脚の付け根部分と思われる。

冠形土製品

267は、冠形土製品である。平面形は、片方に段差を持ち左右が非対称となる。左方に両側面を貫

く穿孔が施され、右側面中央に刺突を付す。両側面に線刻を施し、左側面で 3条、右側面で 3条が認

められる。風化によって判然としないが両側面とも4条の線刻であった可能性もある。断面形状は、

概ね三角形を呈するが基部上方に幅 5mmの 突帯を左右に作 り出す。基部は破損しており、全形を知

ることはできない。
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第48図 既掘調査の土製品・石製品

動物形土製品

268は、イノシシ形土製品である。円柱状の粘土塊の上方を摘まみ出すことにより、たてがみを表

現する。胴部は丸いが、底面は少し平坦面を持つ。頭部は尖らせるように作 り出し、両目は浅い窪み

で表現する。底面にも浅い窪みが認められ口を表現したと思われる。底面には、楕円形を呈する4つ

の刺突が方形に配される。粘土が付着した痕跡はなく枝などを差し込み脚としたのであろうか。右側

面上方にも垂直方向の刺突が認められる。鼻部と尾部にわずかながら欠損が認められる。
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半輪状土製品

269は、半輪状土製品である。断面形状は楕円形を呈し、両側面の対 となる位置に直径 5mmの 刺
突が施される。

不明土製品

270。 271は、不明土製品である。底面は平坦で、上部は粘土塊を摘み出すように成形する。底面に

対して垂直に穿子とが施される。271は、底面にわずかな窪みを持させる。 (藤城ほか1999)で冠形とし

た土製品と形状は似る。

棒状土製品

272は、下端に複数のわずかな面を持ち、やや先細りとなる。断面はほぼ円形である。273は、下端

に面を持ち、断面はやや楕円形を呈する。線刻のような浅い溝が側面に認められるが、意図したもの

であるのか不明である。土偶の脚である可能性もある。274は、先細 りとなる粘土塊で、断面形は円

形となる。成形時のナデにより、緩やかな屈曲を持つ。275は、円柱に近い形状で、端部を丸くおさ

める。他の棒状土製品とは、異なる器形である。

ミニチュア土製品

276は、ミニチュア土製品である。浅鉢を模しており、顕部のナデによって口縁部と体部の境に明

瞭な段を形成する。口縁部に傾きを持っていることから波状口縁になると考えられる。

半球状土製品

277・ 278は半球状土製品である。277は、上部に横線がめぐり、その横線から下端へと縦線を施す。

278は、半円状の線刻が 2条配される。いずれも内外面調整はナデであるが、内面のナデ調整が丁寧

である。

不明土製品

279は、両端に「ハ」の字状に開く端部を持つ糸巻き状の粘土塊である。中央やや下半に穿孔が施され、

穿孔を境として左右に扇状の線刻が認められる。280は、平面は三角形を呈し、上下面の中央に緩や

かな窪みを持つ。男性器を表したものであろうか。281は、餃子のような形をした粘土塊で、底面に

僅かながら面を持つ。風化が激しく調整は不明である。造形物ではなく焼成粘土塊の可能性もある。

282は、椀形に成形した粘土塊に斜め方向へと伸びる棒状の突起が付 く形状である。突起部分の先端

は久損している。内外面ともに丁寧なナデ調整である。匙形土製品であろうか。283は、外面にヘラ

状工具によって、円弧と直線を組み合わせた線刻を施す。内面はナデとスジ状の圧痕が認められる。

中空になる土製品と考えられるが形状は判然としない。

石刀

284は、石刀である。断面精円形を呈し、各面に擦痕が残る。先端部は丸 く仕上げられている。285は、

石刀の基部である。斜格子文と弧線文を有するいわゆる「橿原型石刀」である。いずれも粘板岩製。
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7)馬場川遺跡第20次調査出土人骨について

安部 みき子
(大阪市立大学大学院医学研究科器官構築形態学講座)

東大阪市に位置する馬場川遺跡の縄文時代後晩期の遺構から人骨が出土した。人骨はいずれも土坑

内から出土しているが、埋葬様式は土葬と火葬の 2様式あった。土葬人骨の保存状態は非常に悪 く、

骨格の輪郭が分かる程度の遺存状態であり、火葬人骨は白色を呈し小片の塊状で出上した。

北 トレンチ

第11層上面

土B

埋葬様式は土葬で、頭位は東南東である。頭骨は輪郭の

みで、頭骨に近い位置で上肢と思われる骨が 2か所に見ら

れる。向かって左の塊の中で約10cmの長骨が遺存してお

り、鎖骨と推測される。上肢の尾側には肋骨と思われる長

骨片が十数点みられる。肋骨の尾側には下肢と思われる骨

があるが、部位の同定はできなかった。また、埋葬時の姿

勢は判断できなかった。

土 C

埋葬様式は土葬で、頭位は北東である。遺存している骨

は頭骨の輪郭と、四肢骨の長骨と思われる骨の輪郭であり、

部位は同定できなかった。埋葬時の姿勢は判断できなかっ

た。

土D

埋葬様式は土葬で、頭位はほぼ東である。遺存している

骨は頭骨が輪郭で、頭骨に近い位置で肋骨と思われる長骨

が数点重複してみられる。上肢 と思われる長骨の骨幹部

もわずかに遺存 している。また、頭部の対極には長さ約

27cmの長骨がみられ、左右は不明であるが、その形状か

ら大腿骨の骨幹と思われる。この骨の両端の下層にも骨が

見られるが、部位の同定はできなかった。

骨の出土状態が悪かったため正確な埋葬時の姿勢は判断

できないが、大腿骨の位置と土坑の大きさから推測して、

下肢を屈曲していたと推測される。

LI

埋葬様式は土葬で、頭位はほぼ東である。遺存している

骨は頭骨の輪郭のみであった。

0       50cm  ■ I

I         I

第49図 北 トレンチ土坑墓平面図

ぽ弓ぎ

鱒

^
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第 9層上面

土二

埋葬様式は火葬である。出土骨は白色

を呈し、クラックや歪も大きく、小片と

なっており、火葬温度が高かったと推定

される。

出上部位はほぼ全身におよぶが、同定

できた部位は少なかった。頭骨は頭蓋冠

を構成する骨の破片が多数みられた。特

に、前頭骨の冠状縫合の正中に近い破片

は厚く、左側頭骨の乳様突起は大きかっ

た。胸骨の体の上部が出上している。上

肢の右側では、肩甲骨の肩甲棘基部、上

腕骨の結節間溝周辺約 5cm、 第 1中手

骨が遺存し、第 2中手骨と第 3中手骨の

遠位端は破損していた。第 1中手骨の近

位関節面の周囲には骨関節症と思われる

骨増殖が見られた (第51図 )。 第50図 に

は記載していないが近位部破損の中手骨

1点 と両骨端が破損していたため左右不

明の中手骨 1点、指の骨が 6点出土して

いる。左側では、鎖骨の外側1/3周 辺、

上腕骨骨幹遠位部約 2cmと 上腕骨滑車

がみられた。下肢の右側は、前面都内側

第50図 北 トレンチ土二出土火葬人骨の確認部位 (ト ーン部分 )

部が破損している膝蓋骨、腫骨の近位端が雁骨祖面に上部まで遺存し、足根骨では距骨が滑車のみ、

踵骨が中・後距骨関節面周辺のみ遺存していた。左側は腸骨の仙骨盤面の一部と、踵骨の中・後距骨

関節面周辺、第 1中足骨の頭部のみ遺存していた。また、左右不明の大腿骨の骨幹後面約 9cmが見

られたが、第50図 には記載していない。

性および年齢

性の判定は、火葬時の骨の収縮を考慮しても、乳様突起の大きさや前頭

骨の厚みから、男性と推測される。年齢は、頭部の縫合が閉鎖しており、

右第 1中手骨の近位関節面の骨増殖から老齢と推測される。右第 1中手骨

の骨増殖は母指手根中手関節症である可能性が高い。

南 トレンチ

第10層

第10層からも人骨と思われる骨格が遺存しているが、何れも輪郭のみで、

かった。

第51図 右手第 1中手骨

骨の部位の同定はできな

一

―
―
‐
―
―
―
―
―
‐Ｉ
Ｌ
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8)ま とめ

第20次発掘調査を通して、馬場川遺跡の基礎的な内容を少しではあるが明らかにすることができた。

ここでは、今回の調査で得た成果を列記してまとめとしたい。

北 トレンチ第 3～ 6層

第 3層からは、江戸時代後期の磁器が出上した。第 4層からは、土師皿、弥生土器、縄文土器が出

土した。形成されたのは江戸時代である。第 5層から遺物は出土しなかったが、上面において弥生時

代後期後葉の竪穴住居を検出しており、これ以前に形成されたものである。第 6層からは、篠原式の

縄文土器が出土した。縄文時代の遺物を含むが、下層である第 7層が弥生時代前期以前であることか

ら、少なくとも弥生時代前期以降に形成された層である。

北 トレンチ第 7層

第 7層からは、宮滝式・滋賀里 I式・篠原～滋賀里Ⅳ式の土器が出土した。

北 トレンチ第 8層

第 8層からは、北白川下層Ⅲ式・元住吉山 I式 。宮滝～滋賀里Ⅳ式の上器が出上した。

北 トレンチ第 9層

第 9層からは、宮滝～滋賀里Ⅳ式の上器が出上した。

北 トレンチ第10層

第10層からは、元住吉山 I式～滋賀里 I

を施した体部片が出土しており、滋賀里Ⅲ

北 トレンチ第11層

第11層からは、元住吉山 I式～滋賀里 I

を施した体部片が出土しており、滋賀里Ⅲ

式の上器を図化した。この他に図化していないが、ケズリ

a～篠原式の時期と思われる。

式の上器を図化した。この他に図化していないが、ケズリ

a～篠原式の時期と思われる。

南 トレンチ第 7層

第 7層からは、

南 トレンチ第 9層

第 9層からは、

上している。

南 トレンチ第10層

第10層からは、

片が出上しており

南 トレンチ第11層

第皿層からは、穂谷式・元住吉山 I式・篠原式の土器を図化した。図化していないが、ケズリを施

した体部片、平底があり、篠原式と思われる。

南 トレンチ第12層

第12層からは、縄文時代後期末と考えられる深鉢が 1点のみ出上した。

石器について

石核 。剥片が多く認められ、敲石や台石も出土していることから、石器の製作が行われていたこと

は確実である。しかし、第 2・ 3表のように石器製作遺構や石器集中部については判然とせず、その

実態については不明確である。石器の検討を行った結果、剥離を行っていない原石が運び込まれてい

ることが半J明 した。当遺跡へは10cm以下の円礫である原石が逗び込まれ、それを素材として石鏃や

石錐といった製品を製作していたのである。また、ポット・リッド状の破砕面を持つ破片を42点確認

宮滝～滋賀里Ⅳ式の土器が出土した。

篠原式の上器を図化した。この他に図イとしていないが、宮滝式、篠原式の土器が出

元住吉山 I式・宮滝式の土器を図化した。図化していないが、ケズリを施した体都

、滋賀里Ⅲ a～篠原式の時期と思われる。
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することができた。熱破砕による破片については不明な点が多く詳細は不明であるが、量は多い印象

を受けた。

理化学的な分析を行っておらず肉眼観察の結果ではあるが、二上山北麓産サヌカイト:金山産サヌ

カイト=2050:122で 、金山産サヌカイトの割合は5%である。

最後に、現段階における馬場川遺跡の概要について述べておきたい。

まず、集落の開始時期であるが、早期前半・前期中葉～後葉 。中期の上器が数点出土している。た

だいずれも包含層や遺構の混入であり小破片であった。 5)で記した以外にも、第 1次調査 G・ H・ I・

Jにおいて表採された北白川下層Ⅱb式 (284)の土器がある。当該時期の遺構や遺物は、周辺の遺

跡でも発見されておらず、当遺跡内で営まれた生活の結果であると判断したい。現時点において出土

する場所は、第 1次 C El・ 第20次 といった遺跡範囲の中央部に限られる。以上のことから、早期前半・

前期中葉～後葉 。中期に断続的ながら中央部において土地が利用されていたと判断できる。

中期末～後期初頭の上器は、第 5次 0を 中心とした西側から出土する。遺物の出土量も多く、集落

域が西側に広がっていたと考えられる。

後期前半の土器は、第 1次 併El・ 第20次で出土した。出土量は少ないが、破片は大きくローリン

グを受けている様子は認められない。中央部での土地利用が考えられる。

後期後半には、追跡中央部である第 1次 F・ G・ H。 第20次で土器の出土をみる。遺構は検出され

ていないが、遺物の量も多く中央部に集落域があったと考えられる。

後期末から晩期中葉にかけては遺物の量がさらに増え、当遺跡で最も盛行していた時期となる。地

点によって出土する遺物に時期差があり、時期によって生活域の中心が異なるようである。

後期後葉から末は、第 1次 F・ G・ H・ I。 」・K。 第20次を中心とした中央部での出土が多い。明

確な遺構はいまのところなく、第 1次 13の下層で検出した竪穴建物がこの時期となる可能性がある。

晩期前葉は、第 1次 F・ G・ H・ I・ 」・第 6次の遺跡中央部から第 8次の遺跡北側にかけて多く土

器が出土する。第 1次 F・ GoH・ I・ 」。第 6次で検出した多くの遺構は、晩期前葉から中葉であ

る可能性が高く、中央部と北側に居住域が広がっていたと考える。第20次では、土壌墓と土器棺墓と

いう違いはあるが、一貫して墓域として機能していた。S-2では、竪穴建物の後に土媛墓が営まれて

おり、居住域と墓域の境界がこの辺りとなるようである。

晩期中葉は、中央部である第 3次調査Dl。 第20次調査、そして、遺跡南側の第13次で土器が集中

して出土する。第13次で検出された土媛墓と第20次の調査地点は約100mの距離があり、一連の墓域

として捉えられるのか判断できない。また、最も東側に位置する第18次でも少量であるがこの時期の

遺物の出土をみた。それぞれの関係がいかなるものとなるか調査の進展を待って結論を出したい。

以上をまとめると、晩期前葉には第 1次 Fを中心とした地点に居住域が広がり、第20次地点には墓

域が広がっていた。そして、S2で重複する空間を有するが基本的には居住域と墓域は分離していた

と考えられる。また、晩期前葉には散在的であった埋設土器は、晩期中葉には一箇所に集中するよう

である。

晩期後葉は、第 1次 C・ 第11次 A。 第20次の中央部と遺跡北側の第

19次で遺物が出土する。しかし、後期後葉～晩期 r

かなり少量であり、当該時期の遺構は検出できてヽ

ているが、晩期中葉のころにいた大半の人々は、す
17906

る鬼塚遺跡へと移っていったと考える。
第52図 第1次調査表採遺物

縄文時代晩期末から弥生時代後期中葉までの上器が出土していない      (1/3)
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ことから、人の居住はなかったと考えられる。次に人の生活痕跡がみられるのは、弥生時代後期後葉

から古墳時代前期前半にかけてである。

弥生時代後期後葉では、中央部の第20次において竪穴建物を検出し、庄内期にはやや南側の第4次

Uで井戸を検出している。古墳時代前期前半にはさらに南側の第 3次Tで土器が出土した。
これ以降の遺物は第17次で出土するがほとんどなく、飛鳥時代以降は北側に立地する北屋敷遺跡ヘ

と中心は移っていったものと考えられる。
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1.北 トレンチ第 8層出土縄文土器 深鉢・浅鉢
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北 トレンチ第9層出土縄文土器 深鉢・浅鉢
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北トレンチ第10層出土縄文土器 深鉢・浅鉢・注目土器
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北 トレンチ第10層出土縄文土器 深鉢・浅鉢・注目土器
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1.北 トレンチ第 10層 出土縄文土器 深鉢・注口土器

2 北 トレンチ第 11層 出土縄文土器 深鉢・浅鉢
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北トレンチ第11層出土縄文土器 深鉢
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1.北 トレンチ第 9～ ■層出土縄文土器 深鉢・浅鉢・注目土器

2 南トレンテ第 7層出土縄文土器 深鉢
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1.南 トレンチ第 7・ 8層 。第 9。 10層出土縄文土器 深鉢・浅鉢
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2.南 トレンチ第 9層・第 10層・第 11層 出土縄文土器 深鉢・浅鉢
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1 北トレンチ第 9～ 11層出土縄文土器 注口土器

2.北 トレンチ出土土製品 土偶・球状土製品・棒状土製品・ミニチュア土製品
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晟

1 包含層・遺構出土石器 石鏃

2 包含層 。遺構出土石器 石鏃・石錐 。石鏃未製品 。楔形石器 。二次加工ある剥片・剥片
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1.包含層・遺構出土石器 スクレイパー

2 包含層 。遺構出土石器 スクレイパー・微細剥離痕ある剥片
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1.包含層・遺構出土石器 石棒・石刀・石斧
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2 包含層・遺構出土石器 大型石棒・台石・磨石・敲石
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2.既掘調査出土土製品 棒状土製品・ミニチュア土製品・半球状土製品・不明土製品
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第 3章 国史跡河内寺廃寺跡 。河内寺跡の調査

1)は じめに

国史跡河内寺廃寺跡は、東大阪市河内町に所在する飛鳥時代から鎌倉時代にかけて存続した寺院址

である。寺跡は生駒山地西麓の傾斜地、扇状地に立地する。現在の地表面の標高は27m前後を測る。

これまでの調査の結果、河内回河内郡の郡領氏族河内直 (連)一族の創建にかかり、四天王寺式の伽藍

配置を持つ古代寺院であることが知られている。伽藍地は南北 (推定講堂―推定中門の芯芯距離)で

93m、 東西 (回廊の芯芯距離)で43mの規模を持つと推定されている。

昭和42年 (1967)か ら49年 (1974)|こ寺跡の範囲確認の調査が行なわれ、金堂基壇や回廊が検出された。

その後、伽藍外で小規模な調査が行なわれたのみで、約40年が推移した。平成16年 (2004)の調査で塔

跡の基壇や礎石が発見された。これらの残存状態が良好であったことから、東大阪市教育委員会では

寺跡の現状保存について、文化庁、大阪府教育委員会と協議を重ねた。協議の結果、公有化による現

状保存の方針が決定され、まず東大阪市土地開発公社において、平成16年度から同18年度にかけて塔

跡とその周囲の伽藍推定地を先行取得した。塔跡基壇の発見により、昭和40年代の調査で検出した金

堂・回廊の再確認と、従前の伽藍配置案の再検討、再確認調査の成果にかかる評価などを行うため、

先行取得と前後して、第三者機関である「河内寺跡調査指導委員会」 (委員長大脇潔近畿大学文芸学

部教授、以下、調査指導委員会とする)が平成17年 11月 に設置された。

孤塚遺跡 出雲井遺跡群
噸

Ь呻勁

臼

Ｍ
浦

跡群

十ヽ
山遺坊
平
客
Ｖ

市立縄手東小学校

「
7k茫氏亀断,

国史跡

河内寺廃寺跡

第 1図 国史跡河内寺廃寺跡とその周辺の遺跡
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東大阪市教育委員会では、調査指導委員会の指導・助言を得つつ、再確認した金堂
。回廊の各基壇

および塔基壇の規模を確定し、これまでの調査で出土した軒瓦ほかの遺物を再検討し、調査成果を総

括した。成果の総括にあたっては、調査指導委員会委員から指導を仰いだ。その際、調査指導委員会

から寺名を「河内寺廃寺跡」とする旨の助言があった。これらの成果を一書にまとめ、 F河内寺廃寺

跡発掘調査報告書J(以下、報告書とする)と して発刊した。平成19年 7月 、文化庁へ報告書および国

史跡指定申請書を提出、同年11月 に文化庁文化審議会にて国史跡指定の答申があり、翌20年 3月 28日

付けで、河内寺廃寺跡の伽藍地2092.82∬が正式に国史跡の指定を受けた。

平成20年度には、文化庁との協議により、市土地開発公社取得用地を国庫補助事業で東大阪市へ買

い戻すことが決定された。種々の手続きを経て、同年度で伽藍地全域が東大阪市の所有管理となり、

現状保存と公有化が完了した。

2)「河内寺廃寺跡整備委員会」の設立と河内寺廃寺跡第19'20次発掘調査に至る経過

平成21年度には、今後の整備計画を策定し、整備事業を円滑に推進するため、第三者機関である「河

内寺廃寺跡整備委員会」 (以下、整備委員会とする)を同年12月 29日 付けで設置した。設置については、

河内寺廃寺跡が地域住民にとって親しみやすいものにすること、市民が活用する史跡にすることがそ

の目的とされた。整備委員会の委員は次のとおりである(敬称略)。

委員長 大脇  潔 (近畿大学文芸学部教授 。東大阪市文化財保護審議会委員)

委員  増渕  徹 (京都橘大学文学部教授 )

委員  菱田 哲郎 (京都府立大学文学部教授 )

委員  箱崎 和久 (独立行政法人国立文化財機構 奈良文化財研究所都城発掘調査部遺構研究室

室長)

事務局 東大阪市教育委員会社会教育部文化財課

河内寺廃寺跡の整備計画については、まずその策定に必要なデータを収集するための発掘調査、確

認調査の実施が急務となった。発掘調査、確認調査を平成21年度と同22年度の2ヵ 年にわたって実施

することになった。調査 トレンチの箇所や位置については、事務局原案のもと整備委員会で検討して

決定した。データを収集するための調査の課題については、以下の点が討議された。

(1)金堂の建物規模の確定

(2)金堂と回廊の取り付き箇所の確定

(3)塔一金堂一回廊の旧地表面の確認

(4)特に東西斜面地における伽藍造成の様相の確認

(5)塔心礎の検出

これらの課題を検討するため、平成21年度では推定西面回廊と金堂との取 り付き推定部 (A地区)を 、

平成22年度では金堂基壇 (B地区)、 塔基壇の東側部分 (C地区)について調査することとなった。なお

調査年度は2ヵ 年になっているが、混乱を避けるため、上記A地区、B地区、 C地区の仮称をそのま

ま踏襲して、以下その調査成果の概要を記述する。なお、これまでの調査成果の一覧については前記

報告書を参照されたい。整備委員会の検討と同意を得て、平成22年 1月 14日 付けで文化庁に対し、発

掘調査、確認調査の実施に伴う「史跡現状変更許可申請書」を提出した。文化庁は、平成22年 2月 19

日付け21受庁財第 4号の844を もって許可された。第19次調査 (A地 区)は平成22年 3月 11日 から3月

23日 までの 8日 間実施した。第20次調査 (B地区・C地区)は平成22年 5月 10日 から6月 18日 までの29

日間実施した。調査面積は3地区合計で196.3∬ となった。
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3)河内寺廃寺跡の立地と周辺の歴史的環境

本項については、先の報告書でも記述したが、今回の調査成果と密接に関連する箇所が少なくない

ため、その概要を再説しておきたい。

東大阪市の東部は生駒山地の西麓部にあたり、緩やかな傾斜面をなす東麓部と比べ、急峻な傾斜面

が見られる。このため山あいを流下する小河川が発達している。生駒西麓部でやや南部に位置する客

坊谷もその一つで、標高約70mの地点に扇状地の傾斜変換線が巡っている。扇状地斜面は標高110～

65mの上位面、20mま での中位面、 6mま での下位面に区分されている。この区分に拠れば、河内

寺廃寺跡は扇状地の中位面に立地することになる。客坊谷の堆積地形は、山地斜面の風化物質に由来

する崩積性堆積物と客坊谷及びその支谷からの上石流堆積物から構成される。土石流堆積物はその立

地環境から幾度となく形成されたことが予想される。これは客坊山遺跡群の調査でも推定されている。

河内寺跡第 5次調査の成果から、13世紀後半から14世紀初頭の時期にも大きな堆積があったことが推

測される。

河内寺廃寺跡をはじめ各時期の遺跡が密集する東大阪市東部は、律令制下の河内国河内郡にあたる。

ここでは、河内寺廃寺跡の周辺の遺跡について、寺院伽藍築成前夜となる古墳時代後期から、寺院活

動の中心時期となる奈良～平安時代前期までの歴史的環境を見ることとする(第 1図参照)。

皿池遺跡は以前から河内郡衡跡に推定されてきた。河内寺とともに河内郡大宅郷に推定されてい

る。第 3次調査 (第 1図 S-3次 )で飛 `専時代から平安時代にかけての遺物や小規模な掘立柱建物な

どが発見されている。平成17年度に実施された第 7次調査 (同 S-7次 )では古墳時代中期末の総柱

建物が 1棟検出された。総柱建物は河内寺に近接することから、築成前の在地豪族の居住域とも考え

られる。河内町458番地ではでは皿池古墳が発見された。周溝の内部から船形埴輪が出上した。船形

埴輪の存在から、被葬者は外洋の水運や軍事・外交に係わる豪族の一員が推定され、河内寺の建立者

である河内直 (連)と の結びつきを強く示唆するものと考えられる。また下水道工事に伴う第 8次調査

(同 S-8次 )で渤海三彩とされる三彩陶が出土した。三彩陶は寺院。官衡・古墓からの出土例が多 く、

河内寺あるいは河内郡衡と直接関連する資料である。

河内寺廃寺跡の東方には、客坊廃寺が所在する。寺号は現在不詳であるが、付近を描いた山絵図

には「法性寺」と字名が記されている。客坊廃寺は標高75～ 110m前後に位置する山岳寺院である。

これまでの調査で、斜面を雛壇状に造成し、石垣を積んで整地した各段が発見され、その上面で、瓦

葺建物の基壇、礎石、掘立柱建物、小規模な園地、石組穴蔵などが検出されている。10世紀代の黒色

土器台付壺を所用した蔵骨器と火葬墓が発見されている。時期的な検討から河内寺に関係した人物に

伴うものかとする説もある。文献史料から南山城の浄瑠璃寺と関係する天台系寺院であったことが知

られている。出土した瓦には平安時代後期から鎌倉時代のものが主体を占め、室町時代のものも認め

られる。寿永 2年 (1183)、 和泉国大鳥郡の瓦大工が客坊廃寺所用瓦を製作したことが記された軒丸瓦

がある。河内・和泉の瓦生産を知る上で重要な資料である。河内寺廃寺跡の単弁十三葉蓮華文軒丸瓦

(軒丸瓦Ⅱ類 ―白鳳時代)が客坊廃寺で、客坊廃寺の均整唐草文軒平瓦 (軒平瓦Ⅸ類 ―平安時代後期)が

河内寺廃寺跡で、それぞれ出上しており、平安時代以降、二寺は強い紐帯にあったことが窺える。

なお、ここで河内寺廃寺跡と河内寺跡の関係について付言しておきたい。前記の経過から、河内町

に所在する古代寺院の寺名は史跡指定申請以来、「河内寺廃寺」とし、その寺跡を「1可内寺廃寺跡」とし

ている。現在、伽藍外の建物・施設が未検出であることから、「河内寺廃寺跡」の範囲は伽藍内部 (史

跡指定地)に限定している。いっぽう、伽藍外の埋蔵文化財包蔵地については、河内寺廃寺跡と区別

し「河内寺跡」としている。このため、伽藍外の調査については「河内寺跡第0次調査」と表記した。
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20次調査の概要 とその成果

-322401

B地区     1

① 調査の目的・方法と各地区の層位

前記したように、今回の調査にあたっては、

今後の史跡整備計画の策定や整備工事の実施に

向けて、基礎的なデータ収集を行うことが目的

とされた。史跡指定時に作成した報告書では、

塔 。金堂 。東回廊の各基壇の規模、塔 。回廊の

建物規模などを明らかにしえたが、前々項の整

備委員会で指摘された事項については残課題と

なった。とくに、金堂建物の規模の確定や金堂・

回廊の取り付きの問題については、喫緊の課題

である。このため、 3地区を設定して課題の解
決を図ることとなった。まず、各地区の設定目

的について記しておきたい。

A地区 東面回廊は第 2次調査の北端部まで
礎石が確認されたことから、その地点まで連続

することは自明である。また、第 3次調査地で

は東面回廊が検出されず、その間隙で、屈曲し

て金堂に取 り付くことが予想される。このため、

第14・ 15次調査で東面回廊側にトレンチを設け

て、回廊の屈曲部ないしその痕跡を確認しよう

としたが、その トレンチでは、調査前の地表面

が東面回廊より低 く、現代の耕作や造作の影響

-148450

-148430

-148440

により。明確な痕跡を確認することができなかった。そこで、今回は金堂と北面回廊 (西 )と の接続推

定箇所にトレンチを設定して、取り付きの痕跡を確認しようとした。なお、旧の第15次調査 H地区
を拡大した箇所である。整備委員会の指導を受けて、A地区トレンチの西側と南狽1を拡大して調査を

進めた。

B地区 金堂については、その基壇上面のレベルが塔・回廊のそれより下位にあり、旧地形による
傾斜面の影響も大きいため、既往の調査とその成果の検討で基壇規模について推定できたが、金堂建

物の規模や回廊との取り付き箇所については、不明なまま課題が残される結果となった。基壇規模は、

今回の調査では、金堂建物の規模を確認するため、伽藍中軸線の東側と西側に トレンチを各 1本ずつ

設定し、須弥壇及び基壇上面付近の上層堆積状況を確認かつ把握するため、上記 2本のトレンチを南

北に繋いだ トレンチを設定した。

C地区 第11次調査で、塔基壇が乱石積であることを確認したが、調査 トレンチの制約から、創建
時基壇と拡張した基壇との関係について、合理的な解釈は課題となった。外周の階段については、南

面階段を検出したが、他の外周に階段が付くかどうかは不明であり、その確認が必要となった。塔心

礎については、前記の調査で排土置場との関係からそれ以下の掘削を断念した経過があり、その有無

確認は整備計画事業の根幹をなすことから、その上面までを把握することを目的とした。このため、

トレンチは塔心礎推定位置から逆 L字形とした。

今回の調査にあたり、河内寺廃寺跡が国史跡であることから掘削作業は慎重かつ限定的に行った。

C地 区
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まずA地区・B地区の調査は、現在の地表面から、全て人力で掘削し遺構や遺物の検出を図った。C

地区では、現代の石垣と巨礫を含んだ盛土層の除去作業に重機を使用したが、それ以下の掘削は全て

人力で行った。各地区で土坑状の掘 り込みを検出したが、整備委員会および大阪府教育委員会の指導

を得て、遺構輪郭の検出と遺構内埋土の観察・記録のみを行い、遺構内部の掘 り下げは行っていない。

次に各地区の層位について記す。なお基本層位は今後刊行予定の整備報告書に委ね、ここでは地区

ごとに、その地層堆積状況をそのまま記述する。土壌の粒子区分の単位については適宜□を挿入した。

A地区

第 1層 緑黒色 (10GY2/1)粗粒砂混じリシルト。根幹が多く遺存。耕土層。

第 2層 暗オリーブ色(5Y4/3)粗粒砂混じり極細粒砂。床土層。本地区の西側と南側では第2層を切り
込む地層を2層分確認した。これを2L層、 2｀ 層とした。また東側では第2層の下部で2"層を検出した。

第 2L層  暗緑灰色 (7.5GY4/1)粘 質シル トに暗オリーブ色 (7.5Y4/3)シ ル トがブロック状に混入。

過去の調査地点図のつきあわせにより、第 1次調査の旧 トレンチの埋戻し上である。

第 2ぺ 層 緑黒色 (10GY2/1)粗粒砂混じリシルト(第 1層 )を主体として、暗オリーブ色 (5Y4/3)粗
粒砂混じり極細粒砂 (第 2層 )が混入する層である。第 2L層が旧トレンチの埋戻し上であることから、

昭和42年の調査以降に堆積した層である。

第 2"層 緑黒色 (10GY2/1)粗 粒砂混じリシルト(第 1層 )と 暗オリープ色 (5Y4/3)粗粒砂混じり極

細粒砂 (第 2層 )の混合土層である。

第 3層 金堂基壇外の堆積層である。 3層に区分できた。区分の基準は旧の第15次調査 H地区の

それに準拠した。

第 3A層 暗オリーブ色 (5Y4/3)[中礫～細礫]混 じり極細粒砂。 トレンチ東側の一部ではこ

の層のブロック土があった。これを第 3A′ 層とした。

第 3A′ 層 暗オリーブ色 (5Y4/3)[中礫～細礫]混 じり極細粒砂 (第 3A層 )を主体に第 5層

がブロック状に混入する層。

第 3B層 暗オリーブ色 (5Y4/3)シル ト。細礫を少量含む。土師器、須恵器、瓦片を包含する。

中世期の瓦が多数みられた。KWH8(均整忍冬唐草文軒平瓦、第 8図 9)が出土した。

第 3C層 灰オリーブ色 (7.5Y4/2)シ ル ト。10cm前後の大礫を多量に含む。中世期の土器・陶磁器、

瓦片を包含する。KWM6(巴文軒丸瓦、第 8図 3)、 青磁椀 (第 9図 13)、 瓦質土器羽釜脚部 (同 14)

が出土。14の年代観から堆積時期は15世紀以降と考えられる。

第 4層 黒褐色(2.5Y3/2)粗粒砂混じリシル ト。炭化物多量に含む。瓦器椀と須恵器杯蓋・杯身・

無蓋高杯 (第 9図 15～ 17)が出土。ただし瓦器椀は小片で所属時期が限定できない。

B地区

第 1層 暗緑灰色 (10GY3/1)極細粒砂～シルト。耕土層。

第 2層 褐色(7.5YR4/4)粗 粒砂混じリシルト。床土層。近世期の染付け椀が出土。 B地区北側 (B
-3区)では、旧の第 3次調査第 Iト レンチの埋戻し上が遺存していた。これを第 2｀ 層とした。

第 3層 金堂基壇の上面を広 く覆う層である。灰オリーブ色 (5Y4/2)細粒砂～シル ト。須恵器が

出土したが小片で時期が判断できない。KWH16(唐草文軒平瓦、第 8図 12)が出土した。B-2区 の

北と3区で、第3層を切りこむ層(第 3｀ 層)と第3層の下部に堆積層2層 (第 3A層・第3B層 )を検出した。

第 3｀ 層 灰オリーブ色 (5Y4/2)細粒砂～シルト(第 3層 )を主体に、褐色(7.5YR4/4)粗 粒砂混じ

リシルト(第 2層 )が少量混入する層である。

第 3A層 灰色 (5Y4/1)シ ルト。
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第 3B層 暗灰黄色(2.5Y5/2)粗粒砂混じリシル ト(第 5層 )に灰色 (5Y4/1)シルト(第 3A層 )

が混入する層である。

第 4層 金堂基壇外の堆積層である。褐灰色 (10YR4/1)粗粒砂混 じリシルト。土師器、須恵器を包

含。土師器杯 (第 9図 18)が出土。

第 5層 暗灰責色 (2.5Y5/2)粗粒砂混じリシルト。金堂基壇面上面の土層である。B地区の南東側 (B
-1区 )では第 5層の土質が漸次的に変化し、 2層に区分された。これを第 5A層、第 5B層 とした。

第5A層 極暗褐色(7.5YR2/3)粘 土質シルト。層厚が極めて薄く、5cmほ どしか遺存 していない。

第 5B層 オリーブ褐色 (2.5Y3/3)シ ルト混じり細礫。

B地区は、過去の第 1次調査、第 3次調査の既調査旧 トレンチを含む箇所で、現代の耕作面が基壇

上面近くまで及んでいることもあり、遺物の出土は稀少で、かつ限定的であった。

C地区

第 1層 暗緑灰色 (7.5GY4/1)粗 粒砂混じリシル ト。 C-1区 の東側では塔基壇から大きく離れて

耕土層をなすが、塔基壇部では大礫や現代製品が多 く混じり、盛土層となる。現代製品を含む層まで

を第 1層 とした。KWM2A(単弁十三葉蓮華文軒丸瓦、第 8図 1)。 同2B(単弁十三葉蓮華文軒丸瓦、

同 2)。 KWH3(偏行唐草文軒平瓦、同 7)な どが出土した。

第 2層 黄褐色 (10YR5/6)粘 土質シル ト。前記と同じくC-1区 東部では床土層。塔基壇部では、

基壇上面層を広 く覆う堆積層である。壁断面 i一 j間では 2層 (第 2A層 。第 2B層 )に区分できたが、

j― k間では大礫の嵌入が著しくなり、分層が不能となった。

第 2A層 黒褐色 (2.5Y3/2)[中 礫～大礫]混 じリシルト。下部の第 2B層に比べて礫の混入がや

や疎らで、礫間の爽雑物がシルト～細粒砂層。飛鳥～奈良時代の瓦と、微量の近世期の陶磁器片を

含む。江戸時代の盛土層である。

第 2B層 オリーブ黒色 (7.5Y3/1)砂 混じリシル ト。礫混入は密で、爽雑物は粗粒砂ないし細礫層。

飛鳥～奈良時代の瓦と、近世期陶磁器を含む。江戸時代の盛土層。

第 2層各層から出上した近世期陶磁器については、第 9図 に一部を図示した(19～ 23)。 C-1区

の中央部では第 2A層 と第 2B層の間隙の傾斜面に堆積する層が見られた。これを第 2｀ 層とした。

第 2｀ 層 オリーブ黒色 (7.5Y3/1)砂 混じリシル ト。第 2B層 とほぼ同様の層であるが、礫の混入

はやや疎らであった。KWH l(三重弧文軒平瓦、第 8図 5)な どが出土した。

第3層 【C-1区東部】暗灰黄色 (2.5Y4/2)シ ルト混じり [粗粒砂～細礫]。  【C-1区塔基壇部】
暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)中 礫混じリシルト。焼土、炭化物を含む。KWM7(巴文軒丸瓦、第 8図 4)、

KWH4(山形文軒平瓦、同 8)、 KWH13(均整唐草文軒平瓦、同11)な どが出土した。C-2区 南側で
は第2層の下部と基壇外堆積土 (第 4層 )と の間隙を第 3層 とした。 4層に区分できた。

第3A層 暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)細 礫混じリシルト。
第 3B層  暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)粗粒砂混じリシルト。
第3C層  オリーブ褐色(2.5Y4/4)シ ルト。細礫を少量含む。
第 3D層  オリーブ色(5Y5/4)シ ルト。細礫少量含む。
この分層は石列の構築順序の説明の際に再度説明する。塔基壇部の第3層各層からは多量の瓦片と

ともに、古墳時代の須恵器、瓦器椀の小破片を包含。中世期以降の堆積層である。

第4層 塔基壇外の堆積層である。オリーブ褐色 (2.5Y4/4)シ ルト。多量の瓦片を含む。須恵器、瓦器、
陶磁器を包含する。
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②塔跡・金堂跡の調査成果

この項では今回の調査で新たに明らかになった成果を示す。記述にあたり次の諸点を前提とする。

塔、金堂で礎石据付穴、同抜取穴をそれぞれ確認したが、土坑の内部を掘削していないため、いずれ

に該当するかは不明である。そこでこれらを「礎石掘形 (跡 )」 と仮称する。また北西隅を起点とし、

東西方向にA、 B、 南北方向に 1、 2、 の番号を柱通りに付けた。これは今後新たに礎石や礎石掘形

が検出されることに対応するためである。例えば北西隅の礎石 (掘形)はその交点でAlと 呼称し、規

模等の説明を行う。因みに塔、金堂ともその基壇中軸線は座標北に対して3.5° 東へ振っている。

塔 (第 6図はC地区と第11次調査地の成果を合成したもの)

礎石 (掘形)については、今回新たにC2、 C3、 C5、 D2の 4基を確認した。C2は楕円形を呈
し、長径1.39m短径0.88m以上を測る。埋土は黒灰色 (N3/0)細礫混じリシル トを主体にオリーブ黒色

(5Y3/2)シル トがブロック状に混入する層である。C3は円形を呈し、長径1.40m短径1.34mを測る。

埋土はC2と 同じ。土坑の中央から北側にかけて礫の集積がみられる。C5は礎石を伴い、円形を呈

する。長径1.57m短径1.55mを 測る。埋土はオリーブ褐色 (2.5Y3/3)シ ル ト混 じり細礫である。 C5

礎石は石の西側頂部に平坦面をもち、長軸1.03m短軸0.77mの規模である。この礎石は塔の柱間寸法

に合わず南側に張り出す。礎石平坦面のレベルはD2等とほぼ同一である。D2も礎石を伴い、円形
を呈する。長径1.35m短径1.21mを 測る。埋土は黒褐色 (10YR3/2)細礫混じリシル トである。礎石側

面の縁辺に拳大の礫を据付ける。D2礎石は中央やや南側に平坦面をもち、長軸0.87m短軸0.78mの

規模である。これら礎石掘形間の基壇上面は T,P.27.Om前後である。

塔基壇の東辺ではその傾斜を確認した。傾斜の規模は基壇東辺から裾石まで1.2mを測る。基壇化

粧の石材はその推定位置に現代の石垣が重なり確認できなかった。東側階段についても不明。ただそ

の傾斜面で基壇の版築状況を確認することができた (図版 3)。 基壇の外面には幅1.5mの石敷の大走

りが遺存していた。石敷上面からの基壇高さは約1.Omを 測る。南面階段については、第11次調査検

出例の延長が期待されたが、その痕跡は不明瞭であった。塔基壇は新たに検出した東辺の傾斜面の位

置から、10.95m(36.5尺 )と 推定できる。なお、推定の基壇ラインは第11次調査の北端拡張 トレンチで

確認した礫の集積に重なる。しかし、基壇南辺となる石列 (石列 2と する)の側面は直立しておらず基

壇の崩れが大きい。石列 2の北0。9mに やや小ぶりな礫を用いた石列 1が検出された。概ね石列 lの

側面は直立を無っており、第11次調査検出例の延長部にあたることから、石列 とが小基壇を構成する

ことが考えられる。石列 1と 石列 2の先後関係についてみてみると、まず土層では、第 5図に明らか

なように、石列 1の外面に堆積した土層は第 3A層 にあたり、石列 2の外面堆積上の第 4層の上部で

あること、石列 1の下面に瓦溜 りがあり、その瓦溜 りは石列 2を覆って連続すること、などから石列

2が乱石積の塔基壇の石材となり、石列 1が後世のものと判断することができる。

塔の初重は 3間で柱間は1.95m(6.5尺 )の等間である。これは礎石 Clの平坦面に柱のあたりが約
0.3mにわたって遺存 しているのを根拠として、礎石Al― Bl― Cl― Dlの間隔を求め、それを

もとに割り出したものである。軒の出は深く、基壇端部まで2.55m(8.5尺)を測る。

いっぽう、C5礎石は推定位置より南へ0.6m(2尺 )張 り出しており、塔初童の平面プランに合致
しない。現在まで検出している礎石の位置関係をみると、四天柱の礎石は全て抜き取られており、側

柱の礎石のみ遺存する。これらのことから塔の廃絶後に側柱礎石を再利用した中世仏堂の構築が考え

られる。その場合、石列 1を含む小基壇はこの中世仏堂に伴うものと推定される。石列 1の時期は、

第11次調査の第 3層 (基壇上面を覆う焼土を含んだ瓦溜 り)で出土した土器のうち、瓦質土器羽釜 (東

大阪市教育委員会2005、 Pl15、 第12図39)の年代観から、15世紀代以降に推定される。
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第6図 塔基壇実測図

金堂 (第 7図はA・ B地区と第 3次調査第 Iト レンチほかを合成したもの)

金堂では、これまでその建物規模復元には至っていなかった。今回の調査で以下に掲げる礎石掘形

を新たに検出した。礎石掘形の呼称は塔の場合に準じ、桁行をE、 F、 …、梁行を 6、 7、 一とした。

G6は礎石を伴い、不定形な円形を呈する。長径1.34m短径1.17mを 測る。埋土は黒色 (2.5Y2/1)

粗粒砂混じリシル トに極暗褐色(7.5YR2/3)粘 土質シル ト(第 5A層 )がプロック状に混入する層であ

る。G6礎石は長軸0.94m短軸0.66mの 規模である。礎石上面は、その西側から東側へ 5cm低 くなっ

ており、平坦ではない。H6は円形を呈する。長径1.04m短径0。93mを測る。埋土は極陪褐色 (7.5YR2/3)

粘土質シルト(第 5A層 )。 暗緑灰色 (10GY3/1)極細粒砂～シルト(第 1層 )の混合土である。第 3次調

査で一度調査の掘削が行なわれ、のちに埋め戻したものである。H7は 円形を呈すると考えられる。

長径1.17m短径0.58m以上を測る。埋土は暗褐色 (10YR3/3)細 礫混じリシルトである。土坑の中央に

礫の集積がある。19は不定な楕円形を呈する。長径1.45m短径1.28mを測る。埋土は黄灰色 (2.5Y4/1)

細礫混じリシルトである。土坑の北側ラインに沿って面を南側に向ける礫が弧状にめぐる。K9は楕

円形を呈する。長径1.35m短径1.04mを測る。埋土は 19と 同じ。H6の東に接して凝灰岩 3個から

なる礫集積がある。礫集積の掘形は溝状を呈し、長さ0.96m幅 0.30mを 測る。埋土は暗灰責色 (2.5Y5/2)

粗粒砂混じリシルト(第 5層 )を主体とし、黒色 (2.5Y2/1)細 礫混じリシルトが少量混入する層である。

2.55m(8.5尺 )
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なお後述のように、金堂の基壇上面は後世に大きく削平されたとみられ、凝灰岩が基壇削平の際に溝

状の凹みに落ち込んだ可能性もある。基壇南辺のすぐ北に検出した楕円形の上坑は、長径1.38m短径

0.54m以上を測る。図面等で位置関係を精査したが、礎石掘形とはならず、後世の所産と捉えておき

たい。これら礎石掘形間の基壇上面はT.P.25.4m前 後である。今回のA地区で金堂基壇の西辺を確認
した。基壇の傾斜面は0.9mを 測る。基壇裾部では雨落溝の痕跡は確認できなかった。

今回検出した礎石掘形と、基壇北辺の石列をもとに、建物の平面復元を考えた。まず、凝灰岩の集

積を扉国の痕跡とみて、H6-16(推 定)間 を建物の中軸線と捉えた。この中軸線は同時に南辺の長
大な階段のそれと合致している。G6-H6は 第 3次調査の成果から3.3m(11尺 )と されているので、
これを桁行中央間とした。いっぽう、基壇北辺の石列と扉口との間1.5m(5尺 )を石列とG6-H6
との間隔とした。この1.5mを 軒の出として、基壇の南辺・東辺・西辺に割 り付けると中央間 3間の

東西に脇間各 2間が復元できた。中央間は等間の 3間で柱間3.3m(11尺 )である。脇間は東西に各 2

間で柱間2.4m(8尺 )である。梁行は中央間 2間、脇間各 1間である。中央間は等間で柱間3.75m(12.5

尺)、 脇間の柱間は2.4m(8尺 )を測る。この結果、平面形式は桁行 5間、梁行 2間の身舎の四面に庇

がつくものと復元でき、桁行 7間 (19.5m)梁行 4間 (12.3m)の 規模となった。

金堂建物の復元作業を通じて、基壇の規模に若干の変更が生じることになった。このため、基壇北

辺の石列と南辺とを同一面で検出し、その規模を計測した。その結果、東西22.8m(76尺 )、 南北156m(52

尺)の補正値が得られた。南側階段の痕跡となる0.6m(2尺 )の石の張 り出しは長さ11.25m(37.5尺 )を

測る。

金堂基壇上面のレベルと塔基壇上面とは、今回の調査でも1.6mの 比高をもつことが判明した。こ

のレベル差については、

(1)G6の 礎石上面には傾斜があり、扉口とした凝灰岩の中心線 (復元した建物ライン)が G6礎石
の北端に接するのみで、G6礎石は原位置をとどめていないこと。
(2)第 5図に示したように現代耕土層から基壇上面までが約0.3mと 浅く、基壇上面を覆う第 3層か
ら新出の KWH16(唐 草文軒平瓦、平安時代後期、第 8図 12)が出土しているが、第 3層からの遺

物の出土は微量で、同層の堆積時期は遺物の年代観より大きく下ることが推定されること。

(3)礎石掘形の遺存状態が悪く、今回の調査においても、礎石掘形の推定位置で確認できないもの
があること。

などの理由により、基壇上面が大きく損なわれたことが推定される。金堂基壇上面の復元レベルに

ついては、今後、塔基壇と金堂基壇とを繁ぐ箇所にトレンチを入れ、旧地表面 (旧境内面)を確認して

その推定を行うことが必要となる。なお、 B地区の調査で KWH16が出上したことにより、金堂廃絶
の時期について新たな所見を得ることができた。

金堂と回廊の取 り付き(第 7図、A地区)

A地区の調査で、約4.6mに わたって、金堂基壇の傾斜面を確認した。回廊の取 り付きの痕跡がこ

の範囲に現れるとみて、 トレンチを設定したが、基壇傾斜面の外部約4.4mの範囲では、取 り付きの
痕跡を見出すことはできなかった。基壇傾斜面外において、南北方向の幅約0.5mの石敦を検出したが、

石敷の方向は金堂基壇西辺のラインと平行せず、基壇との関係は不明であり、後世の所産と考えられ

る。A地区の西南隅近くで東西方向の石敷とそれに連なる落ち、その南側で径0.8mの ピットを検出

した。石敷と落ちを回廊基壇の北辺とみると、回廊基壇が金堂基壇外の南側へ大きくずれ込むことに

なることから、これらについても回廊基壇の痕跡と見ftけ ことができない。
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5)出土遺物 (第 8。 9図 図版 5。 6)

今回の調査では、コンテナ約150箱分の遺物が出土した。大部分は瓦であり、瓦以外の遺物は少な

かった。軒丸・軒平瓦は、 (東大阪市教育委員会2007)の分類に準拠し各類型の数量を提示する。土器

は、時期が判明するものを抽出し、各地区の層位の年代を捉えることを目的とする。

軒九・軒平瓦

出上位置は、A地区第 3B層 (9)、 A地区第 3C層 (3)、 B地区第 3層 (12)、 C地区第 1層 (1・

2・ 7)、 C地区第 2層 (6)、 C地区第 2′ 層 (5)、 C地区第 3層 (4・ 11)、 C地区第 3層上面 (8)、

C地区旧石垣裏込土 (10)である。

KWM2A(1)

単弁十三葉蓮華文軒九瓦。 1+6の蓮子がめぐる。外区外縁は素文、内縁は珠文がめぐる。外区外

縁に圏線をもつ。

KWM2B(2)

単弁十三葉蓮華文軒丸瓦。KWM2Aと 文様構成は同じであるが、外区外縁に圏線がなく、外区の

珠文が KWM 2Aよ りも数が多い。
KWM6(3)

巴文軒丸瓦。巴頭部はまるく、左廻 りの巴文である。

KWM7(4)
巴文軒丸瓦。巴頭部はまるく、右廻 りの巴文である。

KWHl(5)
三重弧文軒平瓦。凸面に格子のタタキを施し、凹面に本目圧痕が残る。

KWH2(6)

変形重弧文軒平瓦。顎部から凸面にかけて、×文と○文の文様帯を配する。凹面には布目圧痕が残る。

KWH3(7)

偏行唐草文軒平瓦。外区、脇区に太い鋸歯文が巡り、内区に左偏行の唐草文を施す。

KWH4(8)

山形文軒平瓦。外区、内区ともに素文である。凹面に布目圧痕が残る。

KWH8(9)

均整忍冬唐草文軒平瓦。宝珠形の中心飾 りから忍冬唐草文が伸びる。主茎との結節の結び付けは珠

点で表す。

KWH12(10)

均整唐草文軒平瓦。中心飾りに下向き枝葉を持ち、外区、脇区に密な珠文を施す。唐草文は4回反

転である。

KWH13(11)

均整唐草文軒平瓦。外区、脇区の珠文は KWJ12に比べやや疎。唐草文は 3回反転である。

KWH16(12)

今回、新たに発見された型式でありKWE16と する。瓦当面下部を欠損しているが、唐草文軒平瓦

と考えられる。内区に、断面三角形の唐草文が認められる。外区に文様がなく、内区外縁に断面三角

形の圏線が 1条めぐる。凹面には布目圧痕が残るが、凸面は残存状況が悪く調整は不明である。平安

時代後期。
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第8図 河内寺廃寺跡第19。 20次調査 出土軒丸瓦・軒平瓦実測図

第 1表 各地区の軒丸瓦・軒平瓦出土数

A地区 B地区 C地区

KWM2A 0 5

KVば 1ヽ2B 1 0 3

KWM6 1 0 0

KWM7 1 0 1

KヽVHl 0 2

KVげH2 0 9

A地区 B地区 C地区

KVげH3 0 0

KIVH4 0 0 ]

KヽVH8 1 0 1

KVΥH12 0 0

KヽAFH13 3 0

KWhrH16 0 l 0
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第9図 河内寺廃寺跡第19。 20次調査 出土土器・陶磁器実測図

土器

出上位置は、A地区第 3C層 (13。 14)、 A地区第 4層 (15～ 17)、 B地区第 4層上面 (18)、 C地

区第 1。 2層 (19～ 23)、 C地区第 3層 (24～ 32)である。

13は、青磁椀である。口縁部を緩やかに外反させる。14は、瓦質土器羽釜の脚部である。13～ 14

世紀であろう。15は、須恵器杯蓋である。天丼部から口縁部にかけて丸く仕上げられており、口縁端

部も 丸くおさめる。天丼部外面に回転ヘラケズリを施すが粗雑である。中村編年のⅡ型式第 5段階
(中村1978、 以下同じ)。 16は、杯身である。立ち上がりは内傾気味で、内外面ともに回転ナデ調整で

ある。Ⅱ型式第 5段階。17は、無蓋高杯である。Ⅲ型式第2段階であろう。18は、上師器の杯である。

口縁端部を緩やかに外反させる。内外面ともに摩滅が激しく、調整は不明である。 8世紀の所産であ

ろうか。19・ 20は、肥前陶器碗である。いずれも削り出し高台で、中央を削り残す。19の高台部分は

露胎で、外面に鉄釉、内面に灰釉を掛け分けている。20は、高台部分は露胎で、内面に灰釉薬を施す。

17世紀後半。21は、青磁碗である。畳付の部分が露胎である。22・ 23は、肥前磁器染付碗である。一

重網目文を施す。17世紀後半。241ま、大和型瓦器椀である。口縁部内面に沈線がめぐり、内外面とも

に密なヘラミガキが施される。12世紀半ば。25・ 261よ、見込みには、内面と一連で施されたと考えら

れるヘラミガキが施される。高台は断面三角形を呈する。27は、いわゆる山茶碗である。見込みには、

直接重ね焼きをした痕跡が残る。高台は、幅が広くやや丸みを帯びる。12世紀であろう。28。 29は、

「て」の字状口縁を持つ土師皿である。内外面ともにナデ調整を施す。10世紀後半～ 11世紀初め。30

は、土師皿である。見込みは浅く、逆「ハ」の字に開く口縁部を持つ。底面には指頭圧痕が残る。13

世紀前半。31は、須恵器の壷である。底部には回転糸切り痕が残る。 9世紀末～ 10世紀初頭。32は、

土師質土器の羽金である。日縁部は内湾しており、端部で上方へと摘み上げ肥厚させる。鍔は貼り付

けで、端部を丸くおさめる。13世紀である。
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6)河内寺跡第18次調査

① 調査の概要

平成21年 12月、東大阪市河内町

674呑地の16の一部において、個

人住宅建設に伴う「埋蔵文化財発

掘の届出」が提出された。申請

地は河内寺廃寺跡の伽監外ではあ

るが、史跡地ときわめて近接した

位置関係にあり、埋蔵文化財への

影響が懸念された。このため事前

の確認調査が必要な旨、個人に通

知した。確認調査を平成22年 1月

22日 に実施した(第 10図の点線箇
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細操混じり中礫～巨礫
灰色 (N4/0)粘土混じり細粒砂
オリーブ黒色 (5Y3/2)
粘土混じり細粒砂
暗灰色 (N3/0)シルト質粘土

第10図 河内寺跡第18次調査 トレンチ位置図

所)。 調査の結果、後述するように、奈良時代の遺物包含層を検出したため、埋蔵文化財に影響が及

ぶ箇所を対象に発掘調査を実施することになった(第 10図の実線箇所)。 発掘調査は平成22年 1月 25日

に実施した。調査面積は併せて約10,4ど である。調査は確認調査で検出した層位に準拠し、遺物を含

む層の掘削は慎重に行い遺物の検出に努めた。確認した層位は次のとおりである。

第 1層 表土ないし耕土。
第 2層 床土。
第 3層 灰オリーブ色 (5Y5/2)シ ルト質細粒砂。奈良時代の上師器を含むが、併せて現代の製品
が少量混じることから堆積時期は近年のものである。

第 4層 オリーブ黒色 (5Y3/2)細礫混じりの中礫～巨礫。
第 5層 灰色(N4/0)粘土混じり細粒砂。奈良時代の上師器や瓦を含む。同期の遺物包含層をなす。
第 6層 オリーブ黒色(5Y3/2)粘土混じり細粒砂。
第 7層 暗灰色 (N3/0)シ ルト質粘土。土層の色調や土質が第13次調査で検出した南面回廊付近の
ベース層と酷似している。

第11図 河内寺跡第18次調査土層断面図
② 出土遺物 (第 12図 図版 8)
まず、発掘調査での各層の遺物出土状態について触れておきたい。第 3層では、須恵器杯・奏、土

師器小皿、平瓦・丸瓦の各破片が出上した。ただし、前記したように現代の製品と混在しており、堆

積時期は現代に下るものである。第 5層から第6層の上部にかけて、須恵器杯・奏・壺、土師器小皿・

甑・奏、黒色土器椀、平瓦・丸瓦の各破片が見られた。

今回図示した遺物は、 1。 2・ 3・ 4・ 5。 11。 12が第 5。 6層、 6・ 7・ 8・ 9。 10・ 13・ 14が

第 3層から出土したものである。

1・ 2・ 3・ 6。 7は、土師器の皿である。 1・ 2・ 3は外反気味の口縁部を有する。 2は、外面
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に2条の沈線がめぐる。いずれも10～ 12世紀であろう。 4は、黒色土器の椀である。口縁端部を緩

やかに外反させる。内黒であるが、摩滅が激しく調整は不明である。9世紀。5は、須恵器の壷である①

内外面ともに回転ロクロナデを施す。 8～ 9世紀。 6。 7は内湾気味の口縁部を持つ。 7は、内外

面にススが付着する。いずれも10～ 12世紀であるう① 8・ 9は、須恵器杯蓋である。 8の回径は約

14cmで、口縁端部はやや鋭くおさめる。中村編年のⅡ型式第 5段階 (中村1978)か。9のかえりは長く、

内湾気味である。Ⅲ型式第 1段階。10は、須恵器の甕である。外反する口縁端の端を屈曲させ、外方

へと肥厚させる。断面方形を呈する。Ⅱ型式第 6段階またはⅢ型式第 1段階の所産と考える。11・ 12

は丸瓦、13・ 14は平瓦である。11の凹面には布目が残り、凸面はナデが施させる。12の凸面は、縄目

タタキを施した後、ナデを行う。凹面には布目が残る。13の凸面に縄ロタタキが残 り、凹面に布目が

残る。14の凸面には、斜め方向の線が認められ、ナデによって消されている。凹面には明瞭に斜め方

向の線が認められ、布目が残る。いずれも平安時代～鎌倉時代。

7)成果と課題

今回の調査では、金堂の建物規模について、一定の復元案を提示できたなど、イ可内寺廃寺跡の様相

に新たな知見を得ることができた。それと同時に、そこから派生し今後追究すべき課題も自ずと明ら

かになった。ここでは、塔、金堂の別に成果と課題を箇条書きにて列挙しておきたい。

1 塔跡で15世紀以降とされる中世仏堂の礎石を検出した。塔基壇は創建時の礎石を再利用して中
世仏堂を構築している。既往の調査で出上した軒瓦や土器の年代観から、塔は11世紀後半まで存立し、

12世紀前半に焼失したと考えられることから、中世仏堂は塔廃絶後の築造にかかり、礎石・礎石掘形

はもとより、塔基壇も改変を受けている。塔の創建段階の姿を知るには、乱石積基壇の化粧の状況を

再確認する必要が出てきた。今回の調査でも、以前に拡張した基壇と推定した石列は未確認であるこ

とから、とくにこれまで未確認である基壇東南隅などの検出が急務となった。また塔基壇の東辺で基

壇の傾斜面と犬走りを確認したことから、その延長と広がりを確認する必要がある。

2 金堂基壇の上面で検出した礎石掘形の位置関係を検討した結果、四面庇付建物が復元できた。
復元プランとしては、桁行が中央間 3間、脇間が各 2間の 7間、梁行が中央間2間、脇間が各 1間の

4間 となり、桁行19.5m(65尺 )梁行12.3m(41尺 )の規模が推定される。基壇西辺を確認した際、基壇

の傾斜面を検出したため、今後は西辺で基壇傾斜面の広がりを再確認する必要が出てきた。さらに、

現状の金堂基壇上面は塔基壇と1.6mの 比高差があり、大きく削平を受けたことが予想されるが、塔

基壇の化粧確認と同様、旧境内面のレベル確定の調査が史跡の整備にあたり必須の条件となった。ま

た基壇南辺の張り出しを階段と推定しているが、現状の張り出しの東西端は金堂建物の桁行中央間の

両端と合致しないことから、その確認も今後必要となった。

3 金堂と回廊の取 り付きについては、過去に金堂基壇の東側で痕跡の有無を調査した (第 14次調
査)。 今回はその西側にトレンチを設けたが、明確な痕跡は見出せず残課題となった。金堂基壇の西

側では、近現代の耕作に伴う遺構面の撹乱が著しいが、今後も取 り付きの確認を継続する必要があろう。

最後に、今回の調査にあたり、整備委員会委員のほか、中島正氏 (木津川市)、 荒木浩司氏 (斑鳩町)

のご教授を得た。記して謝意を表したい。
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A地区
金堂基壇西辺と石敷検出 (南西から)

B地区
金堂基壇全景 (南から)

B地区
金堂基壇北辺と礎石掘形ほか検出状況

(東から)
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河
内
寺
廃
寺
跡
第
１９

・
２０
次
調
査
　
連逗
構

B地区
G6礎石検出状況 (南から)

B地区
凝灰岩の集積 (扉回)検出状況 (北から)

B地区
礎石掘形 19・ K9検出状況 (西から)
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図
版
３
　
河
内
寺
廃
寺
跡
第
１９

。
２０
次
調
査
　
連逗
構

C地区
塔基壇全景 (北西から)

C地区
D2礎石検出状況 (南から)

C地区
塔基壇東辺の傾斜面・石敷・基壇版築

検出状況 (北東から)
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図
版
４
　
河
内
寺
廃
寺
跡
第
１９

・
２０
次
調
査
　
連逗
構

C地区
C5礎石検出状況 (北から)

C地区
塔基壇南辺の石列 1(右 )と 石列 2(左 )
(東から)

C地区
第 3層内KWM2出 土状況
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図
版
５
　
河
内
寺
廃
寺
跡
第
１９
・
２０
次
調
査
　
連逗
物

10

軒平瓦各地区出土 軒丸 。
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図
版
６
　
河
内
寺
廃
寺
跡
第
１９

・
２０
次
調
査
　
連Ｅ
物

1.A・ B地区出土須恵器 杯蓋・杯身・高杯、土師器

E
椀、青磁 椀、瓦質土器

)

2.C地区出土須恵器 壷、土師器 皿、陶磁器 碗、山茶椀、土師質土器 羽釜、瓦器 椀
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図
版
７
　
河
内
寺
廃
寺
跡
第
１８
次
調
査
　
連逗
構

1 遺物検出作業

2 トレンチ掘削後状況
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3 土層断面 (西から)



図
版
８
　
河
内
寺
廃
寺
跡
第
１８
次
調
査
　
連逗
物

n8  1111111L

‐２　
　
　
　
構1 第3層、第 5・ 6層出土須恵器 ・杯身・養、土師器 皿、丸瓦

2 第3層、第 5。 6層出土須恵器 壺、土師器 皿、黒色土器 椀、平瓦
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第4章 植附遺跡第20次発掘調査

1)は じめに

植附遺跡は、東大阪市西石切町 1～ 3丁目から中石切町 1・ 3丁 目に広がる弥生時代から江戸時代

にわたる複合遺跡である。

本遺跡は、昭和37年に行なわれた小規模な調査で弥生土器が確認されてその存在が明らかとなり、

昭和61年以降、今回までに20次におよぶ発掘調査は行なわれてきた。弥生時代の集落、古墳時代の小

古墳群と集落、鎌倉～室町時代の集落。生産遺跡として知られ、縄文土器、弥生土器、石器、須恵器、

土師器、瓦器、瓦質土器、陶磁器などが出土している。遺構としては古墳時代の住居跡、古墳 (小型

低丘墳 )、 鎌倉～室町時代の掘立柱建物、井戸、土坑墓 (古人骨伴う)な どがあり、遺物としては他

に土錘などの土製品、石臼など石製品、曲物などの木製品、ウマなどの動物遺存体がある。また、中

央の西よりには塚山古墳が存し、近年、遺跡の南部における下水道工事に伴う調査 (第 16次 B-12・

13地区)や西ノ辻遺跡第28次で埴輪が確認されており、埋没した埴輪を伴った古墳の存在を窺わせて

いる。

平成22年 6月 8日 付けで、西石切町 3丁目79番地における建設工事の届出があり、 6月 15日 に確認

調査を実施し、須恵器、土師器、瓦器片を含む中世の遺物包含層および溝状遺構が確認された。この

結果、代理者を通して協議し、基礎部の土壊改良工事が遺物包含層や検出遺構におよぶことから、発

掘調査の必要が生じ、再度の届出によって調査範囲を確定した。届出者がNPO団体であることから

補助対象とし、建設部分について発掘調査を行なうことになった。調査は、平成22年 9月 17日 から10

月31日 までの間実施した。

第 1図 遺跡周辺図 (1/15000)
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周
日
嗣

日
倒

第 2図 調査地位置図

第 1表 調査歴表

次数
理由

調査期間 調査地
調査面積
m

概・報告書 概要 (主な遺構 。遺物)

1

倉庫およ
び車庫建
設

S611027
―́S611217

西石切町 1丁 目
52・ 53

『植附遺跡発掘調査報
告集 ―第 1・ 6。 12・
15次調査』2002

弥生時代の上器だまり、中世の溝・土坑・墓。
弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、瓦質土器、
磁器、石製品、土製品、金属製品、古人骨。

駅
建
切

ル

石
ビ

２
新
前
設

S62226
- S62319 西石切町 1丁 目

『醐東大阪市文化財協
会概報集 1996年 度(1週
1997

弥生時代の土坑、中世の井戸・溝・土坑・墓。
弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、瓦質土器、
磁器、古人骨。
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次数
理由

調査期間 調査地
調査面積
m

概・報告書 概要 (主な遺構・遺物)

3
共同住宅

S63113
～ S63.317

中石切町 1丁 目
449- 1・ -4

『植附遺跡第3次発掘
調査概報』1997

古墳時代の竪穴住居、古墳・平安時代の溝
ピット。須恵器、土師器、製塩土器。

4
居宅建て

替え

S635.24
～ S6369

西石切町 1丁 目
320

『東大阪市埋蔵文化財
発掘調査概要―昭和
63年度一』1988

近世以降の石組水路・土坑、古墳時代のビッ
ト。弥生土器、石器、須恵器、土師器、瓦器、
磁器、土製品。

5
共同住宅
H485
～ H4■ .16

中石切町 3丁 目
2653-1

『植附遺跡第5次発掘
調査報告書』1999

縄文時代海蝕崖、弥生時代の住居、小型低丘

墳。縄文土器、弥生土器、須恵器、土師器、
製塩土器、石製品、土製品、金属製品、木製
品、動物遺存体。

6
ビル (共
同住宅 )

H5,71
～ H5826

西石切町 3丁 目
158-1

『植附遺跡発掘調査報
告集 ―第 1・ 6・ 12・
15次調査」2002

近世の溝、鎌倉時代の上坑、弥生 。鎌倉時代
の河道。弥生土器、須恵器、土師器、瓦器、
製塩土器、瓦。土製品、埴輪、動物遺存体。

7
共同住宅

H6516
～ 116.517

中石切町 3丁 目
2646 - 1

弥生時代の溝。弥生土器。

8
(緊急 )

H7914 西石切町 3丁 目
318-14

9
公共下水
道管渠築
造工事

H7.97
-H8.124

中石切町 3丁 目
3-10-5

『東大阪市下水道事業
関係発掘調査概要報告
1995年度』1997

奈良時代の井戸、古墳時代のピット・溝。縄
文土器、須恵器、土師器、製塩土器、埴輪、
石製品、瓦、動物遺存体。

10

(緊急 )

H7.1115
～ H7■ ,17

中石切町 3丁 目
2634-2 古墳時代の土坑。須恵器。

11

共同住宅
H8109
～ H81128

西石切町 1丁 目
69-1、 -2 329

『植附遺跡第11次発掘
調査報告』2002

弥生時代のピット・土坑、中世の掘立柱建物・

井戸。弥生土器、石鏃、石庖丁、須恵器、土
師器、瓦器、瓦質土器、磁器、陶器、砥石、
漆器椀。鉄器、動物遺存体。

12

道路改良

H8122
～ H81226

西石切町 3丁 目
1-5～ 31

『植附遺跡発掘調査報
告集 一第 1・ 6・ 12・
15次調査』2002

平安時代の溝・ピット。須恵器、土師器、製
塩土器、瓦器、瓦質土器。

人
・３
個

H81216
～ 118,1217

西石切町 3丁 目
320-1 中世のピット。上師器、瓦器。

14

公共下水
道管渠築
造工事

H9211
～ H9220

中石切町 3丁 目
4

『東大阪市下水道事業
関係発掘調査概要報告
1998年度』1999

古墳時代の溝・土器だまり、飛鳥～奈良時代
の耕作跡。

15

ビル建設

H10424
～ H10.519

西石切町 3丁 目
76-3

『植附遣跡発掘調査報
告集 ―第 1・ 6・ 12・
15次調査』2002

弥生時代の構、中世の井戸・墓、ピット。
生土器、土師器、瓦器、瓦質土器、磁器、
製品、人骨、動物・植物遺存体。

弥

土

16

公共下水
道管渠築
造工事

H168.3
西石切町 3丁 目
164～ 166、  208
～ 209等

『東大阪市下水道事業
関係発掘調査概要報
告 ―平成 16年度 ―」
2005

中世の土坑。埴輪 (円筒・朝顔形・形象 )、
須恵器。

17

公共下水
道管渠築
造工事

H16712
～ H16101

中石切町 1丁 目
1-3、  4- 10

『東大阪市埋蔵文化財
包蔵地調査概報 報
告 ―平成 16年 度―』
2005

緑釉陶器、須恵器、黒色土器、土師器。

18

公共下水
道管渠築
造工事

H18614
～ 11186.16

西石切町 2丁 目
27- 1-404

『東大阪市下水道事業
関係発掘調査概要報
告 ―平成 18年度 ―』
2007

奈良時代の土師器・須恵器。

19

倉庫建設

H20428
～ H20516

西石切町 1丁 目
449-1・ 2

『倉庫建設に伴う植附
遺跡第19次発掘調査
概報』

弥生時代の上坑、中世の溝・土坑・ピット。
弥生土器、土師器、瓦器、瓦質土器。

20

NPO団
体事務所
建設

H22727
～ H22811

西石切町 3丁 目
79

本書

古墳時代の溝 。土坑・ピット、鎌倉時代の鋤
溝。須恵器、土師器、瓦器、サヌカイト、動
物遺存体。
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西ノ辻遺跡調査歴表 (抄―参考 )

次数
理由

調査期間 調査地
調査面積
m

概・報告書 概要 (主な遺構・遺物 )

28
ビル建設

Hl ll 13
～ H2127

西石切町 3丁 目
76

『西ノ辻遺跡第 28・ 29
次発掘調査報告』1991

弥生時代の溝、古墳時代の土坑・ピット、平
安～室町時代の柱穴・溝 。上坑・井戸・墓。
弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、瓦質土器、
磁器、瓦、製塩土器、埴輪、石製品、土製品、
金属製品、木製品、動物遺存体

29
銀行建設

H228
～ H2330

西石切町 3丁 目
135-1

『西ノ辻遺跡第28,29
次発掘調査報告』1991

鎌倉時代の上坑墓、中世の上坑・ピット。土
師器、須恵器、瓦器、瓦質土器、磁器、製塩
土器、土製品、古人骨

*西ノ辻遺跡第28。 29次調査地は、現在、植附遣跡内になっている (第 2図参照 )。

2)層位 (第 5図 図版 4・ 6)
盛土

第 1層 灰色 (7.5Y5/1)砂 混じリシル ト質土、やや粘質で黄褐色 (2.5Y5/6)シ ル ト・砂粒含む。
第 1′層 暗緑灰色 (10G4/1)砂 混じり粘質土。
第 2層 オリーブ灰色 (2.5GY5/1)・ 灰オリーブ色 (5Y5/2)砂 混じリシル ト質土。土師器、瓦器、
黒色土器、須恵器 (捏鉢・杯身・奏など)、 陶器、磁器の小・細片出土。

第 3層 にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂混じリシル ト質粘土、小・細礫少し含む。土師器、瓦器、須恵
器、サヌカイト、動物遺存体など出土。第 1遺構面。

第 4層 灰責褐色 (10YR4/2)・ 黒褐色 (10YR3/1)砂 礫混じリシルト質粘土。無遺物。第 2遺構面。
第 5層 明黄褐色 (10YR6/6)。 黄灰色 (2.5Y5/1)砂礫混じリシルト質粘土。地山。
溝 I 暗灰黄色 (2.5Y5/1)砂 ～小礫混じリシルト質粘土。

3)遺構

調査は、上部の一部は搬出するものの、敷地北狽Iが駐車場として使用され続けていることもあって、

調査地を東 (以下、東部)と 西 (以下、西部)に分け、反転して調査することになった。

東部および西部とも、確認調査で確認した盛土および第 1層の耕土と現代の撹乱坑の大半を機械掘

削と人力掘削で除去して、第 2層以下を層ごとに人力掘削し、遣物・遺構を検出していった。第 4層

で検出した遺構は一覧表 (第 2表)を作成し、個々の遺構の計測値、埋・堆積土、出土遺物を列記し

た。本文における遺構説明は主なものに限った。

第 2層は、瓦器 。土師器・須恵器などの細片みられたが、陶磁器片があり、江戸時代の埋土層。

第 3層は、土師器、黒色土器、須恵器、弥生土器片を包含した室町時代の整地層で、鋤溝などの耕

作跡を検出した。

第 4層 は、いわゆる地山相当層で遺物はなかった。上面で、滞・土坑などを検出した。

第 5層は地山層である。

<遺構表記について>

遺構番号は検出層によって表記方法を変えた、以下のとおりである。

第 3層上面遺構 溝―アラビア数字 (溝 1、 溝 2な ど)ピ ットー小ローマ字 (Pa,Pbな ど)
第 4層上面遺構 溝―ローマ数字 (溝 I、 溝 Ⅱなど)ピ ットーアラビア数字 (Pl、 P2な ど)

土坑―アラビア数字 (± 1、 ± 2な ど)
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＝

牛

―

東部

I      I

第3図 調査トレンチ位置図

第 3層上面遺構―第 1遺構面― (第 4図 図版 1。 2)
第 3層は、小・細礫少し含むにぶい黄褐色砂混じリシル ト質粘土で、瓦器の皿 (1)。 椀 (2～ 7)、

土師器の皿 (8。 9)。 羽釜 (10)。 奏 。椀・高杯・かまど、黒色土器、須恵器の杯蓋 (11,12)・ 杯

身 (13)・ 壷 (14)。 養 (15)・ 器台 (16)。 高杯、平瓦、サヌカイト、動物遺存体 (ウマの下顎第 3後

臼歯、ウマ Orウ シ寛骨―左右不明)な どが出土した。この上面で、溝23条 (溝 1～ 23)と、ピット

7個 (PA～ g)を検出した。

溝は、耕作に伴うもので、埋土および切り合い状況から3時期に分けられる。

東部北側域の南北方向の溝 1・ 3お よび東西方向の溝 4は、埋土が緑灰色 (10G5/1)砂礫混じり

シルト質粘上で長方形に区画する形態をなしていた。各溝内から須恵器・土師器・瓦器・黒色土器の

小 。細片、溝 1からは土錘 (28)な どが出土した。

溝 1に よって南端が切られている溝5と その西の溝 2の埋土はオリーブ灰色 (2.5GY5/1)・ 青灰色

(5B G5/1)砂礫混じリシルト質粘土で、瓦器・土師器の小・細片が少量出土した。

溝 6～ 23は、ほぼ南北方向に走り、埋土は暗灰黄色 (2.5Y5/2)砂混じリシルト粒含む灰色 (7.5Y5/1)

砂礫混じリシルト質土一溝 2。 6。 7・ 9。 11。 22・ 19。 17・ 14-と青灰色 (10BG5/1)。 灰色 (7.5Y5/1)
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第4図 第3層上面遺構平面図

砂礫混じリシルト質土―溝 8。 10。 12・ 2卜 20・ 18・ 16・ 23・ 13-の 2種で、溝 1か ら土製紡錘車 (28)、

溝 6か ら土師器高杯 (26)。 須恵器杯身 (27)な どと、各溝内からは土師器・須恵器・瓦器の小・細

片が少量出上したものがあった。溝 6～ 10は溝 4に、溝12は溝 3に よって北端が切断されていた。

ピットは、東北部の 5ピ ット (Pa～ e)はいずれも径が20～ 10cmと 小さく、埋土が青灰色

(10BG5/1ないし5 BG5/1)砂混じリシルト質粘土で、抗跡と考えられる。西北部の 2ピ ット(Pf・ g)

は浅いすり鉢状のやや径の大きなもので、 Pfは埋上が青灰色 (10BG5/1)砂 混じリシル ト質粘土で
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内からは瓦器・土師器の小・細片が出土した。Pgの埋土は灰色 (7.5Y5/1)砂 礫混じリシルト質土であっ

た。

溝は耕作に伴う畝間溝などで、溝 6～ 23群 (2時期 )、 溝 5と 溝 2、 溝 1。 3・ 4の順に形成され

たものと思われる。

ピットはPlを溝 1底面で検出したことから、溝 1群以前のものと考えられる。

これらの遺構は、遺構内および第 3層から須恵器・瓦器・土師器など、 2。 3層から須恵器・瓦器・

土師器とともに陶磁器片が出土しており、室町～江戸時代前半までのものと考えられる。

第 4層上面遺構―第 2遺構面― (第 5図 第 2表 図版 3～ 6)

第 4層は、中・粗粒砂、小・細礫の混じる灰責褐色・黒褐色シルト質粘上で、遺物は包含していなかっ

た。この上面で、溝 4条 (溝 I～Ⅳ)、 土坑 5基 (土 l～ 5)、 ピット19個 (Pl～ 19)を検出した。

各遺構状況については第 2表に譲り、以下、主な遺構について記す。

溝は、調査地ほぼ中央に北西―南東方向に貫く、断面台形状の溝 I、 溝 Iに よって北端が切断れて

いる平面T字状の溝Ⅲ、溝 Iの西北部に拡張されたテラス段によって切断されている溝Ⅱ、南断面に

一部検出した溝Ⅳがあった。

溝 Iは、幅1.0～ ■25m、 検出長8.2m、 深さ0。6～ 0,7mを測る。上部は、東部では北に、中央付近

で南に拡幅し、西部北側は 1段低いテラス状をなしていた。溝内は 3層 に分れ (第 6図 図版 6)、

最下部の灰オリーブ色シルト質粘土は溝活用時の堆積層、最上層の灰黄褐色砂礫混じり粘土質シルト

は遺構埋没時の埋土である。活用時は南東から北西方向に流水していた。溝内からは、須恵器の高杯

(17・ 18・ 19)、 杯身 (20。 21)、 長頸壺 (22)、 杯蓋、奏、土師器の高杯 (23)、 甕 (24)、 竃 (25)、 皿、

黒色土器、瓦器、石器、動物遺存体、炭化物などが出土したが、これらは最上層の埋土内からで、古

墳時代の遺物が多く見られるものの、鎌倉時代前半に埋没したものと考えられる。中層、最下層から

はほとんど遺物が出土しなかった。そのため明確な活用時期は不明であるが、切断している溝Ⅲ内か

らも瓦器片は出土しており、埋没時期をそれほど遡ることはないと思われる。

溝 Ⅱは、幅約0.2m、 深さ深0.085mを測 り、南端は丸く終息しているが、北側は溝 I北に拡幅され

たテラス状の遺構によって切断され、 lmほ どが残存していたのみであった。遺物は出土せず、溝 I

に先行するものではあるが、明確な時期、性格は不明である。

溝Ⅲは、溝 Iな どによって切断されていたが、平面T字形を呈する。東西の検出長約 4m、 そのほ

ぼ中央から北に南北溝が1.4m延びる。幅0.6～ 0.25m、 深0。lmを測 り、東西溝内に 3、 南北溝内に 1

の小ピットがあった。埋土はにぶい責褐色砂礫混じり粘土質シルトで、須恵器の杯身、土師器の皿と

瓦器片が出土した。

土坑 1は、平面やや隅丸の変形瓢箪形を呈し、深さ0.12mを測った。土師器の高杯片が出上した。

土坑 2は、平面やや変形の隅丸の長方形を呈し、底面北よりに径約0.3m、 深さ0.07cmの ピットを有し、

土師器奏片が出土した。± 4は、不整形であったが、須恵器奏・土師器片が出土した。± 1・ 2。 4

TP14 0m

1.灰黄褐色 (10YR6/2)砂礫混じり粘質シルト
2.黄褐色 (25Y5/3)砂 礫混じリシルト壌土
3.灰オツーブ色 (5Y5/2)シルト質粘土
4.第 4層
5。 第 5層

lm

第 6図 溝 I断面図
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第 2表 第 2遺構 (第 4層上面)遺構表

遺構 規模 cm(:は検出) 土色・質 遺物 備考

Pl 25 × 40  ツR65 にぶい責褐色 10YR5/4・ 灰黄褐色 10YR4/2砂礫
混じリシルト質粘土

土師器片

P2 24 × 32  深 72 にぶい黄褐色 10YR5/4・ 灰黄褐色 10YR4/2砂礫
混じリシルト質粘土

P3 9× 18 深 5 にぶい黄褐色 10YR5/4砂礫混じリシルト質粘土

P4 25 × 34  彰【75 にぶい黄褐色 10YR5/4砂礫混じリシルト質粘土

P5 20 × 38  ツR8 にぶい黄褐色 10YR5/4・ 灰黄褐色 10YR4/2砂礫
混じリシルト質粘土

P6 20 × 22  ツR6 黄灰色 25Y5/1・ 明責褐色 25Y7/6砂混じり粘土
質シルト

P7 20 × 21  彰k62 暗灰黄色 25Y5/2砂礫混じリシルト質粘土

P8 11 × 18  ツR5.2 暗灰黄色 2.5Y5/2砂礫混じリシルト質粘土

P9 8× 9  深 4 暗灰黄色 25Y5/2砂礫混じリシルト質粘土 土師器片

P10 : 22 × 40ツR12 色

ル

灰
シ

黄
質
25Y5/1・ 明黄褐色 25Y7/6砂混 じり粘土
ト

土師器 (甕 )

Pll 26 × 37  ツR101 暗灰黄色 25Y5/2砂礫混じリシルト質粘土 土師器 (高杯)

P12 17 × 35  杉k97 黄灰色 25Y5/1・ 明黄褐色 25Y7/6砂混じり粘土
質シルト

P13 20 × 34  杉ヽ 102 暗灰黄色 25Y5/2砂礫混じリシルト質粘土

P14 16× i40深 5 暗灰黄色 25Y5/2砂礫混じリシルト質粘土

P15 13 × 28  ツR6.2 暗灰黄色 25Y5/2砂礫混じリシルト質粘土

P16 20 × 36  彰【73 暗灰黄色 25Y5/2砂礫混じリシルト質粘土

P17 40 × 18  深 9 暗灰黄色 25Y5/2砂礫混じリシルト質粘土

P18 23 × 53  ツR135 暗灰責色 25Y5/2砂礫混じリシルト質粘土 弥生土器片 ? 径 13cmの ピット

P19 36 × 52  深 12 灰黄褐色 10YR4/2砂礫混じリシルト質土 土師器片

± 1 56 × 80  ツ【12 にぶい黄褐色 10YR5/4砂～小礫混じリシルト質
粘土

土師器 (高杯)

± 2 57 × 70  ツR65 にぶい黄褐色 10YR5/4・ 灰黄褐色 10YR4/2砂礫
混じリシルト質粘土

土師器 (甕 ) 径 30cmの ピット

± 3 125 × 50  彰【13 にぶい黄褐色 10YR5/4・ 黒掲色 10YR3/1砂礫混
じリシルト質粘土

± 4 40 × 70  ツR16 オリーブ灰色 5GY5/1砂礫混じり砂質土 須恵器 (奏 )、 土師器片

± 5 57 × 65  深 70 黄灰色 25Y5/1砂礫混じり粘土質シルト

溝 I :820 × 100 ～ 125
深 60～ 70

灰黄褐色 10YR6/2砂礫混じり粘土質シルト
黄褐色 25Y5/3砂礫混じリシルト壌土
灰オリーブ色 5Y5/2シルト質粘土

須恵器 (杯蓋・甕・高
杯)、 土師器 (奏・皿・

高杯)、 瓦器 (椀 )、 黒
色土器、サヌカイト、
馬の歯

溝 Ⅱ 100 × 20  彰R8.5 灰黄褐色 10YR5/2・ 黄灰色 25Y5/1砂礫混じり
シルト質土

土師器片

溝 Ⅲ :400 ×

彰k10
: 25～ 60 にぶい黄褐色 10YR5/4砂礫混じり粘土質シルト 須恵器 (杯身)、瓦器片、

土師器 (皿 )
径 12～ 20cmの
ピット4

溝 Ⅳ ‥‐
深

15´-25 灰責褐色 10YR5/2'黄灰色 2.5Y5/1砂 礫混じり
シルト質土

は古墳時代後半、性格は不明。

土坑 5は、南の大半が溝 Iで削られ、溝 Iの北斜面から底部にかけて上面を検出し、平面は円形を

呈して円筒状をなしていた。遺物はなく性格は不明。

ピット群は形状・深さともまばらで、埋土は3種に大別できたが、規格性を見出せるものは確認で

きなかった。古墳時代後期の上師器などが出土したものもあったが、明確な時期決定は難しい。

第 4層は若千のブロック上が見られ、整地層とも考えられたが、遺物は全 く出土せず、第 5層上面

においても遺構は検出されなかったことから、自然堆積層の可能性が高い。
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4)出土遺物 (第 7図 図版 7・ 8)
今回の調査では、以下の遺物が出上した。出土位置は、 1～ 16が第 3層、17～ 25が溝 I、 26・ 27
が溝 6、 28が溝 1である。

1は、瓦器の皿である。内湾する体部に、外反する口縁部を持つ。内外面ともにヘラミガキを施す。

12世紀か。 2は、大和型瓦器椀である。内湾する体部を持ち、口縁部を外反させる。内面端部に段を

持つ。内外面ともにヘラミガキが施される。13世紀後半。 3は、大和型瓦器椀である。体部は内湾気

味で、口縁部はわずかに外反する。内外面ともに密なヘラミガキを施す。12世紀後半。 4・ 5は、和

泉型瓦器椀である。体部は内湾しており、日縁部で緩やかに外反する。□縁部外面に横ナデを施す。

外面に指オサエが残るもの (4)と、ヘラミガキを施すもの (5)がある。12世紀半ば。 6。 7は、
瓦器椀の底部である。見込みに連結輪状の暗文が施される。高台は、断面が矩形を呈し、比較的高い。

12世紀前半。 8は、いわゆる「て」の字状口縁を持つ土師皿である。10世紀後半～ 11世紀初め。 9は、

土師皿である。口縁端部で緩やかに外反する。10は、土師器の羽金の鍔部分である。直径は、26.8cm

に復元できる。 7世紀。11は、杯蓋のつまみ部分である。体部は、器壁が薄く直線的外方へとのびる

形状と推測される。Ⅲ型式第 3段階～Ⅳ型式第 1段階。12は、杯蓋である。体部から口縁部にかけて

丸くカーブを描き、端部は丸くおさめる。Ⅱ型式第 5段階か。13は、杯身である。立ち上がりは短 く、

端部は九くおさめる。Ⅱ型式第 5段階。14は、壷の底部である。底は平らで、底端部に断面台形の高

台が張り付き、ハの字形に開く。Ⅳ型式第 2段階または、第 3段階。15は、奏である。緩やかに外反

する口縁部で、端部は垂直に立ち上げ、下方へも拡張させる。中段と端部に突帯がめぐり、突帯の間

に波状文が施される。Ⅱ型式第 6段階。16は、器台の口縁部である。端部で大きく外方へと屈曲させる。

2条の突帯が 2段めぐり、その間を波状文によって充填する。 I型式第 3段階。17・ 18'19は、無蓋

高杯である。いずれも杯身に脚部を貼 り付けた形状である。

17は、緩やかに外反する口縁部を持ち、回転ロクロナデを施す。18の脚部は、脚柱部で緩やかに外

反した後、端部で外方へと屈曲させる。Ⅲ型式第 1段階。20は、杯身である。立ち上がりは低 く、日

縁端部は内傾させただけの形状である。底部にはヘラ切 りの後、ナデが施される。Ⅱ型式第 6段階。

21は、杯身である。立ち上がりは短く、端部は九くおさめる。Ⅱ型式第 5段階。22は、長顎壼である。

頚部でほぼ垂直に立ち上がり、口縁部は内湾気味に伸びる。口縁部中段には 1条の突帯が巡る。体部

は外面にタタキとハケメが認められ、内面には同心円文が残る。口縁部はナデ調整である。Ⅱ型式第

6段階か。23は、小型粗製高杯である。内湾気味に立ち上がり、口縁端部は丸くおさめる。内外面と

もに摩滅のため調整は不明。24は、土師器の甕である。頸部は「く」の字を呈し、やや外反する短い

口縁部を持つ。内外面ともにハケメ調整を行う。生駒西麓産の胎土。25は、竃の炊口部である。生駒

西麓産の胎土。

26は、土師器高杯の脚部である。外面は摩減のため調整が不明であるが、内面は脚柱部にしぼ り目

が明瞭に残 り、裾部に指の圧痕が認められる。27は、杯身である。立ち上がりは低 く、口縁端部を内

傾させる。底部にはヘラ切 りの後、ナデが施される。Ⅱ型式第 6段階。

28は、土製紡錘車である。断面台形を呈し、下辺の直径が 4cmを測る。底面には、使用痕と考え
られるくぼみが認められる。生駒西麓産の胎土。
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5)ま とめ

今回の調査では、第 3層上面で室町時代から江戸時代前半の耕作跡と第 4層上面で鎌倉時代前半の

溝・古墳時代後期の土坑群とピット群などの遺構、弥生土器 。須恵器 。土師器・瓦器・黒色土器・陶

磁器・サヌカイト・動物遺存体などの遺物を検出した。

第 1遺構面の溝群は、大きく3時期に分かれ、ほぼ南北方向に平行してある溝 6～ 23群はさらに、

溝 2・ 6と 溝14・ Pg間で 2時期に分かれる。すなわち、溝 7東、 8、 10、 12、 21、 18・ 20、 16。 23

と、溝 7西、 9、 11、 22、 19、 17の 2群であり、各群が畝間溝であったと考えられる。

第2遺構面は、鎌倉時代前半の溝、古墳時代後半の上坑群と時期の不明確なピット群などを同一面で

検出した。整地層および遺構内から若千の弥生土器・サヌカイトは出土したが、この時代の遺構はなかった。

これまでの調査で、本遺跡に南接する西ノ辻遺跡の北端には、弥生時代以前から中世に至る東西方

向の大きな自然流路 (埋没谷)の存在が知られており、本遺跡の 6次調査においても弥生時代と中世

の北肩部が確認されている
(1)。

本調査地に近接する調査としては、15次、西ノ辻28。 29次調査があるが、15次調査の遺構面は室町・

江戸 (ピ ット・溝 )、 鎌倉・室町 (ピ ット・溝・井戸・土坑墓 )、 弥生 (溝・ピット)の 3面、西ノ辻

の28次調査では平安から室町時代と弥生から古墳時代の 2面が検出されており、本調査地の遺構面、

遺構状況と相違している
(2)。
南東に位置する2次調査地では、近世の耕作跡と中世の溝。土坑・井戸・

ピットが見られるが、古墳時代の遺構はなく若子の弥生時代の上坑が検出されており
(3)、
本調査地

に近い状況とはいえ、やはり相違する。

いずれにしても、本遺跡の南部地域においては、中世の集落 (墓を含む)が広い範囲に形成されて
いたこと、それほど大きくはないが古墳時代後半 (6世紀以降)に も集落が営まれ、西南部には埋没

古墳の存在が窺えること
(4)、
弥生時代中期以降の遺構は南端部にあって、生活地域は20次調査地に

は至っていなかったことなどを上げることができよう。

本遺跡内における調査は範囲が狭 く、点在することから、現段階において遺跡の時代的変遷を窺う

ことは極めて難しい。北西部における縄文時代晩期から弥生時代前期の遺構 。遺物、北・中部域を中

心とする 5世紀後半の小型低丘墳・住居跡・遺物群など (5)と塚山古墳の存在をも合わせ、今後の調

査研究に期待したい。

注

(1)「植附遺跡第6次発掘調査報告」 F植附遺跡発掘調査報告集一第 1・ 6・ 12,15次調査』 財団法人東大阪

市文化財協会 2002年

(2)「植附遺跡第15次発掘調査報告」『植附遺跡発掘調査報告集一第1,6。 12・ 15次調査』 財団法人東大阪

市文化財協会 2002年

『西ノ辻遺跡第28・ 29次発掘調査報告』 財団法人東大阪市文化財協会 1991年。

(3)「植附遺跡第2次発掘調査報告」 F⑪東大阪市文化財協会概報集1996年 度(1)』 財団法人東大阪市文化財

協会 1997年

(4)『東大阪市下水道事業関係発掘調査概要報告―平成16年度―』 東大阪市教育委員会 2005年

(5)『植附遺跡第5次発掘調査報告書』 財団法人東大阪市文化財協会 1999年

『植附遺跡第3次発掘調査概報』 財団法人東大阪市文化財協会 1997年

「植附遺弥第12次発掘調査報告」『植附遺跡発掘調査報告集―第 1・ 6・ 12・ 15次調査』 財団法人東大阪

市文化財協会 2002年
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構

東部第 3層上面遺構
検出状況 (南から)
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東部第 4層上面遺構

検出状況 (南から)

東部第 4層上面遺構

完掘状況 (南から)

東部第 4層上面遺構
完掘状況 (西から)
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2.第 3層出土須恵器 杯蓋・杯身・壺・器台、土師器 皿
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第 5章 瓜生堂遺跡第56次発掘調査

1)は じめに

瓜生堂遺跡は、東大阪市下小阪 5丁 目から瓜生堂 2丁 目にかけて広がる、弥生時代から室町時代の

集落跡である。遺跡の範囲は、東西約1120m南北約760mの規模と推定されている。本遺跡は標高約

3m前後の沖積低地に位置し、旧大和川に属する諸河川が形成する自然堤防上の微高地に立地する。

瓜生堂遺跡は河内湖南岸に営まれた弥生時代中期後半の拠点集落として学史上著名で、とくに広大

な方形周溝墓は墳丘上の木棺墓、土器棺墓の配置状況から家族墓的な性格が考えられ、弥生時代を代

表する方形周溝墓として、中学校・高等学校の教科書にしばしば登場している。これらの弥生時代遺

構面の上層には、古墳時代～古代の遺構面が広く覆う箇所がある。遺物包含層だけでなくピット・井

戸・土坑・溝など集落の居住域を示す遺構の集中区が、遺跡西部
。遺跡中央郡・遺跡南東部・遺跡北

東部の 4箇所で見られることが指摘されている。いっぽう、中世期の遺構は、遺跡の北端で実施され

た連続立体交差事業に伴う調査以外では検出されていない。今回の調査では、きわめて限定された調

査区ではあるが、中世期の遺物が中量認められ、後述のように新たな知見がもたらされ、本遺跡での

中世集落の動態に大きな課題を投げかけることとなった。

平成22年 8月 、東大阪市瓜生堂 l丁 目166-1番地の 1ほか 2筆において、個人住宅建設に伴う「埋

蔵文化財発掘の届出」が提出された。建設の基礎工事には柱状改良工事を含むため、埋蔵文化財への

影響が懸念された。このため、確認調査が必要である旨、届出者に通知した。確認調査を平成22年 9

月2日 に実施したところ、第 2層で古墳時代から中世期の上器が出土した(第 2図の西区)。 このため

引き続き同年9月 3日 にトレンチを設定して調査した(第 2図の東区)。 調査面積は合計で6.4ど となっ

た。調査地は遺跡範囲で北側の東端にあたり、調査地の東側は道路を挟んで遺跡外となる。

控挙田J縄 唾ャ學 近崩…ン］⑬ ||1鰐

訥
型 Ji

乳
頸_

羽

〔

円

Ｈ

卸

― Ｉ

Ｈ

Ⅷ

Ｉ ‐ ―

猟

十

‐ ‐

‥

‐ ‐

―

― ―

― ― ―

＝

＝

上幽
0                       200m
l      l      l

第 1図 瓜生堂遺跡第56次調査地位置図
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調査 トレンチの位置と各区の断面図第 2図
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2)調査の概要 (第 2図 )

西区と東区は約 6m隔たり、層位がそれぞれ異なっている。まず各区の層位を記しておきたい。

西区

第 1層 黄褐色 (2.5Y5/3)細 礫混じリシルト。

第 2層 オリーブ褐色 (2.5Y4/3)細 礫混じり細粒砂。古墳時代 。中世期の土器を含む。

第 3層  オリーブ黒色 (2.5Y3/2)粗粒砂。

東区

第 1層 同色同質の地層で、ブロツク土混入の有無から2層 に区分された。

第 lA層  にぶい責褐色 (10YR5/4)細粒砂混じり中粒砂。

第 lB層  にぶい責褐色 (10YR5/4)細粒砂混じり中粒砂に灰色 (5Y4/1)シルトがブロック状に混入。

第 2層 シルト層と細礫層の混合土である。上下 2層に区分された。

第 2A層 灰色 (5Y4/1)シ ルトとにぶい黄褐色 (10YR5/4)細 礫混じり中粒砂の混合土。

第 2B層  灰色 (5Y4/1)シ ル トと同色中礫～細礫の混合土。東区の東側では、第 2B層 中に灰

オリーブ色 (5Y5/2)中粒砂がラミナ状に堆積している箇所が見られた。

第 3層 灰色 (7.5Y4/1)細 礫混じり細粒砂。下部は灰色 (7.5Y4/1)中 礫～細礫。弥生時代から中世期

の上器を含む。

西区と東区で共通するのは第 3層の砂礫層で、両区とも中世期遺物包含層の堆積のベースとなった

層と考えられる。東区第 2A層、第 2B層 とも弥生土器、古墳時代土器、中世期の上器が混在して出

土した。また東区では第 lB層から第 2B層 まで砂礫層のブロックを含むことから、東区全体が、幅

広の流路内に収まり、各層は流路の堆積層と考えられる。流路の西肩部は西区と東区の間に求められ、

流路は南北方向に流下したものと推定される。

3)出土遺物 (第 3図 図版 2)

まず、各区の遺物出土状態について触れておきたい。西区第 2層では、後期の弥生土器、須恵器杯
・

奏、土師器甕 。椀・皿、黒色土器椀、瓦器皿、瓦質土器羽釜、平瓦の各破片が出上した。
これらのう

ち瓦器皿は鎌倉時代 (18～ 14世紀 )、 瓦質土器は室町時代、土師器皿は平安時代中期(10～ 11世紀)に

属する。東区第 2A層から第 2B層 にかけては遺物の出土が顕著であった。須恵器杯・奏・捏鉢、土

師器奏・皿・羽釜、瓦器椀・皿、瓦質土器悟鉢、陶器 (丹波焼)括鉢、軒平瓦、平瓦、丸瓦の各破片が

見られた。須恵器のうち杯は古墳時代中期 (5世紀代 )、 甕・捏鉢は中世期に属する。

今回図示した遺物は、1～ 5が西区第 2層、6～ 13が東区第 2A～ 2B層から出上したものである。

lは、黒色土器の椀である。口縁部は直線的で、外面に緩やかな段を有する。全面を漆黒色に仕上

げ、内面に密なヘラミガキを施す。11世紀。 2・ 3は、和泉型瓦器椀である。外面にやや幅の広い横

ナデを施し、内面は口縁部と平行するヘラミガキが施される。12世紀末
～ 13世紀初頭。 3の口径は

10cmと小さく、器高も低い。口縁部に横ナデを施す。内面はヘラミガキを施す。13世紀中葉。 4は、

いわゆる「て」の字状をした口縁部を持つ土師皿である。内外面ともにナデ調整である。10世紀後半

～ 11世紀初頭。 5は、土師器皿である。見込みは浅く、内湾気味の口縁部を持つ。口縁部外面のナ

デによって、底都と口縁部の境に緩やかな稜を持つ。 6は、瓦器皿である。口縁部外面の強いナデに

より、底部との境に明瞭な稜線を形成する。内面はミガキ調整を行い、底部外面は指オサ
エの痕が残る。

7は、土師器4/Bである。緩やかに外反する口縁部で、口縁端部内面には段が認められる。内面は口縁

部と平行になるヘラミガキを施し、外面はナデ調整である。 8。 9は、土師器皿である。直線的に外
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第3図 出土遺物実測図

方へと開く口縁部で、端部を僅かに摘み上げ緩やかな段を持つ。内外面ともにナデ調整である。 9

は、内湾気味に立ち上がり、口縁部は外方へと広がる。10は、軒平瓦である。瓦当文様は、連珠文で

上下に圏線を有する。貼 り付け式の顎で、顎裏面にハケメ調整を行う。12世紀末～ 13世紀初頭。11は、

須恵器捏鉢である。体部は直線的に外方へと開き、口縁端部で上方へと摘み上げる。断面形状は三角

形を呈する。口縁部外面に自然釉が付着する。12世紀末～ 13世紀初頭。12は、瓦質土器悟鉢である。

底径は10.4cmに復元できるが、小破片のため確実ではない。内面にナデ調整の後、櫛描による橋目

が施される。外面はケズリ調整と思われるが、後の丁寧なナデ調整により、前段階の調整は判然とし

ない。15世紀。13は、土師器の羽金である。日縁端部に面を持つ。口縁部外面には 2条の凹線がめぐ

る。外面調整は、ケズリを施した後、ナデ調整を行う。内面は、ハケメ調整が施され、口縁部付近に

ススが付着する。12世紀。

4)ま とめ

西区第 2層、東区第 2A層 。第 2B層から出土した遺物は、弥生土器から室町時代中期の瓦質土器
悟鉢に及ぶとともに、その間に属する土器類が混在しており、時期幅がきわめて大きい。東区の第 2

A層 。第 2B層はともにシルト・砂礫の混合土で、土質の状況は若江遺跡の若江城の堀跡に酷似して
いる。このことから両層は、かつて機能した流路ないし水路の堆積層であり、両層とも東区の東西幅

を超えていることから、前提とした流路・水路は南北方向に流下するもので、その幅は広く調査地外

へ延びることが推定される。

今回の調査地の北約100mで、平成10年から13年 にかけて第46・ 47次調査が実施された (東大阪市

教育委員会2002)。 同調査の東端となるD地区で、南北方向の大溝 2が検出されている。大溝 2か ら

は13世紀から15世紀代の遺物が出土している。調査者は、弥生期の周濠と断面形が類似するとして、

大溝 2に区画溝の性格を考えている。付近の地籍図等での検討が必要であるが、第56次調査地―第

46。 47次調査地が坪境付近にあたる可能性がある。その場合、今回の流路・水路と先の大溝 2と を結

ぶ区画溝が存在することが想定されよう。この想定を検証するには、調査地に面した南北道路の西側

での調査例が望まれる。今後の進展に期待したい。

【参考文献1

東大阪市教育委員会2002『瓜生堂遺跡第46、 47-1・ 2次発掘調査報告書』

中世土器研究会編1995『概説中世の土器・陶磁器』真陽社
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旦・
７
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第 6章 上六万寺遺跡第11次発掘調査

1)は じめに

上六万寺遺跡は、東大阪市上六万寺町・六万寺町 3丁 目にわたる弥生時代から中世期の集落跡であ

る。遺跡は東西約300m南北約280mの範囲に広がると推定されている。鳴川 (長門川)な いしその先

行河川が形成する扇状地上、標高24～ 32mに立地している。

昭和48年、宅地開発に伴う確認調査により、上層から鎌倉時代の石組井戸や溝、下層から弥生時代

後期後半の土器が多数出土した。下層より出土した弥生土器は、タタキ技法を駆使して成形した発に

特徴があり、受口状の口縁部をもつ鉢や口縁部が長めの高杯、細頚で扁平な球形の胴部の壷などの組

み合わせにより弥生時代後期後半に属する。都出比呂志氏は、これらの上器を北鳥池遺跡下層出土土

器の一段階前を代表する型式であると考え、上六万寺式を設定された徐h出 1974)。 上六万寺遺跡はそ

の後、下水管埋設工事や個人住宅建設に伴う小規模な調査が行われたのみで、集落の様相について不

明な点が多いが、学史に残る貴重な遺跡といえよう。

平成22年 10月 、東大阪市六万寺町 3丁 目1387番地の 8において、個人住宅建設に伴う「埋蔵文化財

発掘の届出」が提出された。建設の基礎工事には柱状改良工事を含むものであったため、埋蔵文化財

への影響が懸念された。このため、確認調査が必要である旨、届出者に通知した。確認調査を平成22

年11月 8日 に実施したところ、 2層にわたる中世期の遺物包含層を検出した (第 2図の西区)。 このた

め引き続き同年11月 10日 にトレンチを設定して調査した (第 2図の東区)。 調査地は上六万寺遺跡の範

囲のうち、西南端近くにあたる。調査面積は西区、東区併せて7.1∬ となった。
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2)調査の概要

調査で確認した層位は、次のとおりである

(第 3図 )。

第 1層  暗オリーブ色(2.5GY4/1)シ ル ト
質粘土。旧耕土層である。

第 2層 灰色 (5Y4/1)細礫混じリシルト。
第 3層 黄灰色(2.5Y4/1)細礫混じり細粒
砂～シルト。中世期の遺物包含層である。

第 4層 暗灰色 (N3/0)粗粒砂～細礫混 じ
り粘土。東区 トレンチの南側では、上部の第

3層のブロック上が混入していた。中世期の

遺物包含層である。

第 5層 暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)。 オリー

ブ黒色 (5Y3/1)粗粒砂～細礫。層上面のレ

ベルは北から南へ緩く傾斜する。遺物包含層

である第 3層、第 4層の堆積にかかるベース

層である。

調査地の旧地形は、第 5層の上面レベルに

見られるように、北側から南側へ傾斜面を

持っている。これは調査地のすぐ南辺を流下

する長門川ないしその先行河川によるもので

あり、第3層 と第4層は傾斜面を平坦にする

ための整地層と考えられる。西区、東区とも

遺物の出土は第4層 より第 3層の方が多い。

3)出土遺物

まず、東区の遺物出土状態について触れて

おきたい。

第 3層では、須恵器杯・奏、土師器皿、瓦

器椀、黒色土器椀、青磁皿、緑釉陶器椀、瓦

の各破片が出土した。小片のため時期が判別

できるものは少ない。土師器皿には平安時代

中期に属する「て」の字状口縁を持つものが

見られる一方、瓦は近世以降のもので、地層

】廃雹
り二軍るP縄藤揺疑垢宋

レト混粘土
3 黄灰色 25Y4/1細 礫混シルト
4 暗灰色 N3/0細礫混シルト粘土
5 暗オリーブ褐色 25Y3/3粗砂～細礫

0                   2m
1     1     1

第 3図 東区西壁断面図

住宅予定地

河)|1崖面
(石積)

東 区

道路

0

第 2図 調査 トレンチ位置図

の堆積時期が近世以降に降ることが知られる。第 4層では、須恵器奏、土師器羽釜 。椀・皿、瓦器椀

の各破片が見られる。第 3層 と比べてさらに小片で時期不明のものが多い。第 4層出上の瓦器椀は第

3層のそれとほぼ時期を同じくするものと考えられる。

実測可能な遺物を第 4図に掲出した。出上位置は、 1～ 4が東 トレンチ第 3層、 5が西 トレンチ第
3層である。 1・ 2・ 3・ 5は、瓦器椀である。 lは、口縁部に緩やかな外反を持ち、内外面に密な
ヘラミガキを施す。 2は、内湾気味の口縁部で、内外面のヘラミガキはやや間隔が開く。 3は底部で、

敷地境界線く
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断面台形を呈する高台を持ち、見込みに斜

格子の暗文が施された後、体部内面のヘラミ

ガキが施される。いずれの瓦器椀も和泉型で

あり、12世紀前半の所産と考える。 4は、緑

釉陶器である。底部の一部しか残存しておら

ず詳細は不明であるが、貼り付けの輪高台で、

平坦な底部を持つ。底面には回転糸切痕が残

∽
I

学    3

2

5 劇 ~誓
4

0           10cm
l   l   l

第 4図 出土土器実測図

る。9世紀後半～ 10世紀初頭と思われる。5は、大和型の瓦器椀である。口縁部内面に沈線がめぐり、

内外面にヘラミガキが施される。12世紀前半であろう。

4)ま とめ

今回の調査成果を考えるために、既往の調査をまとめてみた(第 1表 )。 前述したように、上六万寺

遺跡は弥生時代後期後半の標式遺跡であるが、これまでの調査例中、その大半を下水道の管路工事に

伴うものが占め、一部を除いて集落の性格や広がりなどの具体的な様相について不明の点が多い。し

かしながら、出土遺物が属する時期は縄文時代後期から室町時代後期まであり、本遺跡の集落が断続

的に続いたことを示している。本遺跡の中世遺構としては、第 1次調査で検出した石組井戸がある。

井戸を検出したトレンチから出土した瓦器椀は、高台が退化したもので14世紀前半の年代が与えられ

る。一方、今回の調査で出土した瓦器椀は12世紀代で古相を示し、遺跡内で集落が移動したことがう

かがわれる。

【参考文献】

都出比呂志1974「古墳出現前夜の集団関係」『考古学研究』20巻 4号 考古学研究会
中世土器研究会編1995F概説中世の土器・陶磁器』真陽社

〔調査成果〕「○○時代」の時代、「検出J「出土」を各省略。
〔報告書〕調査者は「市教委」が東大阪市教育委員会、「文化財協会」が財団法人東大阪市文化財協会。書名も適宜省略している。
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第 1表 上六万寺遺跡の調査成果

欠努 調査原因 実施期間
雄
醸
∬

調査地 調査成果 報告書

l 宅地造成に伴う試掘
昭和48年 10月 23日
～ 11月 2日

上六万寺町132

鎌倉末～室町後期井戸、中世土
器、二次推積による弥生後期土
器多数。弥生土器は後期後半の
「上六万寺式」として型式設定。

市教g F東大阪市文化
財調査報告書』

第2冊 1975

2 共同住宅建設
昭和55年8月 1日
～8月 24日

上六万寺町14121
弥生後期の竪穴住居跡、中世
期の溝。弥生後期土器多数。
奈良土師器・須恵器。

市教委
『馬場川遺跡・上六万寺遺跡・
山畑66号墳調査報告』 1981

1981

3 平成3年度下水道築造工事
平成3年 11月 5日
～ 11月 15日

上六万寺町1394
弥生後期土器。古墳前期土師
器、同中期末～後期初頭須恵
器。奈良土師器・須恵器。

文化財
協会
『東大阪市下水道発掘調査概報
1991年度』1992

1992

4
平成10年度下水道管渠築
造工事

平成10年 6月 18日
～9月働日

南四条町、
六万寺町3丁目

縄文後期土器。弥生後期溝・
土坑。鎌倉後半～南北朝の遺
物包合層。

文化財
協会
『東大阪市下水道発掘調査概報
1998年度』 1999

5
平成11年度下水道第28工
区管渠築造工事

平成12年 7月 12日
～8月 1日

南四条町
奈良須恵器。鎌倉前期瓦器少
量。

市教委
「東大阪市下水道発掘調査概報
平成12年度』 2001

Ю01

6
平成12年度下水道第29工
区管渠築造工事

平成13年 8月 17日
～ 10月 12日

上六万寺町1394
～ 1940

弥生中期～後期土器。古墳前
期土師器、同後期上師器・須
恵器。古代平瓦・九瓦。

市教委
『東大阪市下水道発掘調査概報
平成上3年度』 2002

7
平成13年度下水道第43エ
区管渠築造工事

平成14年7月 5日
～8月 26日

南四条町
弥生後期土器。古墳前期土師
器。中世土器。瓦。

市教委
「東大阪市下水道発掘調査概報
平成14年度』

8
平成14年度下水道第16工
区管渠築造工事

平成15年5月 1日
～ 11月 27日

242
上六万寺町14212
他

弥生後期土器。飛鳥須恵器。
平安中期土師器。鎌倉瓦器。

市教委
F東大阪市下水道発掘調査概報
平成15年度』

2011Z

平成15年度下水道第16工
区管渠築造工事

平成16年 1月 14日
～8月 31日

六万寺町1丁 目
1029他

中世土器 市教委
『東大阪市下水道発掘調査概報
平成16年度』

平成17年 度下水道第101
工区管渠築造工事

平成18年 4月 12日
～9月 4日

204 ］剌
南
六

上
弥生後期上器。古墳中期末～後
期初頭上師器・須恵器。円筒埴輪。
奈良～平安土師器・黒色土器。

市教套
F東大阪市下水道発掘調査概報
平成18年度』

11
個人住宅建設
(平成22年度国庫補助事業)

平成22年皿月8日
・11月 10日

六万寺町3丁 目
1387-8

平安前期緑釉陶器。鎌倉前期
瓦器少量。

i教琴 本書
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2 東区第 3層、西区第 3層出土瓦器 椀、緑釉陶器 椀
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ふりがな

所収遺跡
所在地

市町村
コード

跡

号

遺

番
調査期間

調査

面積
調査原因

馬場 川遺 跡

(遺物・総括編)

東大阪市横小路町

4可
~日
433-3番地

27227 89
平成21年 9月 17日
～10月 31日

184.71だ

零細事業
主分譲住

宅建設

かわ ち でらはい じあと

'可

内寺廃寺跡
東大阪市河内町

441、 4431、 4432番地
27227 ０

０
資
υ

〔19次〕
平成22年 3月 11日
～ 3月 23日

〔20次〕
平成22年 5月 10日
～6月 18日

〔19次〕
42。 9rぽ

〔20次〕
153,4■ぽ

史跡内容

確認

かわ ち でら あと
河 内 寺 跡

東大阪市河内町
67←16番地の一部

27227 つ
０
資
υ
平成22年 1月 22日
・ 1月 25日

10。 4ど
個人住宅

建設

うえ つけ  い  せき
植 附 遺 跡

東大阪市西石切町
3丁目79番地

27227 39
平成22年 7月 27日
～8月 ■日

80.0■だ

NPO法
人事務所

建設

うり う どう い せき
瓜生 堂 遺 跡

東大阪市瓜生堂

1丁目1661の一部、
170、 168甲の一部番地

27227 95
平成22年 9月 2日
・ 9月 3日

6.4だ
個人住宅

建設

かみろくまん じ い せき
上六万寺遺跡

東大阪市六万寺町

3丁目1387-8番地
27227 82

平成22年■月 8日
・11月 10日

7。 1■ぽ
個人住宅

建設



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物
記

項

特
事

馬 場 川 遺 跡

(第 20次調査 )
集落跡

縄文時代
～古墳時代

土媛墓・埋設土器
・焼骨埋納土坑
・環状遺構・竪穴

住居

縄文土器・石器・

土偶・土製品・

弥生土器

縄文時代の上

壊墓群・埋設
土器群

弥生時代後期
の正三角形竪

穴住居

河内寺廃寺跡
(第 19。 20次調査)

回史跡社寺跡

飛鳥時代
～鎌倉時代
・室町時代

塔跡・金堂跡
軒丸瓦・軒平瓦・

須恵器 。土師器

金堂の規模を

確認

塔跡で中世仏

堂を検出

河 内 寺 跡

(第 18次 調査 )
社寺跡

飛鳥時代
～鎌倉時代
・室町時代

(遺物包含層)
土師器・丸瓦

平瓦

植 附 遺 跡

(第 20次 調査 )
集落跡

古墳時代
～鎌倉時代

滞・土坑
・ピット

須恵器・土師器
・瓦器

瓜 生 堂 遺 跡

(第 56次 調査 )
集落跡

その他の墓

弥生時代
～室町時代

自然流路

弥生土器・須恵

器・土師器・瓦

質土器・軒平瓦

上六万寺遺跡

(第 11次調査 )
集落跡

弥生時代
～室町時代

(遺物包含層)

須恵器・土師器
・黒色土器・緑

釉陶器
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